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民 生 常 任 委 員 会 記 録 

 

１．会議日時 

  令和３年１１月４日（木） 午前１０時    開会 

               午後 ４時５５分 散会 

 

１．場所 

  ３０１会議室 

 

１．出席委員 

  委 員 長 香 川 良 平  副委員長 水 谷  毅   委  員 南 野 直 司  

  委  員 森 西  正 委  員 増 永 和 起   委  員 光 好 博 幸 

 

１．欠席委員 

  なし 

 

１．説明のために出席した者 

市 長 森山一正  副市長 奥村良夫   

生活環境部長 松方和彦  同部参事兼自治振興課長 丹羽和人 

同部参事兼産業振興課長 吉田量治  同部参事兼環境業務課長 安田信吾 

市民課長 森口雅志  文化スポーツ課長 松本泰洋 

農業委員会事務局長 辻 稔秀  環境政策課長 山本和憲 

環境センター長 三浦佳明 

保健福祉部長 野村眞二  同部理事 平井貴志 

 

１．出席した議会事務局職員 

事務局長 牛渡長子  同局書記 織田裕太 

 

１．審査案件（審査順） 

  認定第１号 令和２年度摂津市一般会計歳入歳出決算認定の件所管分 

認定第６号 令和２年度摂津市パートタイマー等退職金共済特別会計歳入歳出 

決算認定の件 

  認定第４号 令和２年度摂津市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定の件 

  認定第８号 令和２年度摂津市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定の件 

認定第７号 令和２年度摂津市介護保険特別会計歳入歳出決算認定の件 
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（午前１０時 開会） 

○香川良平委員長 ただいまから民生常

任委員会を開会します。 

 理事者から挨拶を受けます。 

 森山市長。 

○森山市長 おはようございます。本日は

何かとお忙しいところ、民生常任委員会を

お持ちいただき、大変ありがとうございま

す。 

 本日は、令和２年度の決算につきまして、

当常任委員会所管分についてご審査をい

ただきます。何とぞ慎重審査の上、ご認定

賜りますよう、よろしくお願い申し上げま

す。 

 一旦退席させていただきます。 

○香川良平委員長 挨拶が終わりました。 

 本日の委員会記録署名委員は、南野委員

を指名します。 

 審査の順序につきましては、お手元に配

付しております案のとおり行うことに異

議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○香川良平委員長 異議なしと認め、その

ように決定します。 

 暫時休憩します。 

（午前１０時１分 休憩） 

（午前１０時２分 再開） 

○香川良平委員長 再開します。 

 本日の質疑・答弁については、新型コロ

ナウイルス感染予防の観点から、着座のま

ま質疑・答弁をしていただきますよう、よ

ろしくお願いをいたします。 

 認定第１号所管分の審査を行います。 

 補足説明を求めます。 

 松方生活環境部長。 

○松方生活環境部長 認定第１号、令和２

年度摂津市一般会計歳入歳出決算のうち、

生活環境部に係ります項目について、目を

追って、その主なものを説明させていただ

きます。 

 まず、歳入でございますが、３２ページ、

款１４使用料及び手数料、項１使用料、目

１総務使用料のうち、生活環境部に係る主

なものは、コミュニティプラザ、別府コミ

ュニティセンター、文化ホール、各テニス

コート、各運動広場及び各体育館の施設使

用料等でございます。 

 ３４ページ、目３衛生使用料は斎場使用

料及び葬儀会館使用料等でございます。 

 ３６ページ、項２手数料、目１総務手数

料のうち、生活環境部に係る主なものは戸

籍手数料、住民票手数料及び印鑑証明手数

料等でございます。 

 同じく３６ページ、目２衛生手数料のう

ち、生活環境部に係る主なものは、飼犬登

録及び狂犬病予防注射済票交付に係る手

数料、一般廃棄物焼却手数料、一般廃棄物

収集運搬処分、し尿処理及び浄化槽汚泥処

分等に係る手数料でございます。 

 ４０ページ、款１５国庫支出金、項２国

庫補助金、目１総務費国庫補助金のうち生

活環境部に係るものは、個人番号カード交

付事業費補助金及び個人番号カード交付

事務費補助金等でございます。 

 ４４ページ、目６商工費国庫補助金は、

マイナポイント事業費補助金でございま

す。 

 同じく４４ページ、項３委託金、目１総

務費委託金のうち生活環境部に係るもの

は、中長期在留者住居地届出等事務委託金

でございます。 

 ４６ページ、款１６府支出金、項２府補

助金、目１総務費府補助金のうち生活環境

部に係るものは、特定非営利活動法人の設

立認証等の手続及び旅券発給事務に係る

窓口対応業務に係る権限委譲交付金等で



- 3 - 

 

ございます。 

 ５０ページ、目３衛生費府補助金のうち

生活環境部に係るものは、所有者不明動物

死体処理交付金及び大阪府公害防止事務

費等の権限委譲交付金でございます。 

 同じく５０ページ、目４農林水産業費府

補助金は農業委員会交付金等でございま

す。 

 同じく５０ページ、目５商工費府補助金

は、地方消費者行政活性化交付金及び商工

会の定款変更等の手続に対する権限委譲

交付金でございます。 

 ５２ページ、項３委託金、目１総務費委

託金のうち生活環境部に係るものは、人口

動態調査委託金でございます。 

 ５４ページ、款１７財産収入、項１財産

運用収入、目１財産貸付収入のうち生活環

境部に係るものは、摂津市商工会への建物

貸付に係る収入でございます。 

 ５６ページ、款１９繰入金、項２基金繰

入金、目３環境基金繰入金は、環境基金か

ら一般会計への繰入金でございます。 

 同じく５６ページ、款２０諸収入、項３

貸付金元利収入、目２中小企業事業資金融

資預託金収入は金融機関からの戻入でご

ざいます。 

 ５８ページ、項４雑入、目２雑入のうち

生活環境部に係る主なものは、６１ページ

の文化スポーツ課のスポーツ振興くじ助

成金及び環境業務課のペットボトル拠出

金等でございます。 

 続きまして歳出でございますが、８４ペ

ージ、款２総務費、項１総務管理費、目６

都市交流費は国際交流に係る会計年度任

用職員報酬及び国際交流協会補助金等で

ございます。 

 ９０ページ、目１３自治振興費は、地区

振興委員への報償金及び自治会町会への

配布手数料等でございます。 

 同じく９０ページ、目１４文化振興費は、

市民ルーム、文化ホールの指定管理料等で

ございます。 

 ９２ページ、目１５コミュニティプラザ

費は、コミュニティプラザの指定管理料及

びコミュニティプラザ漏水修繕設計委託

料等でございます。 

 ９４ページ、目１６コミュニティセンタ

ー費は、別府コミュニティセンターの指定

管理料及びコミュニティ施設調査委託料

等でございます。 

 １０２ページ、項３戸籍住民基本台帳費、

目１戸籍住民基本台帳費は、戸籍システム、

コンビニ交付システム、窓口業務に係る委

託料及び個人番号カード関連事務交付金

等でございます。 

 １１０ページ、項７保健体育費、目１保

健体育総務費は、スポーツ推進委員報酬等

でございます。 

 １１２ページ、目２体育振興費は、アス

リートスポーツ教室開催に係る委託料等

でございます。 

 同じく１１２ページ、目３体育施設費は、

温水プール、体育施設の指定管理料及び新

味舌体育館（仮称）建設工事に係る経費等

でございます。 

 １４２ページ、款４衛生費、項１保健衛

生費、目４環境衛生費は、動物死体の処理

及び害虫等駆除に係る委託料等でござい

ます。 

 １４４ページ、目５公害対策費は、大

気・水質・騒音・振動対策に係る委託料等

でございます。 

 同じく１４４ページ、目６環境対策費は、

地球温暖化対策地域計画策定業務に係る

委託料等でございます。 

 同じく１４４ページ、目７斎場費は、斎
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場、葬儀会館の指定管理料及び土地購入費

等でございます。 

 １４６ページ、目８墓地管理費は、市営

墓地の管理に係る経費でございます。 

 同じく１４６ページ、項２清掃費、目１

清掃総務費は、廃棄物の収集運搬に係る会

計年度任用職員報酬及び全国都市清掃会

議負担金等でございます。 

 １４８ページ、目２塵芥処理費は、再生

資源集団回収等の報償金、可燃ごみ不燃ご

み再生資源に係る収集運搬及び不燃ごみ

拠出処理に係る委託料等でございます。 

 １５０ページ、目３し尿処理費は、し尿

収集運搬委託料、し尿及び浄化槽汚泥の処

理に係る負担金等でございます。 

 同じく１５０ページ、目４環境センター

費は、環境センターにおけるごみ焼却処理

経費、夜間等の運転管理業務委託料及び３

号炉・４号炉の維持管理に係る経費等でご

ざいます。 

 １５２ページ、款５農林水産業費、項１

農業費、目１農業委員会費は、農業委員会

委員報酬及び農業委員会に係る経費等で

ございます。 

 同じく１５２ページ、目２農業総務費は、

農政事務に係る経費及び大阪府農業共済

組合負担金等でございます。 

 １５４ページ、目３農業振興費は、鳥飼

なすの保存・農園管理指導に係る委託料及

び花とみどりの補助金等でございます。 

 １５６ページ、款６商工費、項１商工費、

目１商工総務費は、商工事務に係る経費及

び労働相談に係る報償金等でございます。 

 同じく１５６ページ、目２商工振興費は、

企業立地奨励金、子育て応援商品券の交付

金、新型コロナウイルス感染症対策小規模

事業者等激励金及び中小企業事業資金融

資預託金等でございます。 

 １５８ページ、目３消費対策費は、消費

生活相談ルームの運営に係る会計年度任

用職員の報酬等でございます。 

 以上、生活環境部に係ります項目につい

て、令和２年度摂津市一般会計歳入歳出決

算の補足説明とさせていただきます。 

○香川良平委員長 説明が終わり、質疑に

入ります。 

 光好委員。 

○光好博幸委員 それでは、質問をさせて

いただきます。全て決算概要から質問させ

ていただきます。 

 また、質問の順序は部署ごとにさせてい

ただきますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 まず、自治振興課です。三つあります。 

 質問番号１、決算概要５８ページです。 

 自治活動推進事業におきまして、地域活

性化補助事業補助金というところで、予算

現額が４２４万円というところに対しま

して、残額として１９６万９，６２１円と

いうところが未執行になっております。 

 これはコロナ禍の影響ということが大

きいかもしれませんけれども、実施された

事業内容についてお聞かせいただきたい

と思います。 

 また、この地域活性化補助事業補助金と

いうのは、自治会の活動に関連する物品の

購入も可能だということもお聞きしてお

りますので、併せて使途についてもご答弁

いただけたらと思います。お願いいたしま

す。 

 続きまして質問番号２、決算概要６０ペ

ージ。市民活動支援事業におきまして、事

務報告書の職員研修に、摂津市をもっと面

白くする企画づくりというところで、私自

身、非常に興味深いテーマだなというふう

に感じましたので、どのような内容であっ
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たのかというのをお聞かせください。あと、

狙いについてもお聞かせいただければと

思います 

 質問番号３、決算概要６０ページ。コミ

ュニティセンター管理事業におきまして、

事務報告書の１０５ページにコミュニテ

ィセンターの主催事業とか講座内容につ

いて記載がありました。 

 コロナ禍においてそれなりの人数が確

保されているというところで、なかなか人

数も集まりにくい状況だったんじゃない

かなというふうには思うんですけども、参

加者を集めるための工夫であったり、ある

いは感染拡大防止に取り組んだ内容につ

いて、併せてお聞かせください。 

 続きまして市民課に移ります。四つです。 

 質問番号４番目、決算概要６８ページ、

証明書交付事業におきまして、コンビニ交

付システム更新委託料というところで１，

２６３万９，０００円、執行されておりま

す。 

 これも以前、クラウド化を導入するとい

うことであったかと思いますけども、改め

て、令和２年度の取り組み実績、お聞かせ

いただきたいのと、それと、証明書交付セ

ンターシステム更新委託料というところ

で、予算現額が３００円ということで不思

議な数字になっていまして、決算額もゼロ

円というところになってますので、併せて

その理由についてもお聞かせいただけれ

ばと思います。 

 続きまして質問番号５番目、決算概要６

８ページ。個人番号カード交付事業におき

まして、改めてですね、令和２年度の状況

をお聞かせいただきたいのと、交付率であ

ったり、あと、大阪府内での本市の順位と

いいますか、どれぐらいの位置にあるのか

というところについてもお聞かせくださ

い。 

 質問番号６番目、決算概要１０４ページ、

斎場管理事業です。 

 今回、９３１万４，０００円を計上され

てまして、決算額が４００万円というとこ

ろで、５００万円以上の残額が発生してお

ります。 

 たしか予算審査に係る委員会の際、１，

６２０万円ぐらいの予算計上をされてい

たと思うんですけども、改めてその修繕内

容ですね、変更があったのかなかったのか、

あるいは残額発生理由についても併せて

お聞かせください。 

 続きまして質問番号７番目、決算概要１

０４ページ、葬儀会館管理運営事業です。 

 葬儀会館の駐車場整備というところで

１，６００万円近くを土地購入費で予算執

行されてますけれども、特に葬儀会館の駐

車場の整備につきましては、３７４万円で

すか、残額も発生しておりますので、改め

てその施工内容と残額が発生している理

由についてお聞かせください。 

 続きまして文化スポーツ課。三つです。 

 質問番号８番、決算概要７４ページ。東

京オリンピック・パラリンピック記念事業

です。 

 先日の一般質問に、教室実施後にアンケ

ートを実施されたというご答弁がござい

ました。アスリートスポーツ教室委託料と

いうところは、桑田真澄さんの野球教室、

この野球教室のアンケートについてどの

ような結果であったのか。また、この野球

教室、私も行かせていただきましたけども、

効果ということについてどのように捉え

られているのか、お聞かせください。 

 質問番号９番目、決算概要７４ページ、

体育施設維持管理事業です。 

 これも修繕料として２，４００万円を執
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行されております。額も結構大きいので、

改めて実施内容についてお聞かせくださ

い。 

 質問番号１０番目です。決算概要７６ペ

ージです。温水プール管理事業です。 

 これも修繕料ですけれども、これも１，

８００万円近くを執行されておりますの

で、これも内容についてお聞かせいただき

たいのと、この程度の金額ですと、休館な

ども想定されますので、修繕による利用者

への影響が、あったのかなかったのか、も

し工夫されたこと等あれば併せてお聞か

せください。 

 続きまして産業振興課。要望も合わせて

七つあります。 

 まず、これは質問番号ないですけど、ま

ず要望というところなんですけども、決算

概要１１２ページの鳥飼なす保存奨励事

業です。 

 これは要望のみとさせていただきます。 

 令和２年度は天候の影響、日照時間が短

かったというところも聞いておりまして、

不作だったと思いますけれども、出荷する

農家も年々ふえていて、うまく流通されて

るのかなというふうに認識しております。 

 過去からいろいろ聞かせてもらってま

すが、平成３０年ぐらいから大阪府の中央

卸売市場より出荷がなされておってです

ね、そのことによって市内の小売店等でも

なかなか手に入りにくい状況でもありま

すけど、鳥飼なすが並び始めたというふう

に感じてまして、まだまだ不十分かもしれ

ませんけど、よくゼロからここまでやって

こられたなというふうに実感しておりま

す。 

 また、鳥飼なすは本市唯一のなにわの伝

統野菜ということもありますので、ある意

味、摂津ブランドの構築という観点からも

ですね、もっとなじみ深いものにしていた

だきたいなというふうに思います。 

 販路拡大とか生産量等々をふやしてい

ただくというところもこれからも尽力い

ただきまして、精力的に取り組んでいただ

きたいと思います。これは要望としておき

ます。 

 質問番号１１です。決算概要１１２ペー

ジ、市民農園設置事業です。 

 事務報告書、１３７ページに記載があり

ましたとおり、施設として今回、せんり丘

貸農園､八町市民農園が記載されていまし

た。 

 農地所有者が直接開設された施設かと

思いますけれども、令和２年度、施設を追

加するに至った背景などについてお聞か

せいただきたいと思います。 

 質問番号１２番目、決算概要１１４ペー

ジ、中小企業育成事業です。 

 事務報告書１３９ページにビジネスマ

ッチングフェアの取り組みの記載があり

ました。 

 今回はコロナ禍の影響もあってオンラ

イン開催というふうになっていましたの

で、予定どおり開催できたのか、また、ど

のような状況であったのか、お聞かせいた

だきたいと思います。 

 続きまして質問番号１３、決算概要１１

４ページ、創業支援事業です。 

 これも事務報告書１３９ページに記載

がありましたけども、創業支援事業の創業

相談では、相談件数２８件のうち、創業者

数が８件ということでした。 

 令和元年度、相談件数７件のうち、創業

件数はゼロ件というところで比べますと、

増加しているというところで、コロナ禍で

はありましたけども、ふえている理由です

ね、どう分析されているのかということも
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併せてお聞かせいただきたいと思います。 

 続きまして質問番号１４、決算概要１１

４ページ、新型コロナウイルス感染症対策、

小規模事業者等の激励給付金事業につい

てです。 

 これはですね、小規模事業者等への奨励

金というところで、当時、給付型が難しか

ったんじゃないかなって記憶しておりま

すけど、そういった意味でも他市よりも取

り組むのが早かったように記憶してます。

改めてどういった状況だったのかという

ことと、あと、効果とか反響など、本市が

早かったということの観点からお聞かせ

いただきたいというふうに思います。 

 続きまして、質問番号１５、決算概要１

１６ページです。 

 スクラッチカード発行事業、例年夏であ

ったと思いますけど、コロナ禍の影響によ

って、令和２年度は１１月１日から１２月

１０日というところになっていたかと思

います。改めて令和２年度の取り組み状況

ですね、お聞かせいただきたいと思います。 

 質問番号１６、決算概要１１６ページで

す。 

 これも新型コロナウイルス感染症対策

テイクアウト・デリバリー導入支援補助事

業です。これも事務報告書の１４１ページ

に記載がありました。 

 テイクアウトに係る補助事業につきま

しては、東京都の例も挙げながら要望させ

ていただいた事業でもありますので、どの

ような状況であったのかとか、実績などに

ついてお聞かせいただきたいと思います。 

 続きまして環境政策課。三つございます。 

 質問番号１７です。決算概要１０２ペー

ジの飼犬等保護管理事業です。 

 狂犬病の予防注射について、事務報告書

１４７ページに記載がありました狂犬病

注射済件数が２，０７４件となってました

けども、改めてこのコロナ禍というところ

におきまして、令和２年度の取り組み状況、

並びに、接種率、どのような状況であった

のかというのをお聞かせください。 

 続きまして質問番号１８です。決算概要

１０４ページ、環境測定・調査等事業の、

地盤沈下１級水準測量委託料です。 

 これは２７５万円が執行されてまして、

前年から、若干、予算というか、執行の額

がふえているかと思いますけども、改めて

令和２年度の状況、測定結果は配付されて

いると思いますけども、その結果を受けて

どのように考察されているのかというこ

とをお聞かせいただきたいと思います。 

 続きまして質問番号１９です。決算概要

１０４ページ、温暖化対策事業です。 

 地球温暖化対策事業地域計画策定委託

料、令和２年度に取り組んだ内容について

お聞かせいただきたいと思います。 

 続きまして環境業務課。四つです。 

 質問番号２０番です。決算概要１０６ペ

ージ、ごみ減量対策事業におきまして、事

務報告書１５７ページ、剪定枝葉等処理量

が激減してたように思います、前年度との

比較ですね。 

 まず、剪定のごみが減っているといいま

すか、処理量が減っている理由について、

まずはお聞かせいただきたいと思います。 

 続きまして、質問番号２１番、決算概要

１０６ページです。 

 リサイクルプラザ整備事業です。修繕料

として１３６万８，０５９円、執行されて

まして、この内容についてお聞かせくださ

い。 

 また、前年度はペットボトル圧縮梱包機

の設備トラブルが発生したという状況も

ございましたので、他の機器で設備トラブ
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ルなど発生してないのか、あるいは今の時

点で老朽化が進んでいる機器、空き缶プレ

ス機が老朽化が進んでいるというような

ことも聞いてますので、その稼働状況など

についても併せてお聞かせいただきたい

と思います。 

 質問番号２２、決算概要１０８ページで

す。 

 ごみ処理収集事業について、事務報告書

１５７ページに廃蛍光灯管等の記載があ

りましたけども、決算概要には記載がなか

ったんです。 

 処理量というところで、事務報告書を見

てますと、１．５倍ぐらい処理されている

んですけども、何か変更があったのか、ど

ういう対応をされたのか、お聞かせいただ

きたいと思います。また、令和２年度の取

り組みについても聞かせていただきたい

と思います。 

 質問番号２３番、決算概要１０８ページ

です。廃棄物広域処理推進事業です。 

 廃棄物を茨木市に搬入する橋梁ですね、

専用道路の整備に関する事業かと思いま

す。令和２年度、確認の意味で取り組み状

況、内容についてお聞かせください。 

 最後、環境センターです。一つです。 

 質問番号２４、決算概要１０８ページで

す。ごみ処理施設維持管理事業です。 

 いつも修繕料を聞いてますけれども、今

回も２億円近く執行されてますので、この

令和２年度の実施内容をですね、お聞かせ

ください。 

 ごみ処理の広域化というのが令和５年

度に控えているというところもあります

ので、いろいろ工夫されているかと思いま

すけれども、そういった意味では、その維

持管理について、どのような取り組みをし

ているのかということも含めてお聞かせ

ください。 

 以上です。 

○香川良平委員長 答弁を求めます。 

 丹羽部参事。 

○丹羽生活環境部参事 それでは、答弁さ

せていただきます。 

 質問番号１番、決算概要５８ページ、自

治活動推進事業に関連いたしまして、地域

活性化事業補助金についてのご質問にお

答えいたします。 

 令和２年度の地域活性化事業補助金を

活用した小学校区地区の連合自治会の事

業は、新型コロナウイルス感染症の影響に

よる事業の中止及び自粛されることによ

り、令和元年度に比べ、事業数及び決算額、

執行率が減少している状況でございます。 

 令和元年度におきましては３１事業、決

算額が７６８万８，５６７円、執行率が８

４．３％であったのに対し、令和２年度は、

１３事業、決算額は２２７万３７９円、執

行率５３．５％となっております。 

 令和２年度に実施されました活性化事

業の内容につきましては、例年行われてお

りました夏祭りやイベント等は自粛され

ておりますが、地域の美化活動、防犯防災

活動などを継続して実施されております。 

 実施に際しましては、新型コロナウイル

ス感染症対策としまして、いずれの事業も

少人数の班編成にて、密を避けて実施され

ているような状況でございます。 

 また、例年は購入のないマスクや消毒液

についても補助金の消耗品を活用して購

入され、感染症対策を行われておりました。 

 続きまして、質問番号２番でございます。 

 決算概要６０ページ、市民活動支援事業

に関連いたしまして、職員研修、「摂津を

もっと面白くする企画づくり」の内容につ

いて、お答えいたします。 
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 行政経営戦略の「市民が元気に活動する

まち」の実現に向け、市民活動が活発なま

ちを目指して、住民とのパートナーシップ

の必要性、協働の担い手と役割について、

研修を通じて学ぶとともに、ワークショッ

プで市民公益活動等を行っている団体と

ともに地域の活動や疑問点を共有し、解決

策などを話し合い、市民公益活動団体と行

政との共同を体感するために実施いたし

ました。 

 令和２年度におきましては、新型コロナ

ウイルス感染症防止対策の観点から、例年

より少人数で開催するために、午前と午後

の２部に分けて実施し、市民公益活動団体、

ＮＰＯ法人、財団法人の方々１２団体と職

員２６名が参加し、開催いたしました。 

 続きまして質問番号３番でございます。 

 決算概要６０ページ、コミュニティセン

ター管理事業に関連いたしまして、コミュ

ニティセンターの講座について、コロナ禍

の実施方法について答弁させていただき

ます。 

 コミュニティセンターの講座の実施に

当たりましては、コロナ禍ではございます

が、感染状況を見ながら感染対策を行い実

施いたしました。 

 しかし、新型コロナウイルス感染症の影

響で、数件の事業は中止、延期の対応を行

ったところでございます。 

 講座開催に際しましては、申し込み時か

ら検温や体調の管理をお願いするととも

に、３密対策を実施して開催する旨の説明

を行い、開催時には、検温、手指消毒を実

施していただき、人と人の距離は少なくて

も１メートル空けるなど、十分な身体的距

離を取るとともに、定期的な換気も行い、

講座を実施したところでございます。 

 また、落語など発声を要する講座につき

ましては、受講者間にパネルの設置や、手

話講座では口の動きが見える必要がある

ためにフェースシールドの飛散防止対策

など行うなど、講座の内容に応じて柔軟に

対応を行い、安心して受講していただける

環境を整え、実施していたところでござい

ます。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 森口市民課長。 

○森口市民課長 そうしましたら、市民課

に係ります、質問番号４番から７番につい

てお答えさせていただきます。 

 まず、質問番号４番、証明書交付等事業

でございます。 

 コンビニ交付システム更新委託料の実

施内容につきましては、コンビニ交付シス

テムの導入から５年が経過したことによ

るシステム更新に係る委託料になりまし

て、今回の更新により、庁舎内に情報シス

テムを保有し、サーバーを運用する形態で

ありますオンプレミスから、サーバーをイ

ンターネット上で保有し運用する形態の

クラウド化に変更をしております。 

 続きまして、証明書交付センターシステ

ム更新委託料の予算現額が３００円にな

っているのはなぜかというご質問ですけ

れども、この委託料と先ほどのコンビニ交

付システム更新委託料については、予算編

成時は詳細スケジュールが不透明であっ

たため、それぞれ別々に予算計上をしてお

りましが、両方ともコンビニ交付システム

に関する委託で、同じ事業者が担い、また、

両方とも工程試験は東京都で行うことが

必須であったため、試験日を合わせること

が可能であることが後に判明し、契約を一

本化したものでございます。 

 そのため、こちらの科目から予算執行す

る必要がなくなり、マイナポイント事業等
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で申請件数が急増した個人番号カード交

付事業の印刷製本費に６万２，７００円を

流用しております。 

 流用後、残額全てを補正予算で減額しま

したが、補正の減額は１，０００円単位で

しか落とせないため、端数の３００円が残

ったものでございます。 

 続きまして質問番号５番、個人番号カー

ド交付事業でございます。 

 マイナンバーカードの状況でございま

すが、令和３年１０月１７日時点で、現在、

摂津市の交付率は、まず交付枚数が３万７，

９８３枚、交付率は４３．８％となってお

ります。 

 ちなみに、大阪府の平均交付率は４０．

２％、全国の平均交付率は３８．４％とな

っております。 

 府内の順位につきましては、摂津市は大

阪府内の市町村の中でも交付率は高い数

値で推移をしております。令和３年１０月

時点において摂津市の交付率４３．８％は、

府内４３市町村の中で６位、市だけに限定

しますと、箕面市についで２位となってお

ります。 

 参考に、トップの田尻町は５５．６％、

市でトップの箕面市は４４．０％で、２位

の摂津市とは０．２ポイント差の僅差とな

っております。 

 続きまして質問番号６番、斎場管理事業

でございます。 

 修繕料の決算額が当初予算よりも大幅

減額になっている理由でございますが、斎

場火葬炉は平成２２年から平成２３年に

かけて実施した全面更新から約１０年が

経過し、当初は令和２年度から５か年をか

けて１号炉から順々に火葬炉耐火材の全

面積替等の修繕工事を実施する予定でご

ざいました。しかし、予期せぬ新型コロナ

ウイルス感染症の蔓延等で、海外からの材

料調達が不透明になるリスクがあったこ

と等も考慮し、保守点検業者と協議を重ね

た結果、例年と同程度の修繕をすれば１年

遅らせることは可能との判断に至り、令和

３年度からの５か年修繕に変更したもの

でございます。 

 当初予算が１，６２０万円ございました

が、その一部につきましては、葬儀会館管

理事業のほうの工事費のほうに流用をし

ております。 

 続きまして質問番号７番、葬儀会館管理

事業でございます。 

 駐車場の工事についての状況でござい

ますけれども、メモリアルホール南側の駐

車場整備工事につきましては、当初はアス

ファルト舗装をメーンとした整備工事を

予定しておりました。しかしながら、利用

者の安全面や利便性を考慮し、アスファル

ト舗装に加えて、夜間照明灯や監視カメラ

の設置、排水整備等を追加して実施したも

のでございます。 

 主な内容は、アスファルト敷き、白線敷

き、車止めブロックの設置、出入口ポール

の設置、フェンスの張り替え、照明灯の設

置、監視カメラの設置、排水整備等でござ

います。  

 残額が発生している理由につきまして

は、先ほども申し上げたとおり、当初の予

定よりも多くの工事を必要としたため、一

部、斎場管理事業の修繕料から予算流用を

いたしました。しかしながら、入札により

そこまでの費用が発生しなかったため、入

札差金が発生したものでございます。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 松本課長。 

○松本文化スポーツ課長 それでは、文化

スポーツ課に係ります、３点のご質問にお
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答えいたします。 

 質問番号８番、東京オリンピック・パラ

リンピック記念事業についてですが、野球

教室開催後に実施いたしました子どもた

ちへのアンケート結果では、回答者全員が

参加して楽しかったという回答であった

ことはもちろんのこと、野球技術の向上だ

けが目的ではなく、一流選手の考え方を知

りたいから参加したという回答が７２％

ございました。 

 また、教室に参加して学んだことについ

て、野球の基礎だけではなく、練習や努力

することの大切さを学んだという回答が、

こちらも７２％ございました。 

 また、保護者へのアンケートにおきまし

ても、野球技術の向上と夢や目標を持つこ

との大切さを学んでほしかったから参加

させたという回答が同率で６６．６％と、

こちらも高い数字となりました。 

 子どもや保護者が期待していた内容と

学んだ内容が合致していたということか

ら満足度が高かったものと推測しており

ます。 

 あと、効果についてのお問いですけれど

も、この野球教室は、様々な点におきまし

て考えること、努力することの大切さを説

かれており、満足度も高かったということ

から、一流選手との触れ合いの中で、何事

にも意欲的に取り組む姿勢を養ったり、健

やかな心を育んだり、徳育につなげていく

という一定の効果はあったものと感じて

おります。 

 続きまして質問番号９番、体育施設維持

管理事業の修繕料についてですけれども、

主立ったもので申し上げますと、故障した

味生体育館のエレベーター改修が１，１７

７万円、味生体育館のトレーニング室の空

調機の改修が１０６万２，６００円、くす

のき公園テニスコートのフェンス修繕が

７３万６，０７８円、柳田テニスコート管

理棟のトイレ改修工事が１２９万７，０８

７円、老朽化した味生体育館の高圧受電設

備修繕工事が２４７万９８５円などとな

ってございます。 

 質問番号１０番、温水プール管理事業の

修繕料についてですけれども、こちらも主

立ったもので申し上げますと、老朽化した

プール循環ろ過機制御盤更新工事が４９

８万５，２００円、幼児プール用の熱交換

器整備工事が２９８万１，０００円、２５

メートルプール用の熱交換器整備が１９

４万１，０６０円、採暖室温度調整用制御

回路設置工事が１９６万９，０００円など

となっております。 

 あと、利用者への影響のお問いについて

ですけれども、修繕につきましては休館日

を利用するなど工夫したことから、利用者

への影響はありませんでした。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 辻局長。 

○辻農業委員会事務局長 それでは、産業

振興課に関わりますご質問のうち、質問番

号１１番、決算概要１１２ページの市民農

園に関わりますご質問にご答弁申し上げ

ます。 

 事務報告書のほうに、私設、つまりわた

くしの市民農園の表記が新たにあるが、そ

の背景はというご質問でございました。 

 こちらのほうにつきましては、平成３０

年の９月に施行されました、都市農地の貸

借の円滑化に関する法律によりまして、生

産緑地の貸借に関する法律上の制約が大

幅に緩和されました。そのことによりまし

て、市や農協以外の方であっても、所有者

から生産緑地を直接借りて市民農園を運

営できるようになり、また、所有者自身が、
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直接、市民農園を運営できるようにもなり

ました。 

 令和２年度につきましては、２件、３，

２８３平米が所有者が運営する私設の市

民農園として新たに開設されております。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 吉田部参事。 

○吉田生活環境部参事 それでは、産業振

興課に係ります、質問番号１２番から１６

番についてお答えさせていただきます。 

 質問番号１２番、ビジネスマッチングフ

ェアの開催についての内容についてでご

ざいますが、ビジネスマッチングフェアは、

摂津市、商工会、北おおさか信用金庫が連

携して実施している事業でございまして、

第１部は講演会、第２部は名刺交換会、交

流会を行ってまいりまして、既に７回目と

なっております。 

 令和２年度は、国立循環器病研究センタ

ーも共催し、コロナ禍での開催ということ

で、オンライン・ビジネスマッチングフェ

アと題してオンラインで実施させていた

だいております。 

 特に第１部の主催者挨拶、講演会は商工

会の会議室でオンライン配信を行いまし

て、６３社の方が配信を視聴いただいてお

りました。 

 また、会議室でも２部のＰＲの関係がご

ざいまして、７社の方が聞いていただいた

ということで、なかなかこういう交流会、

難しい中でも実施できたということは非

常によかったのではないかと思っており

ます。 

 また、第２部は企業商談会と企業紹介プ

レゼンテーションの実施を行っておりま

す。 

 続きまして質問番号１３番、創業支援相

談の件数が、令和２年度が２８件の相談で、

創業者８件、令和元年度が７件で、創業者

ゼロ件であったが、その増加の理由という

ことでございますが、創業相談支援の相談

の実績でございますが、平成２７年度から

平成３０年度、４年間で大体２８．５件の

平均的な相談件数となっておりまして、創

業者も８．７５件ということで、令和２年

度が一般的ではなかったのかと思ってお

ります。 

 令和元年度が落ち込んだ事情というか

ですね、創業相談の業種は、非常にバラエ

ティーに富んでおりまして、令和元年度で

したら学習塾や卸売、飲食店ということで、

特に何か令和元年度だけの特徴というこ

とは見つかっておりませんで、例えば令和

２年度でしたら飲食店や鉄道車両の整備、

配食サービスやカフェなんかもございま

して、この令和２年度なんかはコロナ禍で

はございますが、飲食業の創業もございま

して、その相談の内容をもう少し詳しく見

させていただきますと、やはり創業はすぐ

に思い立ってできるものではございませ

んで、やはり何年もかけて計画されている

方がほとんどでございます。 

 例えば５年後にしようとかということ

で、少しずつやっていくタイミングで創業

されておられて、コロナ禍でありましたら

影響を受けて半年ずらされたとかいうこ

ととか、あと、自分が想定しているところ

に物件が見つかったので、なかなか厳しい

状況だけども開業をされたりとか、あと、

中には子育てを一定終わられたタイミン

グとかということで、様々なご事情がござ

いまして、なかなか年度をまたいで見させ

ていただいたんですけど、令和元年度の理

由というのが十分判明できなかったかと

思っております。 

 ただ、周知の関係もあるのかということ
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で、改めて周知もさせていただきまして、

創業の相談の支援に努めてまいりたいと

考えておる状況でございます。 

 続きまして質問番号１４番、新型コロナ

ウイルス感染症対策の小規模事業者等激

励金の事業の効果とか反響でございます

が、ちょうど、その事業を行った時期でご

ざいますが、令和２年４月７日からですね、

３０日間、大阪府に緊急事態宣言が発令さ

れたということで、非常に大きな衝撃がご

ざいまして、その宣言によって要請とか外

出自粛なんかがされまして、一般消費者の

方が対象であります飲食店や小売店に非

常に大きな影響が見られました。 

 その中で、小規模な事業者の継続が難し

い店舗も中で見られたと感じておりまし

た。 

 そういう状況から、複数の議員団から要

望をいただいたり、また、中小企業支援の

一つでありますセーフティーネット保障

の申請件数が急増いたしました。 

 市内の事業所の方からも、非常に急激な

売り上げの減少というお声を多く頂いた

ということもございまして、本市といたし

ましては、直接的、最大限の支援をスピー

ド感を持って行う必要がありました。 

 やはり給付にするべきではないかとい

う判断で、この小規模事業者向けの給付制

度を市独自で４月２３日に開催した臨時

議会で即決で議決いただき、４月２３日か

ら６月末まで申請のほうを受け付けさせ

ていただきました。 

 一番早い方でしたら、５月８日には振り

込みをさせていただいておりまして、やは

りできるだけ早く振り込むということで、

５月には２３８件、６月には３４４件、７

月には１０５件で、７月末までに７０１件

のうちの９８％の振り込みを終了させて

いただいております。 

 こういう形で素早くできたということ

で、国や府の制度よりも早く実施でき、飲

食店の方などからは、非常に売り上げが落

ち込んでいた時期、４月から６月の間に給

付をしていただいたということで、喜んで

いただくお声をたくさん頂いております。 

 また、本市の制度を参考に、近隣市もこ

れに似た事業をしていただいたというこ

とで、非常に有効な事業であったのではな

いかと考えておる状況でございます。 

 引き続きまして質問番号１５番、スクラ

ッチカード発行事業について、令和２年度

の取り組み状況についてお答えさせてい

ただきます。 

 令和２年度のスクラッチカード発行事

業の期間ではございますが、１１月１日か

ら１２月１０日の歳末商戦の時期を想定

させていただいております。 

 また、ちょうど新型コロナウイルスの感

染状況が少しずつふえてきて売り上げが

落ちている時期でございましたので、タイ

ミング的には非常によかったのではない

かと思っております。 

 ５００円の買い物ごとにスクラッチカ

ードをお渡しするんですけれども、当選券、

３００円券と１，０００円券の当たり券が

好評でしたので、その方法を実施させてい

ただきまして、コロナ対策ということで、

当選の確率も、例年２０％から、倍の４

０％ということでさせていただいており

ます。 

 その当選確率が上がっているというこ

とで、換金率も非常に多く、例年よりは１

０％近く上がっているということで、多く

の方が再び来店いただいたのではないか

と考えております。 

 また、店舗数は少し減っているぐらいで
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したので、店舗割でいうと、実質、倍ぐら

い、例年よりもこのスクラッチの効果が１

店舗ごとにあったのではないかというこ

とで、事業所の方にとってこのスクラッチ

カード、令和２年度なんですけれども、結

果的にはコロナ禍で売り上げが落ち込ん

だ、また、夏ぐらいまでは少しよかったん

ですけど、その後、冬場に向けてコロナ感

染が流行しましたので落ち込んだという

ことで、非常に何とかいいタイミングでし

ていただいたというようなお声を頂いて

おりまして、非常に効果はあったのではな

いかなと思います。特に当選確率を倍にさ

せていただいたことで助かったというよ

うなお声を直接、お店から頂いておる状況

でございます。 

 店舗数は少し減少しておりますが、１７

９店舗がご参加いただいた状況でござい

ます。 

 続きまして質問番号１６番、テイクアウ

ト・デリバリーに係る事業で、令和２年度

の取り組み状況でございますが、テイクア

ウト・デリバリー、令和２年度に関しまし

ては５６件ということで、令和３年度も実

施しておりまして、トータル７１件、９月

末まで７１件の申請をいただいておりま

す。 

 特に令和２年度に関しましては、毎月、

自治会の回覧ということで、まず、お店の

周知をさせていただくということに力を

注ぎまして、結果的には、連続５か月間、

５回、自治会の回覧のほうを、了解いただ

いたテイクアウト・デリバリーの対象店に

関して周知させていただいております。 

 また、計画しておりました全戸配布を安

威川以南と安威川以北という形で分けさ

せていただいて、カラー刷りの分でですね、

ご了解いただいた店舗、５２店舗に関しま

して周知チラシを配布させていただきま

して、非常に、特に市民の方からお声を頂

いて、こんな近くにテイクアウトできるよ

うなお店があったのかというようなお声

もいただきまして、非常によかったのでは

ないかと思っております。 

 ただ、少し想定よりはテイクアウト・デ

リバリーの事業自体が、もともと店内で食

べていただく飲食から比べると、利益率が

低いということで、想定以上に実施してい

ただいている事業者が少なかったという

こともございますが、周知に力を入れるこ

とで、新たな取り組みをさせていただいて

いるテイクアウト・デリバリーの業種にと

っては非常に助かったというようなお声

を頂いている状況でございます。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 山本課長。 

○山本環境政策課長 環境政策課に関し

ます、三つのご質問にお答えをいたします。 

 まず、飼い犬への注射率の関係でござい

ます。少し経年の数字を報告させていただ

きます。注射比率につきましては、平成２

９年度５９．４％、平成３０年度６３．３％、

令和元年度６５．４％、令和２年度は６２．

９％、年々増加をいたしておりましたが、

やはりコロナ禍の関係で、令和２年度、集

合注射が１日しか実施できなかったとい

うことが減の大きな要因になっているの

ではないかというふうに分析をいたして

おります。 

 ちなみに、今年１０月時点、令和３年度

の数字でございますけども、１０月末現在

で６３％ということで、令和２年度を上回

っているという状況でございます。 

 注射率の向上の取り組みでございます。

一部マナー向上の取り組みも含まれてお

りますけれども、まず３月に一斉に注射の
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ご案内を郵送でお送りをいたしておりま

す。８月になりまして、未接種の方につき

まして再度勧奨をさせていただいており

ます。 

 ８月と翌年の３月に、所有者不明と思わ

れる犬につきまして再度案内をいたして

おるというようなことでございます。 

 それと、広報の関係でございますけども、

広報誌にも掲載をさせていただいている

ということでございます。 

 あと、未接種のうち、年齢の高い犬につ

きまして、生存の確認もいたしております。

年齢を年々引き下げておりまして、平成３

０年度は２０歳以上、令和元年度は１８歳

以上、令和２年度は１６歳以上というよう

な関係でご案内をいたしております。 

 ちなみに令和３年度につきましては、１

４歳以上でございます。その年齢を超えて

いる飼い犬に対して生存の調査を実施し

ているということで、令和２年度は１６歳

を超える飼い犬に対して生存確認をいた

しております。令和３年度は１４歳という

ことで、年齢を少し引き下げてご案内をい

たしております 

 それと、自治会の回覧を１０月と３月の

年２回、実施いたしております。 

 集合注射につきましては、令和２年度か

ら１年間、１日増加する予定でございまし

たが、コロナ禍の関係で未実施ということ

で、令和３年度は令和元年度より１日ふや

すような形で集合注射を実施していると

いうような状況でございます。 

 続きまして、質問番号１８番の水準測量

の関係でございます。 

 ＪＲ東海の鳥飼基地におきまして地下

水をくみ上げておられるということで、そ

れ以後、市内８か所において水準測量を実

施しているという状況でございます。 

 ＪＲ東海のほうは、１日７４５立方メー

トルを超えない範囲でくみ上げを行って

いるということで、同会社のホームページ

も、くみ上げ量も公表しておられます。１

日平均に直しますと、その数値を下回って

いるというふうな状況でございます。 

 水準測量の結果でございますが、令和２

年度の結果につきましては、８か所を実施

いたしましたが、７か所については、地盤

沈下の逆で上昇していると。１か所が若干

沈下してるというような状況でございま

す。 

 地盤沈下につきましては、国が１年間に

２センチを超えるという場合は注視をし

なければいけないというようなご案内が

出ておりますけども、本市は１年間に２セ

ンチを下回る、沈下してるというような状

況はございませんので、今後とも水準測量

等々におきまして、注視をしていきたいと

いうふうに考えております。 

 ３点目の、予算、決算額の関係ですが、

毎年、指名競争入札で財政課のほうに入札

を依頼をいたしております。 

 令和元年度の契約額が１９８万円、令和

２年度は２７５万円ということで、ふえて

はおりますけども、平成３０年度は３０２

万４，０００円、令和３年度は３０８万円

ということで、金額の上下につきましては、

入札結果でございますので、なかなか分析

はできないんですけども、令和元年度が例

年に比べますと、少しお安い形で契約でき

たのかなというふうに認識をいたしてお

ります。 

 質問番号の１９番の地球温暖化関係で

ございます。 

 温暖化対策事業ということで、ご質問が

ございました。決算額が６１１万３，５５

８円ということになっております。経常的
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に実施いたしておりますのが、グリーンカ

ーテンコンテストの関係でございますと

か、イーライフ講座、雨水タンクの設置の

補助金等々、経常的に実施をいたしており

ます。 

 令和２年度の新規といたしまして、予算

がございます。事業の中で一番大きな決算

額になっております。温暖化対策地域計画

の策定業務委託ということで、令和２年度

に完成をするということで予定をいたし

ておりましたが、委員各位もご存じかと思

います。国が２０３０年度削減目標を当初

２０１３年度比で２６％ということで事

を進めておられました。昨年の秋だったと

思います、菅総理が２０５０年度、カーボ

ンニュートラルということで、削減と言い

ますか、実質排出量ゼロということで、国

のほうが、動きがございました。その発言

を受けまして、当初、国が２０３０年度に

予算年度比２６％減ということで、本市の

削減予定を３０％で予定をしようという

ことで、計画しておりましたが、２０５０

年度、このカーボンニュートラルという発

言を受けられて、当然２０３０年度の削減

率も変わるであろうという予測のもとで、

計画のほうを１年間延長させていただき、

令和３年度達成に向けて、今、準備を進め

ているところでございます。 

 国におかれましては、先月ですね、１０

月２２日だったと思います。閣議決定をさ

れて、国の計画を一応、決定をされました。

２０１３年度比４６％削減ということで、

その計画にもうたっております。まだ具体

的な事業等々、まだ精査できてないところ

がございますけども、国の動き、また大阪

府の動きも注視しながら、今年度末には本

市の地域計画を策定していきたいという

ふうに考えておりますので、よろしくお願

いいたします。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 安田部参事。 

○安田生活環境部参事 それでは、環境業

務課に係ります４点のご質問にお答えさ

せていただきます。 

 まず、質問番号２０番、ごみ減量対策事

業の中で、剪定の枝葉の処理量について、

前年度から大きく減ったというお問いで

ございます。 

 植木等の剪定をされた枝葉につきまし

ては、リサイクルプラザ内で受け入れを行

いまして、ペットボトルや瓶の選別作業の

終了後や作業などの合間にですね、木材の

チップ化や腐葉土づくりを行っていると

ころでございますが、令和２年度は前年度

のペットボトル圧縮梱包機の機器更新に

より、敷地内に一時保管しておりました大

量のペットボトル、これの搬出作業を、重

点的に行う必要がありましたことから、環

境センターのほうと受け入れ量の調整を

行わせていただいたことで、減となったも

のでございます。 

 続きまして、質問番号２１番、リサイク

ルプラザ整備事業の修繕の内容と不具合

が生じているものはないかというお問い

でございます。 

 まず、令和２年度の修繕の内容でござい

ますが、ストックヤードの設備関係では、

空調機の修繕、照明器具の交換、空き缶プ

レス機の部品交換、こういったところでご

ざいます。 

 また、施設の関係では、計量室のドアク

ローザーの取り替えを行っております。 

 委員のおっしゃっておられます空き缶

プレス機でございますが、老朽部品の交換

時に合わせまして、動作状況のチェック、

また今後の要改修部分についてのヒアリ
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ング等を随時行っているところでござい

ます。 

 現時点では、動作の異常は見られない状

況ではございますが、今後、基盤部分等の

交換はしたほうがよいのではないかとい

うご提案もいただいております。 

 続きまして、質問番号２２番、ごみ収集

処理事業でございます。 

 蛍光管の運搬委託について、令和２年度

の決算に載っていないという理由でござ

います。 

 蛍光管を含みます水銀の使用製品につ

きましては、加入しております全国都市清

掃会議で、広域回収処理計画のもと、リサ

イクルの処理、運搬、最終処分についての

流れが構築されております。 

 予算科目につきましては、水銀の分別を

開始しました平成３０年度と令和元年度

まで、別枠予算で運搬の委託を組ませてい

ただいておりましたが、令和２年度から水

銀使用製品の廃棄物運搬処理委託料とし

て、一本化させていただいたものでござい

まして、処理の変更等ではなく、予算組み

の整理をさせていただいたものでござい

ます。 

 続きまして、質問番号２３番、廃棄物広

域処理推進事業でございます。 

 令和２年度の広域処理の取り組みでご

ざいますが、引き続き令和５年度の広域処

理開始に向けまして、茨木市と調整を行っ

ているところでございますが、主に令和２

年度は本市のリサイクルプラザから茨木

市環境衛生センターにつなげる橋梁設計

ですね、こういったことに関する調整、ま

た令和５年度から、搬入するごみの品目、

こういったことについて調整を進めてき

たところでございます。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 三浦環境センター長。 

○三浦環境センター長 それでは、質問番

号２４番、ごみ処理施設維持管理事業の修

繕料に係るご質問にお答えいたします。 

 令和２年度における環境センターの修

繕のうち、３号炉の定期点検整備が５，８

８５万円、４号炉の定期点検整備が６，９

３０万円で、定期点検整備だけで修繕料の

６４％を占めております。 

 そのほか、主な修繕整備といたしまして

は、灰出しコンベアやダストコンベアなど

のコンベア関係の修繕整備に１，３８６万

６，８７５円、クレーン関係の修繕整備に

５３５万７，２２０円、主要な空気圧縮機

の整備に４９９万９，５００円、焼却炉用

ポンプの整備に４５４万３，０００円など

となっております。これらの設備の修繕整

備につきましては、令和５年度からのごみ

処理の広域化を見据え、予防保全として、

必要最低限の修繕整備を含んでおります。 

 また、ボイラーの故障やごみ投入ホッパ

ーの破損など、トラブルや故障が発生しま

したが、その都度、補修や修繕を行い、焼

却炉の安定稼働に努めております。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 光好委員。 

○光好博幸委員 ありがとうございまし

た。 

 それでは、２回目の質問に入りたいと思

います。 

 まず、質問番号１番目、自治活動推進事

業について、お聞かせいただきました。 

 自治活動推進事業、執行率で見てますと、

例年より低くなっております。 

 そういった中、自治会の活動が気になる

状況でございますので、加入率ですね、あ

とコロナ禍でどのような活動をされてい

るのかというところで、先ほどご答弁あっ
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たかもしれませんが、活動状況についても、

併せてお聞かせいただきたいと思います。 

 質問番号２番目、市民活動支援事業です。 

 職員研修についてお聞かせいただきま

した。人事課と共同実施されてるというと

ころで、ご答弁にもあったかもしれません

けど、市民活動団体関係者１２名が参加さ

れています。 

 鳥飼まちづくりのプロジェクト等々、い

ろんなところでそういった議論なされて

ると思いますけども、確認の意味で、ここ

で出たアイデアとか、アウトプットなど、

活用されていましたら、お聞かせください。 

 質問番号３番目、コミュニティセンター

管理事業です。 

 コミュニティセンターの主要事業とか

講座の開催について、お聞かせいただきま

した。 

 講座のところだったと思いますけれど

も、シニアのための男磨き体操っていうの

が突出して９回実施され、参加者が８６人。 

 また、楽しく遊ぶ手話体操ですね、これ

も１０回、参加者が５９人というところで、

この二つだけ実施回数も多い。連続開催を

された狙いについて、お聞かせいただけた

らと思います。 

 続きまして、質問番号４番目、証明書交

付等のコンビニ交付の委託料と不自然な

数字ですね、についてお聞かせいただきま

して、契約を一本化されたというところで

端数が出たということのご答弁だったと

思います。 

 このコンビニ交付ですけども、事務報告

書１１３ページを確認しますと、大幅にふ

えてる状況でございます。この理由をどう

捉えられてるかということと、一方で、証

明書の交付で窓口の件数、若干それも減っ

てるというふうにお見受けしましたんで、

その辺りですね、コンビニ交付がふえた分

の窓口交付にどんな影響が出てたのかと

いうことも併せてお聞かせいただけたら

と思います。 

 続きまして、質問番号５番目、個人番号

カード交付事業です。 

 令和２年度の状況と交付率ですね、お聞

かせいただきまして、本来、市だけに行く

と、前年は３位やったと認識してますけど、

２位になってるというところと、１位とす

ごく競ってると言いますか、非常に高い状

況を維持されてるということを理解いた

しました。 

 この交付状況を見ていますと、令和元年

の３倍程度に交付率が伸びています。これ

も私の認識では、マイナポイントの関係も

あろうかと思うんですけれども、改めてそ

の要因についてということと、あと市民窓

口ですね、大変混雑していたように見えま

して、数時間も待たれてる方がおられたと

思いますんで、その辺り、混乱などなかっ

たのかどうか、お聞かせいただきたいと思

います。 

 続きまして、質問番号６番目、斎場管理

です。 

 修繕内容と残額の理由について、お聞か

せいただきました。 

 火葬炉の修繕を１年延ばしたというと

ころでございます。 

 たしか、令和３年度の予算の際には、今

お聞かせいただいてますけど、火葬炉を３

炉やってトータル１億円、５年かけて１億

円ですかね、っていうふうにお聞きしてま

すけれども、令和２年度に見送ってるとい

うところで行きますと、１年たつとやっぱ

り設備の状況も変わると思うので、そうい

った意味では、この今まで立ててた計画で

あったりとか、そういったところに影響が



- 19 - 

 

ないのか、変更があるのかというところを

お聞かせいただきたいと思います。 

 続きまして、質問番号７番目、葬儀会館

の管理運営です。 

 葬儀会館駐車場の整備等々について、お

聞かせいただきました。アスファルト化に

加えて、防犯灯、防犯カメラをつけられた

ということ、あと水はけ等々も考慮したと

いうことで、市民ニーズに応えられてるん

じゃないかなというふうに思いますし、私

のほうにも、滑りやすくて怖いっていう話

も聞いてましたんで、そういった意味では、

喜ばれているという言い方は、いいかどう

か、分かりませんけれども、効果があった

んではないかなというふうに思います。 

 確認の意味で、工事期間の際ですね、立

体駐車場を使うというふうにお聞きして

いたんですけども、ここでもですね、通常

どおり運用できたのか、あるいは混乱等な

かったのかというのを参考程度にお聞か

せください。 

 続きまして、質問番号８です。東京オリ

ンピック・パラリンピック記念事業です。 

 アンケート結果とか、効果について、お

聞かせいただきました。 

 非常に子どもたち、あるいは保護者から

もすごく好評であったというふうに受け

止めました。ご苦労さまでございました。

本当に子どもたちにとってですね、本当に

本物を身近に体験するということは、非常

に貴重な体験だと思いますし、またこうい

った取り組みはですね、スポーツ人口の拡

大とか、あるいはスポーツを始めるきっか

けづくりになったんではないかなという

ふうに改めて思います。スポーツを通じた

健康増進の意識づけにもなるかと考えま

すので、なかなかコロナ禍でね、厳しい、

難しいところもあるかもしれませんけど

も、落ち着いてきているということもあり

ますので、引き続きこういった観点で取り

組んでいただければなというふうに、次の

展開も期待しておりますので、よろしくお

願いいたします。これはもう要望としとき

ます。 

 続きまして、質問番号９番目です。体育

施設維持管理事業についてでございます。 

 修繕内容について、お聞かせいただきま

した。おおむね理解いたしました。 

 ところで、昨年の決算審査に係る委員会

の際にですね、一つ、青少年運動広場のこ

とを取り上げたと思います。 

 細かい話になるかもしれませんけど、雨

上がりの水はけについて、市民の方から、

お声もありまして、ぐちゅぐちゅで使えな

いようなところ、せっかくきれいに整備さ

れているのに、そういったとこもございま

して、何か取り組んでいただけませんかと

いうふうに、申し上げたと思うんですけど

も、もし何か対応されていましたら、ご紹

介いただければというふうに思います。 

 続きまして、質問番号１０番目、温水プ

ール事業です。 

 修繕内容と利用者の影響というところ

でいくと、特に利用者への影響はなかった

というふうにお聞きしたかと思います。 

 この温水プールですね、シンコースポー

ツ大阪株式会社に指定管理されているか

と思いますけれども、きょう配られていま

した、指定管理者の評価シート、見てたん

ですけども、全体評価でＡというところで、

非常によくやられてると言うか、市民サー

ビスに努められているんじゃないかなと

いうふうに、捉えています。コロナ禍にお

いてですね、シンコースポーツ大阪株式会

社も工夫されてると思いますけども、工夫

された点、もしありましたらご紹介いただ
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きたいと思います。 

 質問番号１１です。市民農園の設置事業

です。 

 令和２年度、施設追加に至った背景をお

聞かせいただきました。法律上の制約が大

幅に緩和されたことによるものであると

いうふうにお聞かせいただいたと思いま

す。 

 事業報告書を見てても、よく分からない

点があったんです。私設と公設の違いです

ね、先ほどお聞かせいただいたと思います

けど、例えばメリット・デメリットついて、

お聞かせいただければというふうに思い

ます。 

 続きまして、質問番号１２番目です。中

小企業の育成についてです。 

 ビジネスマッチングフェアの取り組み

について、お聞かせいただきました。ご丁

寧に答弁いただきましたけれども、ビジネ

スマッチングというところでいきますと、

リモートで名刺交換をやって、ビジネスマ

ッチングにつなげられてたと思うんです。

起業商談会、あるいはプレゼンテーション

については、どのように取り組んだのか。

いわゆる名刺交換をリモートでやって、ビ

ジネスマッチングにつなげていかなあか

んと思うので、そういったところでの内容

を、もし進め方などが工夫されたのであれ

ば、お聞かせください。 

 質問番号１３番目です。創業支援事業で

す。 

 創業、相談件数がふえてることについて、

お聞かせいただきました。結局、急激にふ

えたわけではなくて、令和元年度が異常値

を示してたというふうに理解いたしまし

た。 

相談に来られた方があまり認識されて

へんっていうのが気になるようなご答弁

があったかと思うんですけども、そういっ

た意味では、商工会との連携について、こ

の１年どのように取り組まれたのかとい

うことを、お聞かせいただきたいと思いま

す。 

 続きまして、質問番号１４番についてで

す。 

 効果などについてお聞かせいただきま

して、非常にスピーディーに振り込まれた

ということでございました。給付型という

ところでいきますと、倒産の危機を回避で

きた中小企業と言うか、小規模事業者もあ

ったんじゃないかなというふうに、受け止

めました。 

 現在、コロナ禍が落ち着いてるかと思い

ますけども、第６波がいつ来るか、分から

ない状況というところもありますし、よく

市長もかゆいとこに手の届くというふう

におっしゃってるかと思いますけども、本

市独自のね、対策とか対応、これからもで

すね、状況に応じて、考案していただきた

いと思いますし、やっぱり困っておられる

方に手を差し伸べるというところをポイ

ントとして、これからも展開していただけ

たらと思います。これはもう要望としとき

ます。 

 続きまして、質問番号１５です。スクラ

ッチカード発行事業です。 

 これも丁寧にご答弁いただきまして、２

回目、実はコロナ禍やからでこそ生み出し

た効果とか、聞こうと思ったんですけど、

全部、答えていただきましたんで、もう要

望にしときます。 

 参加店舗者数が減ってるというところ

で、なかなかコロナ禍で難しいとこもある

かと思いますけれども、非常に好評を得て

ると、私は感じておりますので、小売店の

活性化につながっていると思いますんで、
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引き続きお願いしたいというふうに思い

ますし、やっぱり市内の方がね、楽しく参

加できて、なおかつ市内でうまく還元でき

ると言うかね、そういった仕組みがやっぱ

り必要、有効だと思いますので、ぜひこれ

からも工夫していただいて、取り組んでい

ただければというふうに思います。もうこ

れは要望としときます。 

 続きまして、質問番号１６番、新型コロ

ナウイルス感染症にかかるテイクアウ

ト・デリバリーについての導入補助事業の

実績でございます。 

 やっぱり執行率が非常に低かったって

僕は思ってまして、テイクアウト・デリバ

リーをされる方のみに対する補助事業で、

それに特化したような形だったために申

請が難しかったんじゃないかなというふ

うに、私は受け止めています。 

 以前紹介しましたが、東京都ではですね、

飲食店をやられてる中でテイクアウトと

か宅配とか、あるいは移動販売、新たにす

るというところにおいて、経費の５分の４

を最大で出すという、非常に間口が広いと

言いますかね、そういったことをされてる

んです。 

 先ほども言いましたけども、また第６波

もあるかもしれませんし、今回せっかくこ

ういう補助制度と言うか、事業を展開され

てる中で、なかなか利用者が少なかったと

いうこともありますんで、第６波があった

際にはね、工夫していただくとか、もっと

間口を広げると言うか、柔軟に対応いただ

ければというふうに思いますので、これも

要望としておきます。よろしくお願いいた

します。 

 それと、質問番号１７です。飼い犬の狂

犬病の接種率等々、お聞かせいただきまし

た。 

 これも実は２回目、コロナ禍においての

工夫とか聞こうと思ったんですけど、随分

お答えいただいたので、全部理解しました。

もうこれも要望とします。 

 もう現在ね、狂犬病というふうにいくと、

日本では一切ないというふうに捉えてお

りますけど、万一のね、侵入に備えるとい

うことが重要かというふうに思いますの

で、接種率のほうも依然高い水準を維持さ

れていますので、引き続き取り組んでいた

だきますようにということで、要望としと

きます。この質問も終わらせてもらいます。 

 続きまして、質問番号１８番です。環境

測定調査等、いわゆる地盤沈下の測量です。 

 結局のところ、大きな変動がない。国が

示す２センチ以内であったというところ

で、理解いたしました。 

 私は委員会で話を出させていただいて

て、資料も頂いてるんですけど、それやっ

ぱり見てると、精度っていうとこで行くと、

おおむね１００メートルで３センチのと

ころの変動しか出ない。私はだから連続監

視と定期検査の両方で、しっかりと管理す

るというふうに思うんです。よく考えると、

干渉ＳＡＲの制度に問題があるっておか

しいですけど、連続プラス定期っていうの

は、なかなか難しいのかなというふうには、

実は感じています。 

 そういった意味では、しっかりと干渉Ｓ

ＡＲも確認しつつですね、やはりこの定期

的な年に１回の測定っていうのも有効だ

と思いますので、しっかりとこれも状況管

理、状況把握に努めていただきますようお

願いいたします。これも要望としときます。 

 続きまして、質問番号１９です。温暖化

対策事業というところでの地球温暖化対

策事業の計画を中心にお聞かせいただき

ました。 
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 国のカーボンニュートラルの計画と言

いますか、方針が変わったことによって、

令和３年度に１年延期し、取り組みの途中

やということで、理解しました。具体的な

ことはこれからということで認識してい

ます。 

 これも視点を変えますけど、同じ事業の

ところでですね、環境美化ボランティアの

記載があったんです。以前も聞かせてもら

っていますけども、そういった環境美化と

いう取り組みを個人的にもいろいろ進め

ていることもありまして、令和２年度の活

動内容、通常どおりかもしれませんけれど

も、登録者数がどれぐらい伸びてるかとい

うのを確認させていただきたいと思いま

す。 

 質問番号２０番です。ごみ減量対策事業

です。 

 剪定した枝葉の処理が減ってるという

ところの理由を聞かせていただきまして、

機械の故障と言うか、更新に関わるとこと

いうことで、お聞かせいただきました。 

 剪定した枝葉のごみの受け入れができ

なかったということなんですけれども、そ

れがどういうふうに周知されてたのかな

と思います。施設に行って初めて知ったと

言うか、持って行ったけど処理してくれへ

んかったっていうふうなお声を、聞いてま

して、どういったふうに周知されたのかと

いうことと、あと現状ですね、お聞かせい

ただきたいというふうに思います。 

 質問番号２１です。リサイクルプラザ整

備事業です。 

 修繕料と老朽化のトラブル等々につい

て、お聞かせいただきました。今、問題な

いというところだったと思いますけれど

も、先ほど来から言ってますように、ペッ

トボトル圧縮機、潰れたということの影響

で剪定した枝葉のごみが受けられへんか

ったということも陥っていますんで、何度

も申し上げてますけど、トラブルが起こっ

てから対応するんじゃなくて、やはり停止

リスクということもにらみながらやって

いただきたいと思いますので、引き続き管

理する機器っていうのは限られてるかも

しれませんけど、効率的な設備の管理とい

うのも念頭に置いて取り組んでいただき

たいと思います。もうこれは要望としてお

きます。 

 続きまして、質問番号２２です。ごみ処

理収集事業です。 

 蛍光灯管等のところで行きますと、要は

一本化したというところで、特に内容は変

わりないというふうに理解しました。 

 視点を変えて聞きますけども、令和２年

度、一般廃棄物処理基本計画をつくられた

と思います。その中身を聞いたほうがいい

のかもしれませんけど、一方で、前から言

ってますように、災害廃棄物の処理計画と

いうところの進捗が気になっておりまし

て、前年度はですね、初期フローを完成さ

せたというところで、なかなか同時並行的

に取り組むっていうのは難しいかとは思

いますけれども、災害廃棄物ですね、処理

のほうの取り組み状況、お聞かせいただき

たいのと、府内の状況もお聞かせいただい

てたと思いますので、併せて、もし情報が

あれば、お聞かせいただきたいと思います。 

 質問番号２３番目です。廃棄物広域処理

推進事業というところの令和２年度の取

り組み、お聞かせいただきました。設計

等々とごみの品目も整理されてるという

ところです。 

 予算概要を見ていますと、広域処理の施

設負担金の執行率が低かったんです。負担

金ということで、茨木市側の問題かとは思
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うんですけども、特に工事の進捗が遅れて

るとか、何かこう課題みたいなんが見つか

っているのかというのが、もし情報を持っ

ていればお聞かせいただきたいと思いま

す。 

 質問番号２４、ごみ処理施設の維持管理

事業。もうこれも要望としておきますけれ

ども、令和５年度に控えた維持管理方法

等々について、お聞かせいただきましたけ

ども、やはりコストミニマムというところ

で、いろいろと工夫されて維持管理されて

るように思います。 

 やっぱりそういった中でも、やっぱり安

定稼働というのがベースになろうかとい

うふうに思いますので、これから令和５年

にかけて、遅れはないというふうには思っ

てるんですけれども、いろいろ知恵を出し

ながら、対応いただければというふうに考

えておりますんで、これも引き続きよろし

くお願いします。 

 以上です。 

○香川良平委員長 答弁を求めます。 

 丹羽部参事。 

○丹羽生活環境部参事 それでは、質問番

号１番でございます。 

 決算概要５８ページ、自治活動推進事業

に関連いたしまして、自治会の加入率及び

コロナ禍での自治会の活動について、ご答

弁させていただきます。 

 人口減少や高齢化の進展、地域に対する

意識の変化等により、自治会、町会加入世

帯は、年々減少傾向にございます。 

 加入率につきましては、令和２年度は４

９．９％でございました。 

 参考までに、令和３年度は４７．７％と

なっております。 

 コロナ禍での自治会の活動状況でござ

いますが、コロナ以前から継続して実施し

てこられました防犯及び美化活動等は少

人数の編成で実施しておられ、定期的な会

議におきましては、書面開催とするほか、

会場を広い場所に変更して行うなど、密を

避けて事業を実施されております。 

 また、ＳＮＳを活用した取り組みも進め

られております。今まで紙での回覧とは別

に、ＬＩＮＥでの情報提供を図られたり、

リモートでのイベント開催を検討されて

いる自治会もございます。 

 また、自治会から自治会員への支援とい

たしまして、マスクの配布でございますと

か、見舞金の支給を行われた自治会もござ

います。 

 また、自治会費を見直し、会員の負担軽

減を図られていた自治会もございました。 

 続きまして、質問番号２番、概要６０ペ

ージ、市民活動支援事業に関連いたしまし

て、職員研修の結果のアウトプット、活用

についてというご質問でございます。 

 本研修につきましては、先ほどもお伝え

させていただいておりますが、市民公益活

動団体と行政との協働を体感する、一緒に

ワークショップ等を行って、まず知り合う

というところから進めておりまして、その

目的は一定達成されてるかなというふう

に思っております。 

 具体的な研修内容につきましては、事前

に第１部として、協働とはということを講

師から説明させていただきまして、参加者

のほうで協働について共有させていただ

いております。 

 さらに、体感、協働を進めるためにです

ね、第２部ではワークショップのほうを開

催させていただいておりまして、ワークシ

ョップに際しましては、事前に参加者から

本市の課題について取っておりまして、そ

れをテーマに話し合っていただいたとこ
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ろでございます。 

 この話し合っていただいたワークショ

ップの結果についてですね、先ほど委員の

ほうからもありましたけれども、やはり職

員と市民のほうが一緒に協働して考えて

る結果でございますので、現在は情報共有

されておりませんが、今後このような研修

で、ワークショップで施策等の結果が出ま

したら、職員に情報共有できるように、検

討して、進めてまいりたいというふうに考

えてるところでございます。 

 続きまして、質問番号３番でございます。

コミュニティセンター管理事業に関連い

たしまして、実施回数が多い講座について、

お答えさせていただきます。 

 シニアのための男磨き体操につきまし

ては、別府コミュニティセンターの利用者

が少ない高齢男性の方をターゲットに企

画いたしたところでございます。 

 講座の内容につきましては、コロナ禍で

運動量が減り、体力低下を防ぐために、

日々の生活を楽しみながら、無理なく健康

的に筋力アップを目指して、正しいトレー

ニング法を学んでいただき、体操をしてい

ただいておりました。 

 また、楽しく学ぶ手話講座につきまして

は、手話の基礎を学習し、ボランティア活

動など、社会貢献に役立てていただくきっ

かけづくりとして企画したところでござ

います。 

 両講座ともですね、連続講座にすること

によって、参加者のコミュニティを形成し、

クラブ化を図れるよう、連続して実施した

ものでございます。 

 シニアのための男磨き体操につきまし

ては、講座終了後もクラブ化され、継続し

て活動をされているところでございます。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 森口課長。 

○森口市民課長 そうしましたら、市民課

に係ります２回目の質問にお答えさせて

いただきます。 

 まず、質問番号４番、証明書交付等事業

でございます。 

 コンビニ交付が増加している理由が何

かという点と、その分、窓口交付にどのよ

うな影響が出ているかという点でござい

ます。コンビニ交付の増加要因としまして

は、まずコンビニ交付をするための要件と

して、マイナンバーカードが必要となりま

すが、令和２年度はマイナポイント事業の

影響で、マイナンバーカード普及が一気に

伸びたことが挙げられます。マイナンバー

カードの普及率の増加、いわゆる分母が伸

びたことによって、コンビニ交付を利用す

る方も必然的に増加したものと思われま

す。 

 また、マイナンバーカードが普及したこ

とによって、カード交付の際に窓口で行っ

ている周知もあり、コンビニで住民票等の

交付が可能であるとの認知率も上がって

きたものと推測をされます。コンビニ交付

率が上がることで、従来は市役所窓口に来

庁する必要があった人たちがコンビニに

流れたため、その分だけ窓口の来庁者の減

少につながっているというふうに思いま

す。令和２年度のコンビニ交付は、合計で

約８，２００件ございました。 

 一方、窓口での関連証明書等の発行は７

万１，２００件ほどでございました。率に

すると、１１．５％ぐらいになります。そ

の分、窓口に来る人が減ったというふうに

分析をしております。コンビニ交付は、結

果的に新型コロナウイルス対策として、市

民課窓口の混雑緩和にも貢献をしてくれ

たというふうに考えております。 
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 続きまして、質問番号５番、個人番号カ

ード交付事業でございます。 

 マイナンバーカード交付率が伸びた理

由と増加に伴う窓口の混乱はあったかど

うかというところでございます。マイナン

バーカードの交付率ですが、令和元年末と

令和２年末を比較しますと、約１万１，５

００枚増加をしております。 

 ちなみに、平成３０年と令和元年を比較

すると、約３，８００枚、平成２９年と平

成３０年を比較すると、約３，３００枚で

すので、それらと比較しても、３倍以上の

増加をいたしました。 

 最も大きな要因としては、令和２年９月

から始まりましたマイナポイント事業が

挙げられます。マイナポイントは、マイナ

ンバーカード所持者が登録の上、買い物や

金額チャージをした場合に、最大５，００

０ポイントを付与するもので、このポイン

ト事業に加えて、昨年１２月以降、順々に

国からマイナンバーカードの未申請者に

対して、ＱＲコードつき交付申請書を一斉

送付したことも交付申請件数の大幅な増

加に寄与したものと考えております。 

 申請件数、交付件数は、特に年明けから

急増し、来庁者がふえたことで、窓口での

待ち時間も増加し、来庁者にはご迷惑をお

かけいたしましたが、申請に来た方と受け

取りに来た方の窓口を分けるなど、創意工

夫を図り、影響を最小限に食い止めること

ができたと考えております。 

 続きまして、質問番号６番、斎場管理事

業でございます。 

 修繕を１年遅らせたことによる影響で

ございますが、火葬炉修繕は５か年計画を

そのまま１年ずつ遅らせるもので、基本的

には、工期や工事内容、見積金額に影響す

るものではございません。１年遅らせる間

も、保守管理業者と協議しながら、各炉と

も通常の修繕は適宜実施しますので、火葬

炉への影響は少ないと考えております。 

 ただし、新型コロナウイルスの動向が不

透明なところもございますので、先ほどの

答弁で申し上げたとおり、材料の調達など

で多少影響が出る可能性はございます。 

 今後も、スムーズな施工が実施できるよ

う、引き続き施工業者と連絡を密に取りな

がら、情報共有を図ってまいりたいと考え

ております。 

 続きまして、質問番号７番、葬儀会館管

理運営事業でございます。 

 駐車場の工事期間中、駐車場をどのよう

に対応したか、影響はあったかというお問

いです。工事期間中は委員がおっしゃるよ

うに、既存の立体駐車場を活用したため、

関係者にご迷惑をおかけすることなく、対

応ができたと考えております。特に本格的

な工事実施期間の２月は、２５件の通夜、

葬儀のうち、２４回、２３３台が、３月は

１３件の通夜、葬儀のうち、１２回、７５

台が立体駐車場を利用されております。工

事本体や通夜、葬儀、参列者、近隣者など

に特に影響を与えることなく、終えたもの

と考えております。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 松本課長。 

○松本文化スポーツ課長 それでは、文化

スポーツ課に係ります２点のご質問にお

答えいたします。 

 まず、質問番号９番、青少年運動広場の

グラウンドについてのご質問ですが、水は

けにつきまして、昨年ご指摘いただきまし

たとおり、人があまり踏んでない箇所は、

固まっていない箇所もございましたし、雨

が降ると地面が緩くなり、雨上がり直後の

グラウンド利用にはご迷惑をおかけした
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こともございます。こうした内容につきま

して、改修工事を実施いたしました真柄・

岸本特定建設共同企業体に伝えまして、１

年点検において、グラウンドの転圧を実施

するとともに排水の関係もありますので、

多少傾斜をつけまして、水がたまらないよ

うにしてございます。 

 また、今後につきましても、日常的な管

理として、指定管理者により、にがりをま

いたり、あるいは転圧したりして、グラウ

ンドの維持管理向上に努めてまいります。 

 続きまして、質問番号１０番、コロナ禍

における温水プールでの指定管理者の工

夫についてのご質問でございますが、指定

管理者におきましては、密を避けるために、

建物２階に臨時的な更衣室を設け、拡張し

ております。 

 また、利用者同士が交差しないよう、動

線の変更も行っております。 

 また、人数を集めるイベントの実施は困

難でありましたけれども、代わりに水難事

故に備えた着衣泳を小学生を対象として

実施したり、あと計画どおりの要員配置に

加えて、利用者が密とならないように、対

策強化のために受付スタッフを１名増員

して、利用者が安心して利用できる環境を

整えてございます。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 辻局長。 

○辻農業委員会事務局長 それでは、質問

番号１１番の私設市民農園のメリットと

デメリットに関するご質問にお答えいた

します。 

 まず、私設市民農園のメリットについて

でございます。市が設置いたします公設の

市民農園につきましては、現在、団体貸し

の形を取らせていただいておるのに対し

まして、私設の市民農園は個人貸しに対応

いただけております。そのことによりまし

て、市民農園利用団体に加入していない方、

また地域で加入しておられる団体が市民

農園を借りておられなくても、単独と言い

ますか、一人で農園を借りることができる

というのがメリットになろうかというふ

うに思います。 

 一方、デメリットでございますが、農園

の利用料そのものは開設者が任意に設定

できるということでございまして、やはり

開設者はビジネスとして採算性、ないしは

収益性といったものを考慮されます。その

ために市が設置する公設の市民農園より

も、やはり利用料が高額となることが多い

というデメリットがあろうかというふう

に思います。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 吉田部参事。 

○吉田生活環境部参事 それでは、産業振

興課に係ります２回目のご質問、２点につ

いて、お答えさせていただきます。 

 質問番号１２番、ビジネスマッチングフ

ェア第２部の名刺交換会では交流会をオ

ンラインの中でどのようにされたかとい

うご質問でございますが、オンライン会議

という方法で、商工会の職員の方が間に入

って商談会を実施しております。 

 この期間に、９回、１４社の方が商談会

の実施を行った実績がございます。商談会

の開催されてる間ですね、その他の方に関

しましては、オンライン配信による７者の

企業の方の紹介プレゼンテーションを行

いまして、オンライン開催という形での商

談をしておられない方に対しての配信と

いう形でさせていただいた状況でござい

ます。 

 続きまして、質問番号１３番、創業相談

の商工会との連携と、それの内容というこ
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とでございますが、やはり相談の実情をで

きるだけ知っていくという形で、令和３年

度からビジネスサポートセンターを実施

しておりまして、その場合は毎月報告をい

ただく形を取らせていただいております。 

 また、相談カルテを作っていただいてお

りますので、それも毎月提出いただいて、

今、相談の進捗状況や内容ですね、どうい

う相談が来ておられるのかということを

一定タイムリーに分かるような体制を取

らせていただいております。 

 なお、報告の見込みは、一応、翌月の１

０日までというぐらいで、多少ずれること

はありますが、ほぼビジネスサポートセン

ターから報告をいただくということで、よ

り相談の状況や内容が市に伝わる形が今

年度から取れてるのではないかと考えて

おる状況でございます。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 山本課長。 

○山本環境政策課長 美化ボランティア

に関するご質問にお答えをいたします。 

 この制度につきましては、市民の方々が

自らまちを美しくしたいと思う気持ちを

育んで実践をしていただくということを

目的に創設をいたしました。いつでも気楽

に清掃活動を自主的にやっていただきた

いということが目的でございます。 

 ご登録いただいてる数でございますけ

ども、令和２年度に１，６００名を超えま

して、今年９月現在は１，６２０名の方が

ご登録いただいてるというふうな状況で

ございます。この方々が中心となって、主

に参加していただいてます、毎月１回、び

かチュー活動ということで、市は取り組ん

でおります。昨年度コロナ禍の関係で、４

月、５月は実施できませんでしたけども、

６月以降の計１０回実施をさせていただ

き、述べ２８３名の方にご参加いただいた

というふうな状況でございます。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 安田部参事。 

○安田生活環境部参事 それでは、まず剪

定枝の受け入れの状況、周知の内容でござ

います。 

 まず、受け入れ調整に係る周知につきま

しては、ホームページで周知をさせていた

だくとともに、回収に来られる造園業者で

すね、こういったよく来られる方につきま

しては、個別にお伝えをさせていただいた

ところでございますが、やはりあまり利用

されない方については、周知が足らなかっ

たかなと反省しております。ここにつきま

しては、できるだけ大量でない場合は柔軟

に受け入れするように、現場にもお伝えさ

せていただいたところでございます。 

 現在の状況でございますが、ペットボト

ルの搬出も平常に戻りましたことから、市

民などの一般の受け入れは再開させてい

ただいておりますが、今年度から橋梁等の

工事がプラザ内で始まりますので、作業場

の関係上、大量搬入となる造園業者、こう

いったところは、受け入れはまだ引き続き

調整させていただいております。 

 施設内に長期保管するという方法もあ

るんですけども、剪定枝等を置いておくと、

場所がらマムシやハチなどが、巣を作って

しまうということも聞いておりますので、

やむなしに調整はさせていただいている

ところでございます。 

 続きまして、災害廃棄物処理計画の策定

に向けた取り組みと府内の状況というお

問いでございます。 

 令和２年度につきましては、委員がおっ

しゃいますとおり、一般廃棄物処理基本計

画の策定、これをメーンに進めてきたとこ
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ろでございます。災害廃棄物処理計画につ

きましても、引き続き策定が必要と考えて

おります。 

 そのような中でございますが、令和２年

度末にですね、環境省の近畿地方環境事務

所において、令和３年度の災害廃棄物処理

実効性確保モデル事業、こういったものの

募集が行われましたことから、私どもも手

を挙げさせていただいたところ、本市と滋

賀県の甲賀市の２市が選定されたところ

となっております。 

 現在、国、府の支援を受けながら、災害

時の片づけごみの回収に必要となる集積

所や仮置場、人的配置、事業者との連携で

すね、こういったところについてのマニュ

アル化を進めております。 

 今年度のこのモデル事業を経て、令和４

年度にはマニュアルをベースに、災害廃棄

物処理基本計画の策定をできるように現

在、目指しているところでございます。 

 府内の策定状況でございますが、令和２

年度末でございます。３月の予算審査に係

る委員会のときにもご報告させていただ

いた情報と同様となりますが、２９の団体、

策定率で言いますと、６７％が災害廃棄物

の処理計画をつくっておられます。 

 最後に、廃棄物広域処理事業の負担金の

執行についてでございます。 

 負担金の執行率が、低いという状況でご

ざいますが、茨木市の長寿命化工事という

ものが令和２年度から令和４年度にかけ

て実施されておりまして、令和２年度分の

茨木市の支払いに対する負担となってお

りますが、令和２年度分の工事部分が茨木

市のほうが出来高払いにとどまったとい

うことで、執行率が低かったということで

ございます。特に茨木市との調整会議にお

いても、工事のスケジュール等をお示しい

ただいておりますので、進捗の遅れが生じ

てるということはお聞きしておりません。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 暫時休憩いたします。 

（午前１１時５７分 休憩） 

（午後 ０時５９分 再開） 

○香川良平委員長 再開いたします。 

 光好委員。 

○光好博幸委員 それでは、３回目の質問

に移らせていただきます。 

 質問番号１です。自治活動推進事業にお

きまして、自治会の加入率及び活動状況な

どについてお聞かせいただきました。現時

点、４７．７％ということで加入率がさら

に下がっているということでございます。

コロナ禍の影響が出る前から、やはりこの

自治会の活性化というのは課題であると

思います。 

 以前、自治会・町会の負担軽減というと

ころの観点から、行政側より自治会・町会

に対する依頼事項等の調査ということを

実施されているかと思いますので、改めて

令和２年度の取り組みをお聞かせいただ

きたいと思います。 

 質問番号２です。市民活動支援事業のと

ころの職員研修です。 

 アウトプットなどの活用というところ

をお聞かせいただきました。いろいろ聞い

ていますと、目的が住民のパートナーシッ

プだったり、協働というところで、確かに

狙いは違うのかなというふうに思ってい

まして、そういった意味では、アウトプッ

トの共有というところは、まだこれからと

いうご答弁やったと思います。 

 僕が思っているのは、その全てにおいて

共有せなあかんということではなくて、そ

ういう職員の研修であったとしても、すご

く自由な発想で、アイデアとか出てくるこ
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とがあるので、そういったことだけでも、

何かヒントにとか、ほかのプロジェクトチ

ームにそういう情報を共有したり、あるい

はそういう発想をそういった面でやって

ほしいなという思いから、聞かせていただ

いた次第でございます。 

 全てということではございませんので、

あくまでもそういった目的で研修をして、

有効な情報は有効に活用すると、そういっ

た支援でこれからもよろしくお願いいた

します。もうこの質問はこれで終わります。 

 続きまして、質問番号３、コミュニティ

センターの管理事業というところで、講座

の連続開催の狙いということをお聞かせ

いただきました。既にクラブ化されている

ということで効果が出ているんじゃない

かなというふうに思います。 

 一方でコミュニティセンターですね、利

用料金が高いということもあるんでしょ

うけども、やっぱり稼働率に課題があると

思いますので、一つの視点としては当然利

用率をどうするかということもあります

けども、一方でいろいろ仕掛けていただい

て、地域の方々が気軽に参加できる、活用

できる、あるいは活動拠点となるように、

これからも進めていただければと考えて

おります。これも要望として終わります。 

 続きまして、質問番号４番です。証明書

交付等の事業においてのコンビニ交付の

増加についてお聞かせいただきました。 

 当然のことながら、マイナンバーカード

の増加というのが裏にはあったというふ

うに思います。 

 ご答弁にもありましたように、このコン

ビニの交付は、窓口業務の負担軽減、ある

いは混雑解消ということにもつながるか

と思います。 

 先ほどマイナンバーカードを渡すとき

に、窓口で周知しているというふうに言っ

てましたけれども、改めてそのほかに例え

ばＰＲしていることとか、もしあればご紹

介いただきたいと思います。 

 質問番号５番目です。個人番号カード交

付事業というところで、交付率が伸びてい

る要因、混雑状況などを聞きましたけれど

も、混雑状況については、申請と受け取り

を分けるとか、そういう工夫もされている

ということでございます。当然、伸びてい

たのはマイナポイント事業ということだ

ったかと理解しています。 

 以前からよく耳にしていますマイナン

バーカード交付円滑化計画というのがあ

ると思います。これは認識が違ったら申し

訳ないですが、令和４年度中に交付率を１

００％というふうに理解はしていまして、

現実的な数字ではないかと思いますけれ

ども、そういった意味では普及率を上げる

普及策というところは取り組まれている

と思いますので、令和２年度の取り組んだ

具体的な普及策の内容ですね、ご紹介いた

だければと思います。 

 続きまして、質問番号６番目です。斎場

管理についてです。火葬炉の修繕について

お聞かせいただいて、１年延長したけど、

特に変更はないというところでございま

した。 

 先ほども言いましたけど、本当、１年で

がらっと状況が変わることもありますん

で、先ほど年次点検とかしっかりやるとい

うことでございますので、しっかりと管理

していただきたいと思いますし、しっかり

５か年計画を立てているので、場当たり的

な対応はしないとは思いますけれども、し

っかりと計画に沿ったと言いますか、状況

に応じて計画を、延長するのもそうですけ

ど、前倒しでやるということも含めてやっ
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ていただければというふうに考えており

ますので、よろしくお願いいたします。こ

れもこの質問は終わります。 

 続きまして、質問番号７番目、葬儀会館

管理運営事業です。工事期間の駐車場の状

況等々をお聞かせいただきました。特に問

題がなかったということだったかと思い

ます。 

 一つ視点を変えますけれども、以前より

お聞かせいただいていたと思いますけど、

庁用器具費についてです。今回、１０７万

３，０００円を計上されていまして、執行

されていますけど、これは小規模葬儀化の

対応やと認識しています。 

 ここ最近は家族葬を望まれる方が結構

多いかと思いますけども、事務報告書にこ

の辺りのことは私、どういった状況かとい

うのは分かりませんでしたが、実際どれだ

けの利用者がおられたのかとか、どのよう

な効果があったのかお聞かせいただきた

いと思います。 

 質問番号９番目です。体育施設維持管理

事業です。グラウンドの水はけの対応につ

いてお聞かせいただきました。これは私も

方法等々も要望させていただいていまし

たけれども、転圧されたり、傾斜をつけて

いただいたということで、しっかり対応い

ただいているというふうに理解いたしま

した。 

 グラウンドとか、本当に根づくと言いま

すか、きっちりと安定するには時間がかか

ると思いますんで、引き続き先ほども言っ

てましたけど、にがりをまく、あるいは定

期的に転圧するとか、しっかりと対応いた

だければというふうに思います。 

 さっきも言いましたけど、せっかくきれ

いにしていただいたんで、そういったこと

を維持管理、あるいは改善してもらったら

いいかと思っています。 

 また、指定管理者はＳＳＫやったという

ふうに認識していますけども、そういった

意味では、利便性向上とか、市民サービス

の提供という観点からも、引き続き連携を

取りながら、しっかりとやっていただきた

いと思います。これも要望とします。終わ

ります。 

 続きまして、質問番号１０番目。コロナ

禍においての市民サービスの工夫につい

てお聞かせいただきました。一時的な更衣

室の拡張、あるいは動線の変更とかいろい

ろ工夫されておるように理解いたしまし

た。また、受け付けスタッフを１名増加さ

れたんですかね、ありがとうございます。 

 これからも、先ほどと一緒ですけど、指

定管理とうまく連携しながら、より一層市

民サービス向上に向けて取り組んでいた

だければと思います。これも要望とします。 

 続きまして、質問番号１１です。市民農

園の設置事業というところで、公設と私設

の違い、メリット・デメリットですね、お

聞かせいただきました。理解いたしました。

個人でもお貸しできると、私設のほうはね、

ただ料金が高いよという話もあったかと

思います。 

 事務報告書にありましたように、公設、

私設の面積を足すと１万５，０３０平米に

なっているんですね。たしか目標面積とい

うのが１万３，０００平米やったと思って

いまして、既にオーバーしているんです。

だから、いわゆる目標に対してどう管理す

るかとか、指標ですよね、今後、どういっ

た管理指標といいますか、どこを目指して

取り組んでいくのかというところの観点

でお聞かせいただきたいと思います。 

 続きまして、質問番号１２です。中小企

業育成事業でございます。ビジネスマッチ
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ングフェア、特に第２部のところの進め方、

内容、お聞かせいただきました。コロナ禍

において対応が厳しいかと思いますけど、

商工会の方が間に入ってやられていると

いうことで、リモートでもマッチングにつ

なげられているんじゃないかなというふ

うには理解いたしました。 

 これからも状況に応じながら、工夫をし

ながら対応していただければというふう

に思います。 

 また、ビジネスマッチングということで

いくと、摂津優品（せっつすぐれもん）と

か、認定されているところの製造者同士の

交流、まさにビジネスマッチングであった

りとか、共同展示というのもされています

んで、直接的にこのビジネスマッチングフ

ェアには関係ないかもしれませんけど、ビ

ジネスマッチングという大きな枠組みで、

他市もいろいろやられていると思います

ので、ぜひ参考にしながらやっていただけ

ればというふうに思います。これも要望と

します。 

 続きまして、質問１３番です。創業支援

事業のところでございまして、創業相談の

状況件数の把握についてお聞かせいただ

きました。 

 令和３年度の取り組みになるかもしれ

ませんけど、ビジネスサポートセンターが

開設されたことによって、既に把握できて

いるという理解でいいんですかね、という

ふうにお聞きしました。ありがとうござい

ます。これからもしっかりと連携していっ

ていただきたいと思います。 

 これも視点を少し変えますけど、事務報

告書の１３９ページに、起業者融資補助金

取扱件数というのがありまして、８件あっ

たんです。コロナ禍において件数がふえる

というのは、不思議な感じがしましたんで、

その辺の要因についてどう捉えられてい

るかというのを、最後お聞かせください。 

 質問番号１９番目、温暖化対策事業です。

美化ボランティアの活動内容登録者数を

お聞かせいただきました。今の時点で１，

６２０人だったというようにお聞きした

と思います。当たり前の話ですけど、環境

美化活動は市民主導というところでござ

いますので、いかにして市民の方々に協力

してもらうかというのがポイントになる

かと思います。いろんなところでそういっ

た活動をされている方を目にしますので、

ぜひ幅広くまたお声かけいただきまして、

取り組んでいただきますよう、これも要望

として質問を終わります。 

 質問番号２０です。ごみ減量対策事業と

いうところでの剪定ごみの受け入れがで

きなかったときの対応というところでお

聞かせいただきました。 

 周知のところでいきますと、先ほども言

いましたように、利用者側の視点に立った

場合に、やっぱり少し足らんかったかなと

いうふうに私も思います。 

 また、処理量というところで言っても、

造園業者等々の調整をされているという

ところで、やむなしかなというふうに思い

ますけれども、元の状況に戻ればいいんで

すけども、いろいろ工夫しながらしていた

だきたいと思います。 

 そもそも剪定ごみ、焼却するんじゃなく

て、ごみとなるものを再資源化していると

いうことについては、すごくいい取り組み

だというふうに思いますんで、ぜひ引き続

きよろしくお願いしたいと思います。これ

もこの質問は終わります。 

 続きまして、質問番号２２です。ごみ処

理収集事業についての災害廃棄物計画処

理策定についてです。 
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 大阪府内の状況はともかく、令和４年度

にはもう策定されるというお話でござい

ました。計画どおりよろしくお願いいたし

ます。 

 一方で、災害はいつ起こるか分かりませ

んので、ぜひ大規模災害に備えてしっかり

計画的に進めていただければと考えてお

ります。これも要望とします。終わります。 

 最後、質問番号２３番目です。廃棄物広

域処理事業のところで負担金の執行率が

低い状況をお聞きしました。茨木市の話か

もしれませんけど、工事進捗の遅れはない

というふうに理解しました。 

 これも以前から申し上げてますけれど

も、茨木市とのごみ処理の広域化というと

ころで行きますと、既にごみの品目等々は

議論されているというふうにはお聞きし

てますけど、分別方法であったり、あるい

は収集体制というのは、やっぱり違うと思

いますし、まだまだ課題があろうかという

ふうに思います。 

 これがまだ時間はありますけども、一つ

一つ着実に課題解決していってほしいで

すし、やっぱり将来にわたって茨木市とい

い関係といいますか、そういった連携をし

ていただきたいというふうに考えており

ますので、これからもよろしくお願いいた

します。これも要望として終わります。 

 ３回目は以上です。 

○香川良平委員長 では、答弁を求めます。 

 丹羽部参事。 

○丹羽生活環境部参事 それでは、１番の 

自治会・町会への依頼事項の調査結果及び

調査結果の活用状況についてご答弁させ

ていただきます。 

 依頼事項の調査は、庁内全課を対象に、

行政から自治会・町会に対して支給してい

る補助金、依頼している業務、委員、役員

等の選任の３項目について行いました。 

 結果としまして、行政から自治会・町会

に対して支給している補助金は８件、依頼

している業務は７件、役員、委員等の選任

は８件であり、計２３件の依頼事項がござ

いました。 

 新型コロナウイルス感染症の影響が出

る以前から、自治会の活性化については課

題があったことから、令和３年６月には自

治連合会で自治会の活性化策に向けて検

討するプロジェクトチームが発足された

ところでございます。 

 既に６月と１０月に会議が開催されて

おりまして、その会議の中で依頼事項の調

査結果を活用され、自治会・町会の負担軽

減を視野に入れ、効率的な運用の検討が進

められているところでございます。 

 以上です。 

○香川良平委員長 森口課長。 

○森口市民課長 そうしましたら、市民課

に係る三つの質問に対してお答えさせて

いただきます。 

 まず、質問番号４番、証明書交付等事業

でございます。 

 コンビニ交付のＰＲ方法ですが、先ほど

も申し上げたとおり、マイナンバーカード

を窓口で交付する際に、受け取り人に直接

説明をさせていただいている、これが一番

大きいとは思います。それ以外にも市民課

ホームページでの掲載、市民課で自由にお

持ち帰りいただける封筒にもコンビニ交

付について記載をさせていただいており

ます。また、市民課のカウンターや記載台

にコンビニ交付のポスターを掲示して、周

知を図っております。 

 続きまして、質問番号５番、個人番号カ

ード交付事業でございます。 

 令和２年度に取り組んだ普及策でござ
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いますが、まず、令和２年度、新型コロナ

ウイルスの影響でなかなか計画どおり進

まなかった点はございますが、別府コミュ

ニティセンター、安威川公民館、千里丘公

民館、新鳥飼公民館、以上４か所で出張申

請サービスを行い、約１００名ほどの受け

付けをさせていただいております。 

 また、年明け１月４日から２月１０日ま

で、約４０日間ほど本館１階ロビーに特設

申請コーナーを設け、１か月強で約５４０

名の受付を行っております。 

 この特設会場は、マイナポイント事業の

開始による申請件数の急増に対応するた

め、また、窓口や待合所も含めた市民課の

混雑緩和を目的とした新型コロナ対策の

ために実施したものでございます。 

 出張申請サービスについては、今年度も

来週、及び再来週に鳥飼東公民館と味生公

民館で行う予定をしております。 

 続きまして、質問番号７番、葬儀会館管

理運営事業でございます。 

 庁用器具費の利用状況等でございます

が、委員がおっしゃるように、最近、家族

葬など小規模化が非常に進んでおります。

今回の庁用器具費につきましては、小規模

葬儀に対応できるようなパーテーション

を購入した分でございまして、おおむね２

０名以下の小規模葬儀で活用されており

ます。 

 小規模葬儀の場合は、会場が広過ぎて寂

しい印象になりがちな空間を区切るため

に使用することがメーンでございますが、

入り口付近において故人の思い出写真を

飾るなど、メモリアルコーナーのように利

用されている事例も見受けられます。おお

むね市民には好評をいただいております。 

 また、利用状況につきましては、昨年の

令和２年７月からパーテーションを供用

しており、今年の１０月末までで２階の会

場を使った葬儀が１５７件ございました

が、そのうち１０９件、約７割で利用をさ

れております。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 辻局長。 

○辻農業委員会事務局長 それでは、質問

番号１１番、市民農園に関わります目標面

積に対する市の考え方についてご答弁申

し上げます。 

 市民農園の面積につきましては、第４次

総合計画から目標を１万３，０００平米に

掲げて取り組んでまいりました。令和３年

度からの行財政経営戦略にも同面積を掲

げているところでございます。 

 先ほど申し上げました私設市民農園の

面積を加えますと、委員がおっしゃいます

ように、令和２年度末で１万５，０３０平

米となっておりまして、既に目標面積の１

万３，０００平米を上回っている状況でご

ざいます。 

 ただ、既に達成しているこの数値面積に

つきましても、今後、市内の農地そのもの

がさらに減っていくことは確実でござい

まして、現状の市民農園面積を将来にわた

って維持していくことは非常に困難な状

況になる可能性もありますため、目標の上

方修正につきましては、難しいと考えてお

ります。 

 なお、私設の市民農園が設置できるよう

になりましたことによりまして、摂津市だ

けがといいますか、公の立場だけが、その

面積の増加を目標として掲げて取り組む

状況ではなくなってきております。 

 そして、現在、市民農園の住民ニーズに

つきましては、おおむね対応できている状

況でもございます。 

 私設の市民農園の開設には、法律に基づ
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く市との協定が必要となりますことから、

今後につきましては、借り手のない市民農

園をいたずらにふやすようなことになら

ないように、市として需要と供給のバラン

スにさらに注意を要する状況を迎えたと

考えております。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 吉田部参事。 

○吉田生活環境部参事 それでは、産業振

興課に係りますご質問、３回目についてお

答えさせていただきます。 

 質問番号１３番、創業支援事業の起業者

融資補助金のコロナ禍での増加について

でございますが、起業者融資補助金は、市

内で創業を志す方や、創業して間もない方

が、補助対象金融機関が提供する起業者向

けの融資メニューを利用した場合に、一律

５万円を補助する制度でございます。 

 平成２６年度以降では、１件から５件で

あり、令和２年度の８件が最も多い申請と

いう状況でございます。 

 分析といたしましては、コロナ禍にあり、

創業には不利な印象ではございますが、し

かしながら、厳しい状況ということでござ

いますので、少しでも利用できる制度を利

用された結果、結果的に申請がふえたので

はないかと考えておる状況でございます。 

 今後、どのような推移になるかというこ

とは、なかなか見込めない状況ではござい

ますが、これをきっかけに事業の周知に努

めて、より利用をふやしていくよう努めて

まいりたいと思っております。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 光好委員。 

○光好博幸委員 それでは、４回目、全て

要望とさせていただきます。 

 まず、質問番号１です。自治活動推進事

業で、自治会・町会に対する依頼事項の取

り組みというところでお聞かせいただき

ました。 

 この調査で２３件の依頼があったとい

うところでございましたけれども、私が思

うに以前から要望させていただいていま

すけれども、地域に対してのやっぱり窓口

の一本化といいますか、全体を把握して、

その依頼そのものを例えば減らすとか、一

緒にするとか、いわゆる依頼するタイミン

グを調整するとか、いろんな視点からの負

担軽減を図るべきだというふうに思いま

す。 

 今、ご答弁がありましたけど、自治連合

会のプロジェクトチームを発足している

というのをお聞きしていますので、うまく

連携しつつ、いろんな意見も取り入れなが

ら、効率的な運用、あるいは負荷軽減に努

めていただけたらというふうに思います。

よろしくお願いいたします。要望とします。 

 続きまして、質問４番です。証明書交付

についてのＰＲというところでお聞かせ

いただきました。いろんな形でＰＲされて

いるというふうに理解しました。 

 コンビニでは夜間・休日、いつでも証明

書を取得できますし、先ほども申し上げま

したけど、窓口負担軽減とか、コロナ禍に

おいての混雑解消になると思いますので、

引き続き取り組んでいただきたいという

ふうに思いますし、やはり市民サービス向

上という観点からも、よろしくお願いした

いと思います。これも終わります。 

 続きまして、質問番号５番目です。個人

番号カード交付事業です。具体的な普及策

についてお聞かせいただきました。令和２

年度も出張サービスをされたということ

でございますし、特設会場を設けられたと

いうことで、ご答弁にもありました混乱を

招かなかった要因の一つでもあるという
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ふうに、私はそう捉えました。 

 これからますますこのマイナンバーカ

ードを活用した情報連携ということも進

んでいくというふうに思いますので、やは

り市民にとっての利点といいますか、広く

周知いただきまして、取り組んでいただき

ますように、これもよろしくお願いいたし

ます。要望とします。 

 続きまして、質問番号７です。葬儀会館

の管理運営というところで、小規模葬儀化

のところの効果についてお聞かせいただ

きました。約７割の方が使用されていると

いうことで、いろんな効果が出ているんじ

ゃないかなというふうに捉えました。 

 葬儀会館の方は高齢者の方々がお使い

になる頻度も多いかと思いますし、一応も

う既によく言っていますバリアフリー化

も工夫しながら取り組んでいるというふ

うにお聞きしていますけれども、しっかり

と状況をにらみながら、しっかり予算化し

てやっていただければなというふうに考

えておりますので、ぜひ計画も組んでいた

だければと思います。これも要望としてお

きます。 

 続きまして、質問番号１１番です。市民

農園の設置についてでございます。考え方、

理解いたしました。 

 ご答弁にもありましたように、需要と供

給のバランスを重視していくということ

で、本当に大切な視点かというふうに思い

ます。 

 市民農園の狙いは、水稲の体験農園とか、

あるいは低学年の児童の授業体験学習

等々、子どもから高齢者まで本当に土に親

しみを持ってもらうということ、あるいは

楽しんでもらうということにあるかと思

います。 

 そういった意味では、私設の農園の面積

を管理するのは難しいと思いますけれど

も、先ほど公設の農園のほうも維持するの

が難しいというふうにおっしゃっていま

したので、やっぱり実態に合った管理指標、

掲げながら取り組んでいただければなと

いうふうに考えております。これからもよ

ろしくお願いいたします。要望とします。 

 最後です。質問番号１３です。農業支援

事業においての補助金の件数がふえてい

る要因ですね。 

 結局よく分からなかったんですが、厳し

い中でも、やっぱり少しでも利用するとい

うことなんですかね。そういった意味で、

本当にそういった困っている方もいろい

ろおられると思いますので、しっかりと周

知いただいて、もっともっとたくさんの方

に使っていただいたらというふうに思い

ますし、また、やはり商工会と連携・協働

というのが、いわゆるポイントにもなって

くるかと思いますので、ぜひ適切な支援を

これからも継続してできるように、工夫し

ながら取り組んでいただきたいと思いま

す。 

 以上で私の質問を終わります。ありがと

うございました。 

○香川良平委員長 ほかにございますか。 

 増永委員。 

○増永和起委員 質問に入る前に、質問の

意図を明確にするために資料を配付させ

ていただきたいと思いますが、委員長、よ

ろしいですか。 

○香川良平委員長 増永委員から資料配

付の申し出がありましたので、これを許可

いたします。 

 それでは、事務局より資料配付をお願い

いたします。 

（資料配布） 

○香川良平委員長 資料配付が終わりま
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した。 

 それでは、増永委員。 

○増永和起委員 それでは質問させてい

ただきます。 

 決算概要に基づいて質問をいたします。 

 まず、質問番号１番、決算概要６０ペー

ジ、自治振興課のコミュニティセンター管

理事業、別府コミュニティセンターの料金

の問題で、今回、味生公民館の建て替えに

当たって、コミュニティセンターにしてい

くという方針だと思います。 

 この味生公民館のコミュニティセンタ

ー化というのは、どこで、どんな話し合い

をして決めたんでしょうか。 

 また、料金の考え方について、どうする

つもりなのかということについてお伺い

をいたします。 

 質問番号２番です。決算概要６８ページ、

住民基本台帳事務事業、市民課です。 

 摂津市は、２０１６年から本人に知らせ

ることなく自衛隊へ若者の名簿を提供し

ています。住民基本台帳法では、個人情報

保護の観点から、台帳の原則非公開を定め

ています。また、第１１条で、国または地

方公共団体は、法令で定める事務の遂行に

限って、台帳の一部の写しを閲覧させるこ

とができるとなっています。名簿の提供と

いうのは不当であると思っています。 

 ２０２０年、京都市では、自分の個人情

報を自衛隊に提供したことについて、複数

人から個人情報審査会に審査請求がなさ

れました。このことを受けて、２０２１年

から京都市は除外申請制度をつくってい

ます。 

 摂津市は、この除外申請制度は考えてい

ないという答弁を以前、議会で行われてい

ますが、現在も考えは変わらないのかお尋

ねをいたします。 

 続きまして、質問番号３番です。決算概

要６８ページ、証明書交付等事業、これも

市民課です。 

 窓口業務の委託料、これはゼロックスへ

払っているお金だと思います。ゼロックス

との委託契約はいつまでだったのでしょ

うか、教えてください。 

 そして、また、委託料が上がっていると

思うんですね、前年よりも。消費税の影響

かなと思うんですけれども、そのことにつ

いても教えてください。 

 質問番号４番目、６８ページ、同じく個

人番号カード交付事業です。マイナンバー

カードの普及率ですね、再度申請件数、交

付件数だけではなく、留め置きが幾ら、廃

棄が幾ら、再発行の状況なども合わせてお

聞かせください。 

 質問番号５番です。７４ページ、体育施

設維持管理事業、文化スポーツ課です。体

育施設維持管理事業は、新味舌体育館の建

設工事についてお聞きしたいと思ってい

ます。 

 これまでも体育館についてはいろいろ

と私も質問をさせていただきました。障害

のある方々はもちろんですけれども、高齢

者であるとか、子どもであるとか、それか

らまた、ＬＧＢＴＱなどと言われる多様な

性自認を持たれておられる方、様々いらっ

しゃいます。 

 この施設は、避難所機能というのも備え

ていると思うんですけれども、そういう

方々が安心して利用できるようなユニバ

ーサルトイレの設置などということにつ

いても、要望してきたところですけれども、

今、どういう進捗状況なのかということに

ついて、また、避難所機能をもう少し詳し

くお伺いしたいと思いますので、教えてく

ださい。 
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 続きまして、質問番号６番です。体育施

設管理事業。 

 コロナ禍で体育施設が閉鎖されたり、い

ろいろあったかと思うんですけれども、そ

こで事業者への対応、直接雇用されている

方の対応について、確認ということで、も

う一度、要望をさせていただきたいと思い

ます。 

 人員整理等ないように、しっかり雇用を

確保していただくように、要望としておき

ます。 

 続きまして、質問番号７番です。１０４

ページ、大気水質等調査事業、環境政策課

です。 

 先ほどお配りした資料を見ていただき

たいと思うんです。（資料を示す）これは、

１、２、３、４とマルがついておりますけ

れども、これは国が行った調査です。地下

水のＰＦＯＡ濃度を測ったものです。 

 ＰＦＯＡの濃度の基準は１リットル当

たり５７ナノグラムということになって

おります。なので、鳥飼本町③ですね、こ

この２５ナノグラムというのが、その基準

よりも低いということになります。三島④

は１７０ナノグラムでございます。 

 そして、１番と２番は、これは東淀川区

であります。南江口という地域がここに当

たっております。Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの測定値

は、これは大阪府の調査によるものです。 

 この地図を私が作れたのはどうしてか

というと、大阪市会のほうにも資料が出さ

れ、議論になりまして、大阪市会のほうか

ら日本共産党の大阪市会議員団が資料を

もらったので、実はこの表が作れたわけで

あります。 

 その前に、摂津市からこの国の調査につ

いてお伺いをしておりました。しかし、こ

の摂津市の鳥飼本町地域と三島地域につ

いては、きちっと数字も含めて教えていた

だいたんですけれども、あとは大阪府下で

検査をしたのが、大阪市が２か所と堺市が

２か所というふうに教えていただいて、大

阪市のどこですかと聞いても、それは私た

ちにも分かりませんというようなお話だ

ったわけです。 

 ところが、その大阪市会の中では、きち

んとこの場所が特定された大阪市の資料

というものが出てまいりました。 

 南別府町から摂津市の地名は書いてお

りませんけれども、ここにこういう地図と、

そして南別府町の最初に高い値で見つか

った井戸ですね、国の調査で、昨年６月だ

ったと思います。その井戸との距離、３番

のところは３．３キロメートル、４番のと

ころは２．０キロメールというふうに距離

までちゃんと書いて、大阪市のほうでは出

てきたわけです。 

 このことについて環境政策課のほうに

お尋ねをして、一体、摂津市はこのことを

知らんかったのかとお聞きしたんですけ

れども、やっぱり分からないというような

お話でしたし、また、国の意図ですね、何

で鳥飼本町地域や三島地域を調査したの

かと、これには意図があるはずだというふ

うに聞いたんですが、前回の南別府町とは

違うところを選んだだけやと思いますと

いうようなお話でした。発出元のダイキン

工業からどれぐらいの範囲でこのＰＦＯ

Ａ汚染が広がっているのか、国が調査をし

たということを、大阪市会ではっきり言っ

ておられますよというふうな話をして、そ

ういう発出元からの広がりを調べる調査

やということがわかったのです。 

 どうして摂津市は、本当に分からなかっ

たのか、それとも知っていたけれども、議

員に対して黙っていたのか、ここのことに
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ついてきちっとご答弁をいただきたいと

思います。 

 分からなかったんだとしたら、どうして

分からないような状況に当事者である摂

津市が置かれているのか、ＰＦＯＡ対策会

議というのも行われているわけですね。大

阪府も知らなかったのか、このことを１回

目にお尋ねしたいと思います。 

 続きまして、質問番号８番です。１０８

ページ、ごみ収集処理事業、ふれあい収集

というのをやっていただいていると思い

ます。 

 摂津市のホームページを見せていただ

きましたら、対象の方というのが書いてあ

りまして、高齢者とか障害者手帳をお持ち

の方とか、いろいろ書いてあるわけなんで

すけれども、具体的に人数とか分かります

かね。 

 対象者はどれぐらいいらっしゃるのか

教えていただきたいというふうに思いま

す。対象者の方はこんな方というのも教え

ていただけたらなと思います。１回目です。 

 続きまして、質問番号９番です。１０８

ページ、ごみ収集処理事業、環境業務課で

すね。 

 一般廃棄物処理基本計画策定業務委託

料というのが上がっています。この計画に

ついては、先ほどの光好委員の質問の中で

も触れられておられました。 

 令和３年度からの計画だと思うんです

けれども、ホームページを見ますと、２０

２０年度、令和２年度の進捗状況というの

も、ちゃんと作って表にしてあったので、

見せていただきました。 

 様々あるんですけれども、前回の計画の

中で、反省点として、事業所に対しての取

り組みが弱かったというようなことが書

いてあったと思うんですけれども、この令

和２年度はどんな取り組みをされたのか、

教えていただきたいなというふうに思い

ます。 

 続きまして、質問番号１０番です。１０

８ページ、ごみ処理施設維持管理事業、環

境センターです。 

 同じく環境センターも、この一般廃棄物

処理基本計画の令和２年度、前倒しで評価

をされておられるわけですが、事業者意識

の高揚というところで、環境センターの取

り組みをされておられます。このことにつ

いてもご紹介ください。 

 質問番号１１番です。１１４ページ、創

業支援事業です。創業した市内の中小企業

への家賃支援を創設されたと思いますが、

それについてどうだったのか教えてくだ

さい。 

 質問番号１２番です。１１４ページから

１１６ページにかけて、新型コロナウイル

ス感染症対策の様々な取り組みが産業振

興課で行われたと思います。 

 小規模事業者等激励金給付事業、それか

ら、休業要請支援金事業、そして、雇用継

続支援事業、テイクアウトやデリバリーに

ついての事業、子育て支援の分はあります

けど、これは市内の中小企業支援という観

点ではなかったと思うので、商品券の発行

ですね、それは除こうかなと思っています

ので、中小企業向けの、市内の中小企業を

応援するという目的で行われてきた事業

が幾つもあったと思います。 

 ただ、光好委員もおっしゃっておられま

したが、最初の激励給付金、これはもう本

当に非常に市民の方からも評価をされ、喜

ばれた分だなと私たちも思っています。小

売業者の皆さんが直接市長に要望書も届

けられて、本当にコロナで大変なんだと、

困っているんだということで、懇談もされ
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たと思うんですね。その思いも受けて、急

いで支援策を打たなあかんということで

やられた事業だったと思います。これは本

当に喜ばれた、今でも摂津市はすぐ頑張っ

てくれたということで、評価を受けていま

す。 

 ところが残念なことに、それからあとの

支援策というのが、本当に執行率も低いで

す。せっかくのコロナ対策なのに、思った

ほど利用がされていないというようなこ

とについて、先ほども話がありましたけれ

ども、一体どうしてなのかということにつ

いて、どう考えておられるのか、理由をお

伺いしたいなというふうに思います。 

 質問番号１３番です。１１６ページ、立

地促進事業です。毎回、この立地促進事業

について、大企業と中小企業に分けて件数

がどれぐらい、利用金額、そしてまた率で

すね、これも教えていただいておりますが、

また、今回の令和２年度実績についてお伺

いしたいと思います。 

 以上、１３問です。１回目を終わります。 

○香川良平委員長 答弁を求めます。 

 丹羽部参事。 

○丹羽生活環境部参事 自治振興課に関

わる１番目のご質問にご答弁させていた

だきます。 

 決算概要６０ページ、コミュニティセン

ター管理事業に関連しまして、コミュニテ

ィセンターの建設に当たるようになった

経過及び料金について、ご説明させていた

だきます。 

 味生公民館におかれましては、平成２９

年９月に摂津市立公民館バリアフリー化

業務の調査業務を行われました。この調査

は、市立公民館でエレベーターが設置され

ておりません新鳥飼公民館、味生公民館、

鳥飼東公民館について調査が行われたも

のでございます。 

 この調査結果で、新鳥飼公民館につきま

しては、鳥飼体育館にはなりますが、スロ

ープがあるために優先度は低くするとい

うことで、費用等の検討が始められたとこ

ろでございます。 

 それから、少し時間を置きまして、令和

元年５月には、教育委員会生涯学習課のほ

うで、味生公民館のバリアフリー化に関す

る利用アンケート等を実施されており、利

用者の施設に対するニーズ把握に努めら

れたところでございます。 

 ５月２３日には、味生公民館の建て替え

について、味生小学校区自治連合会のほう

から教育委員会のほうに要望書が出てお

ります。この中にも、別府コミュニティセ

ンターを参考に、コミュニティセンター化

ということもうたわれたところでござい

ます。 

 そのバリアフリー化、あと味生小学校区

連合自治会等の要望を受けられまして、７

月１８日には摂津市教育委員会から生涯

学習社会における社会教育施設の在り方

について、公民館の今後の在り方について

ということで、摂津市社会教育委員会議の

ほうに諮問をされてございます。これは具

体的には、味生公民館の建て替えに向けて、

コミュニティセンター化というか、そこの

内容についての諮問でございました。 

 ８月２６日に摂津市社会教育委員会議

から、本諮問に対する答申が出されており

まして、ここではコミュニティセンター化

を見据えて、別府コミュニティセンターの

複合施設、コミュニティセンター化された、

公民館と複合になってコミセンになって

いるんですけども、そこの検証もされてお

りまして、一定社会教育施設の教育的な役

割を担っていただけているというご評価
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を得て、味生公民館についてもコミュニテ

ィセンター化にしたらどうだろうという

ような内容の答申でございました。 

 その後、１０月１７日に教育委員会議に

おかれまして、生涯学習社会における社会

教育施設の在り方についてということで、

方針を定める件を教育長からご提案され、

承認されております。 

 内容は、これも効率化に向けてコミュニ

ティセンター化に向けてということで、ご

承認をいただかれたというふうに伺って

おります。 

 その後、教育委員会から要望がございま

して、コミュニティセンターの建設に向け

て、検討が進んだところでございます。 

 料金についてでございます。料金につい

ては、これまで高いというのは、私どもも

聞き及んでいるところでもございます。こ

れは別府コミュニティセンターは、別府公

民館からの利用者が大半でございます。料

金の経過措置があったものの、公民館と比

較しての数値で、高いという印象を持って

おられるというふうに考えております。 

 令和３年度からは味生地域のコミュニ

ティ施設の規模や機能についてまとめた

基本構想を作成してまいりますが、コミュ

ニティセンターが多くの方に利用してい

ただける地域に根差した施設になるよう、

料金も含め施設について地域の方々のご

意見を伺いながら、ニーズに沿った施設運

営を目指してまいりたいというふうに考

えているところでございます。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 森口課長。 

○森口市民課長 そうしましたら、市民課

に係ります三つの質問についてお答えさ

せていただきます。 

 まず、質問番号２番、住民基本台帳事務

事業でございます。自衛隊に名簿提供する

件において、除外申請制度の考えについて

ということでございます。 

 委員がおっしゃるように、京都市で除外

申請を始められたことや、近隣では大阪市

や箕面市など、他の自治体で除外申請制度

を設けているところが徐々にふえている

ことは認識をしております。 

 摂津市においては、以前、現在のところ

除外申請の導入については考えていない

と回答しておりましたが、世の情勢も考慮

し、今後は除外申請制度の判断も含めて、

自衛隊の名簿提供について、令和３年１０

月に新設されました、個人情報保護審議会

に諮っていきたいと考えております。 

 続きまして、質問番号３番、証明書交付

等事業窓口委託の件でございます。 

 委託事業所は、ゼロックス、この４月か

ら社名が変更しまして、富士フィルムシス

テムサービスとなっております。契約期間

は平成３０年度から令和４年度までの５

年間となっております。 

 委託金額の増につきまして、令和元年度

３，２７０万円が令和２年度に３，３００

万円、３０万円上がっておる件ですが、令

和元年度１０月に消費税が増税をされて

おります。消費税増税後、令和元年度は半

年間だけでしたが、令和２年度は丸々１年

間増税されておりますので、その分での増

になります。 

 続きまして、質問番号４番、個人番号カ

ードの交付事業でございます。 

 マイナンバーカードの状況でございま

すが、まず、申請枚数、申請率、それから

交付枚数、交付率につきまして、ちょうど

１年前の令和２年９月末と、直近、令和３

年１０月１７日時点のこの１年間で比較

をさせていただきますと、申請枚数が２万
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８，８６９件から４万３，５７３件、１万

４，７０４件増となっております。 

 申請率につきましては、３３．３４％か

ら５０．２３％、１６．８９ポイントの増

となっております。 

 交付枚数につきまして、２万４，３５５

件から３万７，９８３件、１万３，６２８

件の増となっております。 

 交付率につきましては、２８．１３％か

ら４３．７９％で１５．６６ポイントの増

となっております。 

 続きまして、マイナンバーカードの留め

置き数ですが、マイナポイントの導入によ

り、申請件数が非常に増加して、令和３年

７月２日時点では、留め置き数が３，２７

４枚まで達しましたが、現在は徐々に交付

が進んでまいりまして、１０月３１日時点

で、１，４７２枚が留め置かれている状況

にございます。 

 マイナンバーカードの再発行状況でご

ざいますが、直近３年間で申し上げますと、

令和元年度が１１３枚、令和２年度が１４

１枚、そして今年度は１０月末までの時点

で、１２２枚が再交付されたという状況に

ございます。 

 廃棄については、令和元年度が２２４枚、

令和２年度は２３３枚、そして、現在は新

型コロナウイルスで国のほうから廃棄は

待ってほしいという通知もございますの

で、令和３年度について廃棄はございませ

ん。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 松本課長。 

○松本文化スポーツ課長 それでは、文化

スポーツ課に係ります１点のご質問にお

答えいたします。 

 質問番号５番、味舌地区に建設中の体育

館の避難所機能ですけれども、２階東側に

備蓄倉庫を設置し、防災危機管理課と協議

して、水や毛布、食料等を備蓄いたします。 

 あと、全館、空調対応でもあります。 

 また、停電の場合、停電後最大３２時間

対応可能な非常用電源の設置、あとマンホ

ールトイレですね、２基の大きい多目的用

のテントを含んだ１２基のマンホールト

イレの設置など、予定どおり進めておりま

す。 

 あと、ユニバーサルトイレにつきまして

も、こちらは以前委員から民生常任委員会

の報告会の場で要望いただきましたよう

に、各フロアに多目的のトイレを設置いた

します。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 山本課長。 

○山本環境政策課長 ＰＦＯＡに関する

ご質問でございます。 

 まず、令和２年度、国が実施されました

全国調査についてご報告をいたします。 

 議員とのいろいろなお話の中で、大阪市

会のやり取りのお聞きをいたしまして、改

めて私も調べたところ、そういうふうな記

載があったということでございます。 

 具体的に申し上げますと、我々、国の調

査が実施された後、ホームページに掲載を

されました。そこの中に、国は概要という

欄がございまして、環境省は有機フッ素化

合物について、水環境における全国的な存

在状況を把握するため、令和２年度に有機

フッ素化合物の全国存在状況把握調査を

実施しましたというくだりがございまし

た。 

 この部分だけ頭に入っておりまして、同

じ発表の中に、調査地点を説明をしておる

くだりがございました。そこを見落として

おりましたので、この場をお借りしまして、

改めておわびをさせていただきたいと思
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います。 

 その調査地点という項目には、どのよう

な内容が記載してあるかということでご

ざいますけれども、さきの一般質問でもご

答弁いたしましたように、国は「本調査で

は各都道府県の有機フッ素化合物の排出

源となり得る施設周辺等を調査をした」と

いうふうに記載をいたしておりました。こ

の部分が、私、確認が漏れておりましたの

で、改めておわびをさせていただきたいと

思います。 

 次に、調査地点、特に他市における調査

地点でございます。全国調査をされたとき

に、大阪府に確認をいたしました。摂津市

におきましては、鳥飼本町でありますとか、

三島という地名まで公表をしているとい

うことでございましたので、委員にもご説

明したと思いますが、東淀川区についても、

地名までお教えいただきたいと。これはや

はり我々としても摂津市内は鳥飼本町な

り三島なりという地番が出ておりますの

で、その辺りまでお教えいただきたいとい

うことでご依頼をいたしましたが、大阪府

におかれましては、その摂津市外の大阪市

域につきましては、区までの公表というこ

とを我々のほうに説明をされましたので、

我々といたしましても、現在でありまして

も、東淀川区の何々という地名については、

大阪府からお聞きしてないというような

状況でございます。 

 この際、今、私も考えたんですけども、

水環境における調査権限と言いますか、そ

れは摂津市はなく、大阪市は政令指定都市

でございますので、大阪市においては水環

境における環境調査等々を実施する調査

権限等々がおありであるということと、

我々のような市町村におきましては、大阪

府がその水環境調査を実施すると、その差

によって我々としては今、東淀川区のその

地点が、我々のところに届いていないとい

うのは、そのような状況があるのかなと、

現在は考えております。 

 ご質問を受けましたので、また大阪府の

ほうにも、大阪市はそういう地名までご説

明をしておられるということを改めてご

説明をして、今後、そういうことが可能か

どうかについては、また協議をしていきた

いというふうには思っております。 

 以上です。 

○香川良平委員長 安田部参事。 

○安田生活環境部参事 それでは、環境業

務課に係ります２点のご質問にご答弁さ

せていただきます。 

 まず、ごみ収集処理事業のふれあい収集

に関するご質問でございます。 

 まず、対象となる方でございますが、ふ

れあい収集につきましては、家庭ごみの排

出が困難な高齢者、障害者世帯を対象に、

日常生活の負担の軽減、また、在宅生活の

支援を目的に戸別訪問して、収集をしてい

るものでございます。 

 利用に当たりましては、申請を受け付け

させていただいた後、家庭訪問をさせても

らいまして、収集の回数や声かけの必要性

など、事前に面談を行っているところでご

ざいます。 

 それと、令和２年度の対象者数でござい

ます。利用されている方は令和２年度末で

１１３件の利用がございます。そのうち令

和２年度に新規で申し込みをされた方は

３１件、トータルで言いますと、前年度か

ら７件の増にとどまりますが、これにつき

ましては、利用されていた方が施設に入ら

れたとか、お亡くなりになってしまったと

いったことで、増は７件ということになっ

ております。 
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 続きまして、同じくごみ収集処理事業の

一般廃棄物処理基本計画策定に係る質問

で、事業所に対する取り組みでございます。 

 委員のほうからもありましたように、昨

年度の振り返りをホームページのほうに

載せていただいているところでございま

す。 

 昨年度、計画を策定するに当たりまして、

事業系の燃やせるごみの組成分析という

のを初めて取り組みをさせていただきま

した。一部のサンプルなので、全ての状況

がこれで把握できたわけではございませ

んが、やはり見た中では新聞や雑誌など、

紙資源という部分の割合が非常に多かっ

たというふうに見ております。 

 ほかの取り組みとしましては、これは例

年やっております多量排出者、月当たり、

３，０００キログラム以上排出される事業

者に対して、減量計画のほうの提出を求め

ております。こちらについては２６事業者

に求めております。 

 あとまた、基本計画の中に合わせて食品

ロス削減計画もつくらせていただいてい

ます。フードドライブというところもやら

せていただいております。昨年度も食品ロ

ス削減月間にフードドライブをやらせて

いただく際には、事業者の方にもその旨、

周知をさせていただいております。 

 今年度のフードドライブの話にはなっ

てしまいますけども、一部の事業者の方か

らアルファ米の提供というのがございま

したので、一定、事業者の方にも周知のほ

うが届いていたのではないかなと考えて

おります。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 三浦環境センター長。 

○三浦環境センター長 それでは、環境セ

ンターに係ります質問番号１０番の質問

にお答えいたします。 

 一般廃棄物処理基本計画における事業

者に対する意識の高揚にかかるご質問で

ございます。 

 環境センターへの事業系一般廃棄物の

搬入につきましては、許可業者による搬入

と、事業者自身の搬入がございます。 

 許可業者につきましては、許可業者との

協議の場である業者連絡におきまして、分

別の啓発を行っております。また、事業者

自身の搬入につきましては、事前の搬入申

し込み時に分別の啓発をするとともに、搬

入時には監視カメラや目視によってごみ

の確認を行い、紙やパンフレット等の資源

については、分別するよう指導を行ってお

ります。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 吉田部参事。 

○吉田生活環境部参事 それでは、産業振

興課に係ります３点のご質問についてお

答えさせていただきます。 

 質問番号１１番、創業支援事業の創業促

進補助金でございますが、令和２年度から

実施した事業でございまして、飲食店を対

象にした創業、開店から５年以内の方のテ

ナント料を６か月間、５万円を上限に出さ

せていただく事業で、商工団体、商店街の

団体に入ると、さらに６か月、延長すると

いうような補助事業でございます。 

 ただ、タイミング的に飲食店ということ

で、コロナ禍の状況下でございましたので、

申請は１件のみということでございます

が、この事業を利用するに当たって、コン

サルタントの派遣事業を最初の申請時と、

あとその６か月後の事業効果を見るとい

うことで、利用していただくことになって

おります。 

 今回、申請いただいた方は、２年目の飲
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食店、喫茶店を経営する方だったんですけ

れども、補助金を出すきっかけとしては非

常によかったんではないかと考えており

ます。 

 コンサルタントのアドバイスなんかも、

結構素直というか、すんなりと入るきっか

けにもなりましたし、細かい話にはなりま

すけど、２階の利用までなかなかできなか

ったということで、主に１階だけの利用だ

ったんですけれども、２階をイベントに利

用したらどうだとかという形でアドバイ

スをすることで、例えばひな祭りイベント

みたいな形での貸し切りみたいな形をし

て、臨時的な収入を得たりとか、そういう

形で、創業の中でなかなか事業をされるだ

けでも大変なんですけれども、より方向性

を持って事業を方向づけできたというこ

とで、非常に喜んでいただいたと考えてお

ります。 

 家賃の上限が５万円ですが、補助率は２

分の１ですので、６か月で最大３０万円の

ところ２１万円の支給となりましたけれ

ども、取り組みとしてはよかったのではな

いかと考えております。 

 続きまして、質問番号１２番、新型コロ

ナウイルスの対策事業、令和２年度、激励

金から始まって、いろんな雇用継続支援金

や、それ以外の事業に関して、執行率が低

い点もあるが、どのように考えているのか

というご質問でございますが、当初、小規

模事業者激励金は、まだ国や府の事業が実

施されておりませんでした。 

 国の事業が実施されて、例えば持続化給

付金や家賃給付金など、非常に、特に持続

化給付金なんかは、いろいろと批判もあり

ますが、国全体で４兆円という、非常に申

請しやすいような事業にもなっておりま

すし、府のほうもこの休業要請支援金は、

府と市で半分ずつということではござい

ましたが、その後は国と府で飲食店向けの

休業者向けの制度、今年の９月３０日まで

ずっと継続されたということで、市としま

しては、それ以外の形で、やはりしていく

べきではないかということで、比較的国の

事業が仮にあったとしても、もう少し手厚

くするべきではないかとか、テイクアウ

ト・デリバリーのように、新たな試みをし

ているところに手厚くというか、支援する

べきではないかという形でさせていただ

いた事業でございます。 

 ただ、予算の想定よりは申請が少なく特

にテイクアウト、デリバリーに関しては大

体事業所、市内飲食店、３４０から３５０

店舗あるので、４割ぐらいはしていただけ

るんではないかとか考えておったんです

けど、実情、２割程度というような現状で

あったりとか、あと雇用継続支援金に関し

ましても、利用される業種というのは、偏

りがあったりとかということもあって、想

定よりも低い執行率に至ってしまったの

ではないかと考えておる状況でございま

す。 

 なかなかコロナ禍の中で、どういう業種

が、どの部分にということは、試行錯誤す

る部分はございますが、できるだけ国の状

況や府の状況も注視しながら、支援を継続

的にしていけたらなと考えておる状況で

ございます。 

 質問番号１３番、企業立地等促進事業の

令和２年度の大企業や中小企業の実績の

状況でございますが、令和２年度、大企業

が９社で２４件の申請で、金額の方が２億

２，６３１万７，５８５円、率で言います

と９６．３％で、中小企業は、１５件で８

８１万１，３１０円、比率で言いますと３．

７％という状況でございます。 
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 以上でございます。 

○香川良平委員長 増永委員。 

○増永和起委員 それでは、２回目の質問

をさせていただきます。 

 味生公民館のコミュニティセンター化

を見据えた様々な経過を聞かせていただ

きました。市民の方が、やっぱり特に地域

の方ですね、公民館を利用されている方は

もちろんですけど、この味生公民館の周り

の地域の方々が、こういうふうに自分たち

の思いをちゃんと酌んでくれたんだとい

うことが納得できるような形、もちろん自

治連合会とか、そういうところにもご要望

もあったということですから、全く話を聞

いてないとは言いませんけれども、ただ、

自治会の加入率、先ほどもおっしゃってい

たように、今そう高くない状況の中で、自

治会の会長たちのほうから要望が出て、そ

れで地域の要求を聞きましたということ

になるのかというと、そうはなかなかいか

ないんじゃないかというふうに思います

ので、ぜひその辺ではしっかりと地域の声

を聞くということをやっていただきたい

なというふうに思います。 

 料金のお話、別府コミュニティセンター

の料金が高いということについては、声は

上がっているということを認識していた

だいているというお話でした。 

 それは、この味生公民館がコミュニティ

センターになるに当たって、新しい料金体

系を考えていくということなのかなあと

思うんですけれども、別府コミュニティセ

ンターの今の料金体系とは違う形を考え

ていくのかなと思うんですけれども、それ

は別府コミュニティセンターの料金も変

えるということなのか、ここをもう少しき

ちっと伺いたいと思います。 

 これから他の公民館も建て替えていか

なければならない時期というのがきっと

来ると思うんですけれども、そのときには

みんなコミュニティセンターになってし

まうのかということについて、いやいや公

民館のままでいくというところもあるの

か、ここについてお伺いしたいと思います

ので、お答えください。 

 次、質問番号２番です。除外申請と名簿

提供等、そういうことも含めて個人情報保

護審議会に諮っていきたいというお話で

した。 

 この京都市の件も個人情報保護審議会

にかけられたんですけれども、個人情報保

護審議会のほうは法的には問題ないみた

いな答えを出しているんです。けれども、

それに対しては不服だということで、そう

いう表明もされているところであります。 

 個人情報保護審議会、そこで通ったから、

問題ないというふうには思わないわけで

すけれども、きちっと慎重にそこは考えて

いただきたいと思います。 

 除外申請制度をつくるということでし

たら、ホームページに掲載するというのを

よくやってはるんです。まず、その対象者

の方々は、自分の情報が提供されているこ

とすら今知らないわけですよ。ですので、

そんな除外申請をやってますよというこ

とがホームページに掲載されても、自分が

対象やと思ってへんかったら、見にも行か

ないわけですから、まずは対象者にちゃん

と、こういうあなた方の情報をデータに出

してますよというのをまず知らせなあか

んと思います。 

 その上で、除外申請をする方は、これで

申請してくださいという形で、別に申請用

紙を送るとか、そういうことについても、

個人情報保護審議会にかけると言わはる

んだったら、しっかりと考えて行ってほし
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いなというふうに思います。 

 自衛隊は若者の名簿を隊員募集等に使

うというふうに言うています。ダイレクト

メールなんかを出すのに使っているとい

うようなことなんですけれども、そのとき

に民間業者に発注しているんじゃないか

なというふうに思うわけです。自衛隊の人

が手書きでダイレクトメールを書いてい

るとは思えないので、公的機関の下請けの

民間業者から個人情報が漏えいするとい

うような問題は、今までにもたくさんござ

いました。そんなことがあったとしたら、

自衛隊だけの問題ではなくて、名簿を提供

した摂津市にも責任が生じてくるわけで

す。自衛隊が名簿をどのように管理、使用

しているのかをつかんでいるのかどうか、

そのことについて教えてください。 

 次、質問番号３番です。委託契約はいつ

までかということは、答弁いただきました。 

 富士フィルムシステムサービスに対し

て証明書の発行等、委託していただいてい

ると思うんです。消費税が増税されると、

委託料が上がるんやということは、本当に

はっきり分かるわけなんですけれども、こ

れから先の委託について、どうしていくの

かというのを、令和４年度までということ

は、その契約が切れる前にしっかりどうす

るのか、次のことを考えていかなあかんと

いうことになるわけですね。もうそろそろ

考えていかなあかん時期が来ているんや

ということやと思います。 

 今回、コロナ禍のことが非常に心配な状

況がずっと続いてきたわけですけれども、

摂津市では窓口の係の人がコロナに感染

することがなかった。 

 けれども、もしもその中で感染が発生し

て、濃厚接触者が広がるというふうな事態

になったとしたら、一体どういうふうな対

応が考えられているのか、このことについ

てお伺いしたいと思います。 

 例えば職員の中で、誰かコロナにかかっ

たというふうなことがあったら、多分、ど

ういう対応をするのかという計画を立て

ておられると思うんですよ。濃厚接触者に

なった方は、出勤できないわけですから、

ほかのところから応援に入るとか、そうい

うこともあり得ると思うんですけれども、

富士フィルムシステムサービスとは委託

契約ですから、市の職員が入って応援する

わけにはいかないわけですね、請負業務な

わけですからね。法律違反になります。ど

んなふうに考えておられるのか、お聞かせ

ください。 

 続きまして、質問番号４番です。個人番

号カードの交付事業です。 

 多くの申請があったけれども、発行まで

はかなり時間がかかっていると聞いてお

ります。留め置きも結構やっぱりあるなと

思います。廃棄というのもやっぱりあるん

だなというのも、今のお話を聞いていて分

かりました。 

 一人５，０００円分のポイント還元を行

うという政府の誘導策、例えば子どもを含

めて一家４人で申請したら、２万円分のポ

イントがもらえるということで、このポイ

ントを狙ってというか、そのためにマイナ

ンバーカードを作られたと。だけれども、

子どもの分も作ったということになって

も、日常的に使わなければ、今度また更新

ということが来たときに、やっぱりその更

新はしないということになり得ると思う

んです。 

 日常的にこのマイナンバーカードを使

わせようというふうに政府は思って、保険

証代わりにできますよというような制度

を導入したんですけれども、先行して始ま
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った医療機関でトラブルが起きて、４月か

らの本格運用を中止せざるを得なくなり

ました。 

 また、厚生労働省のホームページ、１０

月２０日から本格運用をやりますという

のを出しているわけですけれども、そのホ

ームページの同じところに、使える医療機

関は徐々に拡大していく予定ですと記載

されているだけです。つまりどこでも使え

るわけでないわけですわ。 

 また、その使えるところでも、保険証を

持参してくださいと書いてあるんですよ。

マイナンバーカードで保険証代わりにな

りますよって言うているのに、使うんだっ

たら保険証を持ってきてくださいねって

言ったら、一体何のことやら分かりません

よね。今、そんなような状態なんです。 

 トラブルがあるのは前提のような、そう

いうやり方を行っていますが、誘導策に税

金を使って、トラブルだらけで、大切な個

人情報の漏えいをする危機にさらされて、

職員の皆さんの仕事量も非常にふえてい

ると。マイナンバーカードのこのやり方と

いうのは、本当に無理があるし、国民の一

人一人の憲法に基づいた自分自身の情報

をコントロールする権利というのを侵さ

れるもんだと思いますので、私は廃止すべ

きだと思っております。 

 保険証は今までどおり発行されるわけ

ですし、カードの保有は強制ではないこと

をしっかりと伝えていただきたい。また、

無理やりな誘導策をしないように要望し

て、この質問は終わります。 

 続きまして、質問番号の５番です。文化

スポーツ課の体育施設維持管理事業です。 

 先ほどいろいろとお話しいただきまし

た。大変、前向きに避難所としても体育館

としてもいい施設をつくっていただいて

いっていると思いますので、ぜひそのこと

をしっかりと市民の皆さんにも分かって

いただけるようにＰＲもしていただいて、

事故のないよう、安全に工事を最後まで進

めていただきたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。この質問もこれで終

了いたします。 

 続きまして、質問番号の７番です。ＰＦ

ＯＡの問題ですけれども、気がつかなかっ

たとか、そういうご答弁は、本当に悲しい

なと思います。大変な問題なんですよ。国

会でも取り上げられて、国も動いていこう

としている重大問題です。摂津市は当事者

です。 

 当時の小泉環境大臣が国会答弁の中で、

大阪府やダイキン工業、関係自治体と、そ

こをしっかり見守っていきたいというふ

うにもおっしゃっていました。見守られて

いるわけですから、国に直接聞いてもいい

わけですよ。 

 先ほど、私、調査地点の地名を大阪市が

知っていたというふうには言っていませ

ん。地図上で調査地点の確認をしました。 

 三島とか鳥飼本町という地域の名前は

出ておりません。摂津市も同じように地名

が分からなくても、地図上のどこですかと

いうて聞くことは可能なんじゃないです

かね。しっかりそういうことについてアン

テナを張って、情報を取ってきていただき

たい。でないと、市民は本当に不安に思っ

ているのに、当事者のこの摂津市が置き去

りにされて、お隣の大阪市のほうがよく知

っているって、納得がいかないと思います

ね。 

 第３回定例会の一般質問のご答弁で、大

阪府が国に対して土壌の調査や作物につ

いて、また健康被害について調査をしてほ

しいというふうなことの要望書を出して
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おられる。また、そういう飲み水以外の指

針についても、ちゃんと出してくれという

要望書を出しておられるというようなご

答弁をいただきましたけれども、これはい

つ、どのような形態で出されたのか。摂津

市には事前に説明があったのか。これにつ

いて教えてください。 

 続きまして、質問番号８番です。ごみ収

集処理事業についてです。 

 ふれあい収集、減ることもあるけれども、

新規では３１件もふえていると。これから

高齢者の方がふえていく中で、需要が高ま

っていく事業ではないかなというふうに

思っています。 

 他市にも同じような事業はあるんです

けれども、要介護３以上でないと駄目とか、

結構厳しい要件がついていて、なかなか受

けられないというふうなことも聞いてお

りますが、摂津市ではぜひその方々の状況

をしっかりと見ていただいて、例えば狭い、

細い階段があって、つえついて、ごみを持

って出すのが大変なんだと、そういうよう

なご苦労もよく聞くわけなんですけれど

も、どんなふうに判断をされているのか、

お聞かせいただきたいと思います。 

 続きまして、質問番号９番です。一般廃

棄物処理基本計画ですけれども、事業所系

のごみがなかなか目標どおりに行かない

ということを受けて、令和２年度でも取り

組みをされておられるということでした。 

 様々な形でやっておられると思います

ので、引き続きしっかりと進めていただい

て、やはり今の気候危機というのは、本当

に待ったなしのところまで来ていると思

いますので、ただの目標にしないで、しっ

かりと進めていただけるように、要望とし

ておきます。 

 続きまして、質問番号１０番です。環境

センターですけれども、環境センターのほ

うでもしっかりそういう医療系ごみにつ

いてもきちっとした取り組みをしていた

だいているんだなというのが分かりまし

た。 

 ただ、これが茨木市との広域化というこ

とになると、摂津市からは手が離れちゃう

わけなんですけれども、そういうことにつ

いて、どういうふうに考えておられるのか、

お尋ねしたいと思います。 

 続きまして、質問番号１１番です。この

補助金は当初これから創業する人が対象

だというお話をいただいたと思うんです。

そうじゃなくて、今やっている人にもぜひ

出してほしいと何度か言わさせていただ

いたと思うんですけれども、その後、いろ

いろ考えていただいて、開店５年以内とい

うことで、対象を広げていただいたおかげ

で、この方がその要件にかなって、大変喜

ばれたということだと思います。 

 コロナ禍で家賃支援というのは、本当に

ありがたかったと思います。また、コンサ

ルタントのアドバイスなんかも受けられ

て、それもよかったと言っておられるとい

うことですので、本当にこれは、助かる制

度で、いい制度だなというふうに思います

ので、これからさらにしっかりと広げてい

ただきたいなというふうに思うんです。 

 今、コロナ禍で困っておられる貸し工場、

倉庫などへの補助金、こういうことにもぜ

ひ大きく貢献すると思うので、コロナ対策

としてもぜひやっていただきたいなと思

いますので、そこをぜひ考えていただきた

い、これ要望としておきます。 

 同じく質問番号１２番ですけれども、ビ

ジネスマッチングというのをよく言われ

るんですけれども、せっかくのコロナ支援

策も、中小企業のニーズに応えていなけれ
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ば、応募もなかなかなかったりするわけで

す。 

 国や府の制度というのは、非常にハード

ルが高かったり、５割の売り上げが減収し

ないといけないとか、いろいろあります。

小さい店舗はもう５割も減やったら、それ

こそ店が潰れてしまいますわ。 

 摂津市は中小企業とすごく距離が近い

と思うんです。規模の大きな大阪市なんか

だと、なかなか見えにくいけれども、そう

いうところでこそ、ぜひ本当に業者のニー

ズに合った支援策、これからも緊急事態宣

言解除となりましたけれども、しんどい状

況が続いているところは、今もたくさんあ

ると思うので、ぜひお願いしたいと思いま

す。 

 これも要望としておきます。 

 質問番号、１３番です。先ほどお話を聞

いていましたけれども、何とこの事業の９

６．３％が大企業９社やと。２億円超えて

いる金額ですよね、１年間でね。これが中

小企業は３．７％、１２社で３．７％です

ね。もう本当にほとんど大企業のためのも

んじゃないですか。 

 この摂津市の企業立地等促進事業とい

うのは、中小企業も使えますよということ

で打ち出したわけで、だからこそ私たちも

賛成もしたわけですけれども、もうほとん

ど大企業のためのものになっているなと。 

 そのお金、やっぱり中小企業にちゃんと

しっかり回して、中小企業を本当の意味で

応援するような支援策をぜひつくってい

ってもらいたいと思います。 

 先ほど言った家賃補助、また住宅店舗の

リフォーム助成制度なんかも、今、飲食店、

ずっと店を閉めているんで、改修してはる

ところが結構あります。地域振興券とか、

リフォームに助成をすれば、地域の中で活

性化されていく、お金が回っていくという

ことになると思うので、これも要望として

おきますが、ぜひよろしくお願いいたした

いと思います。 

 以上です。 

○香川良平委員長 答弁を求めます。 

 丹羽部参事。 

○丹羽生活環境部参事 質問番号１番で

ございます。料金設定について、体系を変

えるのかということと、あと公民館はこれ

から建て替え等があれば、コミュニティセ

ンターになるのかというご質問でござい

ます。 

 味生コミュニティセンター、仮称でござ

いますけれども、料金につきましては、基

本的には摂津市使用料、手数料等の見直し

に関する基本方針に基づいて算定してま

いりたいというふうに考えているところ

でございます。 

 ただ、味生コミュニティセンターを造る

としましたら、既に別府コミュニティセン

ターのほうもありますので、そことの料金

との整合性等々も出てまいります。また、

先ほどの答弁の繰り返しになりますが、地

域の方々の意見を聞くということと、これ

につきましては、味生公民館だけではなく

て、別府コミュニティセンターの声もこち

らのほうへ届いておりますので、そこら辺

も含んで、考えていく必要があるのではと

いうふうに考えてございます。 

 公民館がコミュニティセンターになる

のかということでございますが、公民館の

所管が教育委員会になりますので、私のほ

うで答弁がなかなか難しいところがある

かと思うんですけれども、地域のニーズ

等々を含めてご検討されると思いますし、

トータルで考えますと、公共施設等総合管

理計画の中には、やはり老朽化してくる施
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設等の活用というか、計画がありますので、

そこら辺を加味して検討されていくので

はというふうに考えているところでござ

います。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 森口課長。 

○森口市民課長 そうしましたら、市民課

に係ります二つの質問についてお答えを

させていただきます。 

 質問番号２番、自衛隊の名簿管理、それ

から自衛隊の委託業者のほうから個人情

報が漏れるおそれがあるのではないかと

いうご質問です。 

 この件に関しましては、自衛隊に直接確

認をさせていただいております。摂津市か

ら紙媒体で提供した名簿の管理は、自衛隊

事務所内に鍵のかかる名簿管理用の書棚

がございまして、ここで管理をしておりま

す。 

 鍵は事務所長のみが保管しており、名簿

を使用する際にのみ取り出しております。 

 対象者への宛名印字につきましては、業

者委託しているわけではなく、自衛官のみ

が目視でパソコンに入力して、宛名作成を

しており、提供した名簿は終了次第、年度

末に廃棄をしています。 

 続きまして、質問番号３番、窓口委託に

ついてでございます。 

 新型コロナウイルス等で委託業者が業

務をできなくなった場合の対応について

は、コロナに限らず、災害等発生した場合

にも、同じことが言えるかなと思っていま

すが、災害時等の不可抗力につきましては、

委託契約書内で地震、火災、洪水、疫病、

天変地異、その他当事者の合理的支配を超

える不可抗力により、本契約の全部、また

は一部の義務の履行が不能になった場合、

可能な限り速やかに相手方当事者にその

事情を報告するとうたってあります。 

 また、その不可抗力事由が継続している

間は免責になり、不可抗力事由が相当期間

継続し、契約目的を達成することができな

いと判断した場合は、相手方との協議の上、

本契約の全部または一部を解除するとう

たっております。 

 実際にそのようなことが起きた場合、他

の自治体の委託職員や本社スタッフの応

援を想定しているということでございま

す。 

 実際に災害等が発生した場合、一律の対

応ではなく、その時々で最適な方法を探る

しかないかなとは思うんですが、委託業者

と協議しながら、法令に違反しない形で慎

重に判断してまいりたいと考えておりま

す。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 山本課長。 

○山本環境政策課長 ＰＦＯＡに関する

ご質問でございます。 

 大阪府が国に対する要望ということで、

大阪府が国にいつ頃要望したかという点

でございますけれども、今年の７月という

ことでお聞きをいたしております。 

 ただ、我々がこの情報を把握いたしまし

たのは、９月の末でございましたので、今

後、こういうことがあれば、早々に情報提

供のお願いをそのときにいたしました。 

 先般、議員の皆様にメールでご通知した

と思います。８月の大阪府におけるＰＦＯ

Ａの調査が１０月２０日付けで公表され

ました。ご案内をさせていただいたと思い

ます。その中で、その項目も書かれる可能

性があるのかなということで思っており

ましたので、その公表結果の日時なり、結

果、中身を見て、記載はされておられませ

んでしたので、２０日以後、摂津市のほう
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でも公表させていただくということで、大

阪府ともお話をして、一般質問の中でＰＦ

ＯＡに関するご質問がありましたので、そ

の中でご紹介をさせていただいたという

ふうな経過でございます。 

○香川良平委員長 安田部参事。 

○安田生活環境部参事 それでは、環境業

務課に係ります、ふれあい収集に関するご

質問でございます。 

 利用申請に当たっての判断についてと

いう問いと思います。先ほども申しました

とおり、ふれあい収集につきましては、家

庭ごみの排出が困難な高齢者、障害者の世

帯を対象にやっております。 

 具体的なパターンは様々あります。確か

に１戸建てで玄関にすぐ出せて排出でき

る方もおられますし、２階の賃貸等でなか

なか下まで下りるのが大変ということで、

一概に線引きは難しいところではござい

ます。 

 そういった中で、先ほど申しましたよう

に、申請に当たりましては家庭訪問等をさ

せていただきまして、お体の状況やとか、

現在のごみ出しの状況、こういったところ

をお聞きする中で、利用のほうを受け付け

させて、決定させていただいております。 

 事例で申しますと、これまで同居の方が

住んでおられたけども、同居の方が施設に

入ってしまって、ごみを出してもらえる方

がいないとか、お亡くなりになってしまっ

たとか、そういったことで利用されるとい

うケースも多い状況でございます。 

○香川良平委員長 三浦環境センター長。 

○三浦環境センター長 それでは、広域化

に伴う事業系一般ごみの搬入についての

ご質問にお答えいたします。 

 広域化を予定している令和５年度以降

は、茨木市の環境衛生センターへのごみの

持ち込みをしていただくこととなります。

そのため、茨木市との広域化が実施される

前には、資源類については、分別した上で

搬入していただくよう、事業者の皆様に対

して周知を図りたいと考えております。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 増永委員。 

○増永和起委員 それでは、３回目です。 

 １番目、コミュニティセンター管理事業

です。 

 なかなか言いづらいところなのかなと

思いますけれども、別府コミュニティセン

ターの料金の整合性も考えなくてはいけ

ないというお話ですので、ぜひ別府コミュ

ニティセンターの料金の引き下げを改め

て要望しておきたいと思いますので、よろ

しくお願いします。 

 別府コミュニティセンターが公民館か

らコミュニティセンターになるときには、

地域の皆さんと一緒にワークショップも

行って、地域の要望をくみ上げるという努

力をしていただいたと思います。 

 新たに公民館をコミュニティセンター

化していくというふうな場面がこれから

ほかの地域で出てくる場合には、やはりそ

の地域の住民の方としっかり話し合うよ

うな、そういう場を、一部の方とか自治会

長に言うたからええねんということでは

なくて、しっかりと話し合う場を重ねてい

ってもらうように、これは教育委員会のほ

うにも言わなあかんのかもしれませんけ

れども、ぜひしっかりとした協議をしてい

っていただけるように、これも要望として

おきます。よろしくお願いします。 

 質問番号２番です。自衛隊の名簿のこと

ですけれども、今聞いてびっくりしたんで

すけど、自衛隊はダイレクトメールなんか

を出すのに、隊員が名前書きとか宛名つけ
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とかやっているわけなんですか。大変な量

に全国的にはなるだろうと思いますの。そ

のことは新しい情報として、またほかの皆

さんにもお伝えしておきます。 

 きちっと管理をしていただくというこ

とは非常に大事やと思いますので、ぜひお

願いしたいと思います。 

 全国で名簿提供がふえてきたのは、安倍

元首相が自治体が協力しないというふう

な発言をしてからのことです。名簿提供に

よって自衛隊が若者に簡単に勧誘の書類

などを送れるようになったということが

あれば、やはり非常にそれは問題だという

ふうに思います。 

 市民から、子どもが高校３年生になって、

自衛隊から募集の手紙が郵送されてきた

と、情報をどこでつかんだのか気持ち悪く

て恐ろしかったというふうな声も聞いて

おります。 

 今、自衛隊は紛争地への派遣も行われ、

戦争に巻き込まれる危険もあります。若者

を戦場に送らないためにも、住民基本台帳

法に基づき、名簿提供はやめるように改め

て要望しておきたいと思います。この質問

は終わります。 

 続きまして、質問番号３番、証明書交付

事業、窓口の業務委託です。 

 コロナに限らず災害が起きた場合、契約

書の中にはそれが書いてあるわけですけ

れども、最終的には契約解除ということも

あり得るという契約内容やったと思いま

す。 

 私は、それは民間業者なんですから、当

たり前だと思うんです。働いておられる

方々も、いろいろ形態はあるでしょうけど、

パートやら派遣の方やらいろいろあると

思いますけれども、そういう方に公務員の

皆さんと同じように災害時でも何を置い

てでも出てこいなんていうことは、やはり

なかなか言えないというのが、だからこそ

民間と公務員の差があるというふうに思

っているんです。 

 今後、この委託をどうしていくのかとい

うことについては、やはり何でもかんでも

民間に委託したらそれでいいんやという

ふうなことではなく、しっかりと考えてほ

しい。 

 災害のときに住民票を発行するとか、戸

籍を発行するとか、そういうことって本当

に必要な、重要なことになってきますよね。

様々な手続でそれが必要やということは、

今までの災害で実証されていると思うん

です。その一番大事なところが、災害のと

きに機能しないというふうになったら、本

当に目も当てられないということになる

と思いますので、そこのところは、今後の

委託業務をどうするのかということをし

っかり踏まえながら、そこを考えてもらい

たいなというふうに思います。要望として

おきます。 

 続いて、ＰＦＯＡの問題です。府に要望

書を出したということを教えてもらった

のが９月末やと、７月に出されたのにそん

なに遅かったということなんですね。何の

ためにこのＰＦＯＡの対策会議を大阪府

とダイキン工業と三者で摂津市がずっと

１０年間もね、１０年以上もやってきてお

られるのかというふうに思いますね。そう

いう重大なことを、大事なことを摂津市抜

きに勝手にやられているというのは、どう

いうことかなあというふうに、本当に疑問

に思います。摂津市の役割って、一体何な

んでしょうね。 

 やはり一緒に対等な立場でちゃんと協

議をするというんだったら、大阪府に対し

てもしっかりと物を言うていただきたい
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なというふうに思います。 

 その要望書というのは、近々全議員に届

くんですかね。もしそうでないんだったら、

資料請求を委員長にお願いしたいと思い

ますので、よろしくお願いします。お答え

をください。 

 また、先ほども大阪府の新たな調査の結

果というのを頂くということはできまし

た。ダイキン工業も新しい対応、対策みた

いなことを考えておられるというのが、情

報としても入ってきているわけなんです

けれども、そのことについて、具体的に摂

津市は何かつかんでおられるのか、教えて

いただきたいと思います。 

 続きまして、質問番号８番、ごみのふれ

あい収集です。 

 それぞれの事情があると思うんです。家

庭訪問していただけるということですの

で、個別の状況にしっかり寄り添った対応

をしていただいて、ぜひ市民の方々にとっ

て本当にいい事業であるように、ぜひよろ

しくお願いしたいというふうに思います。 

 これからますます需要が高まることや

と思うので、寄り添った対応を要望して、

この質問も終わります。 

 質問番号１０番です。広域化になると、

今度は茨木市のほうの環境衛生センター

ですか、そこへ持って行くことになると。

それまでにちゃんと分別をしてもらえる

ようにしていきたいというようなお話で

した。 

 事業系ごみってなかなか大変だと思う

んですけれども、最終的に焼却炉は茨木市

かもしれないけれども、業者は摂津市の業

者なわけですから、そこはやっぱり摂津市

がこれから先もしっかりと分別していた

だけるようによろしくお願いしたいと思

います。この質問も終わります。 

 ３回目、以上です。 

○香川良平委員長 答弁を求めます。 

 山本課長。 

○山本環境政策課長 大阪府からの国へ

の要望につきましては、大阪府より抜粋部

分を頂戴いたしておりますので、ご指示い

ただけましたら、また資料配付はさせてい

ただきたいと思います。よろしくお願いい

たします。 

 それと、大阪府が発表した水質調査結果

における市内企業、化学メーカーの新しい

取り組みということでございます。委員の

皆様も分かっていただいていると思いま

すけども、令和２年度から専門家の指導の

下、敷地外への流出防止を確実に担保する

よう対策を行うため、地下水調査を実施し、

地下水濃度の流向に関するシミュレーシ

ョンモデルを構築するとともに、より優先

的な箇所の特定をしていくという点と、令

和３年１０月現在、用水の強化や矢板によ

る囲い込みなどの恒久的な対策について

検討中であると。その検討結果を基に、今

後、段階的に矢板設置等の設備対策を実行

していく予定であると、この２点について

新しく大阪府の報告の中で記載された内

容でございます。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 増永委員。 

○増永和起委員 ダイキン工業もいろい

ろと対策を考えているということだと思

うんですけれども、それが一体具体的には

どういうふうなことで、例えばどういう目

的を持って矢板を立てるのかとか、そこら

辺について、この情報だけでは分からない

わけです。こんなことをしようと思ってこ

れをやるんだとか、こういう調査をして、

こんなことを明らかにしようとしている

んだとか、もっと具体的に聞かないことに
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は、それが本当に果たして私たちが望んで

いることなのかどうなのかということに

ついても、分からないということになりま

す。 

 矢板を立てて、敷地内の中だけで、ろ過

をして、敷地内の濃度は下げると、でも、

矢板を立てた外側は知らないよという話

なのか、そこら辺はどういう意図でやらは

るのかということについても、しっかりと

聞いて、私たちにもちゃんと情報を提供し

ていただきたいし、市民にとってそれがよ

いことなのかどうなのかという判断がで

きるだけの材料をいただきたいなという

ふうに思います。摂津市としても市民の健

康を守るという立場に立って言っていた

だきたいなと思います。 

 また、情報をできるだけしっかりキャッ

チしていただいて、発信していただくとい

うことを強く要望して、私の質問を終わり

ます。 

 委員長から資料請求をお願いします。 

○香川良平委員長 分かりました。大阪府

から国への要望書ということですね。委員

全員に資料提供をお願いしたいと思いま

す。 

 増永委員の質問が終わりました。 

 暫時休憩いたします。 

（午後２時５２分 休憩） 

（午後３時２７分 再開） 

○香川良平委員長 それでは、再開をいた

します。 

 ほかにございますか。 

 森西委員。 

○森西正委員 それでは、歳入に関しては

決算書で、歳出に関しては決算概要で質問

をさせていただきますので、よろしくお願

いいたします。 

 まず、歳入ですけれども、決算書の３２

ページ、３３ページですけれども、コミュ

ニティプラザ使用料７０４万５，６０１円

ですね。令和元年度に比べて減少してます

けれども、恐らく新型コロナウイルスの影

響だと思うんですが、コミュニティプラザ

以外も含めてコミュニティセンター、文化

ホール、テニスコート、広場、体育館、正

雀市民ルーム、市民ルームフォルテもかな。

その点、コロナの影響があるのかないのか、

教えていただきたいと思います。 

 それで、３４ページ、３５ページ、斎場

使用料ですけれども、１，７３８万８，１

５０円、令和元年度の１，４８４万９，２

８０円から増ですね、恐らく件数がふえて

いると思うんですが。葬儀会館使用料が１，

６４１万２，０００円ですかね、令和元年

度が１，６９５万５，０００円だったと思

うんです。こちらのほうは減少となってい

ますけれども、その点の件数の関係を教え

ていただきたいと思います。 

 同じくその下ですけれども、墓地の使用

料２３６万６，０００円ですけれども、令

和元年度から比べてかなりふえていると

思うんですけれども、増の原因、なぜかと

いうところと、今、社会的に墓じまいとい

うのがふえていると思うんですけれども、

市の考えとか、その点はどうなのかという

のもお願いします。 

 続いて、歳出、決算概要のほうに進みた

いと思います。 

 ５４ページ、５５ページですね。都市交

流費、中国蚌埠市友好交流事業、これゼロ

円ですけれども、現状、もともとは中国と

日本との政治的な問題があったと思うん

ですけれども、今、コロナというのがある

と思うんですが、現状は今どうなっている

のかということと、バンダバーグ市につい

ても現状はどうなっているのか教えてい
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ただきたいと思います。 

 ５８ページ、自治振興費、自治会の加入

率が５０％を切っているというような状

況で、減少対策をどう考えているのかとい

うとこと、それと、鳥飼西小学校とか鳥飼

北小学校の地域は加入率が３０％代だと

思うんです。安威川以北のほうが比較的高

くて、高い地域は７０％とかにはなってい

ると思うんですが、その差をどう考えてい

るのか。また、そこをどうしていくのかと

いう考えを教えていただきたいと思いま

す。 

 次が、６８ページ、戸籍住民基本台帳費

の中で、全体的に個人番号カード交付事業、

戸籍住民基本台帳費、住民基本台帳のそこ

のシステム、戸籍システム、住居表示シス

テム、コンビニの交付システムとシステム

が出てますけれども、この全体的な課での

システムの仕組みというのはどうなって

いるのかを教えていただきたいんです。そ

れと、契約先とか契約内容、それはどうな

っているのか。 

 それで、本市の契約先が府下で見た中で

シェアの多い業者になるのかその点、全体

的に教えてほしいと思います。 

 続いて、７４ページで、スポーツ推進委

員活動事業、活動状況と委員の定数がある

と思います。実際の人数というのはどうい

うふうなのか教えていただきたいと思い

ます。 

 ７６ページ、新味舌体育館（仮称）の建

設工事で１億１，７０６万９，０００円の

残額が出てますけれども、先ほどから他の

委員も質問をされてますけれども、その中

で防災機能をとかいうようなお答えもあ

りましたけれども、かつては総合体育館と

いうことで鳥飼地域のスポーツ広場で建

設予定とした構想がありましたけれども、

この体育館の位置づけというのはどうい

うふうな位置づけを考えておられるのか

をお聞かせいただきたいと思います。 

 続いて、１０２ページ、飼犬等保護管理

事業、先ほど答弁でもペットの飼い主のマ

ナーのというような部分のお答えもあり

ましたけれども、この飼い主のマナーの問

題ですね、それをどのように考えておられ

るのかお聞かせをいただきたいと思いま

す。 

 続いて、１０４ページ、大気水質等の調

査事業、先ほどＰＦＯＡの件がありました

けれども、実際に不安に思われている市民

の方もたくさんおられて、その市民の不安

をどのように解消を考えておられるのか

お聞かせをいただきたいと思います。 

 １０４ページの鳥獣飼養登録等事務事

業ですけれども、社会問題になっています

カラス問題については市としてはどのよ

うに考えておられるのかお聞かせいただ

きたいと思います。 

 １０４ページ、温暖化対策事業ですけれ

ども、これは要望にとどめたいと思います

が、世界のほうで流れというのがこの令和

２年と比べて変わってますから、これから

いろいろと考えていくべきことだと思い

ますので、脱炭素ゼロに向けてということ

で市として他の自治体に先んじて何らか

の補助とか、そういうようなことをやっぱ

り考えていくべきだと思いますので、今こ

こでそしたら何かというお答えはなかな

か難しいと思いますので、そういうような

ことを先んじて考えて検討していただき

ますようによろしくお願いしたいと思い

ます。 

 次、１０６ページ行きます。リサイクル

プラザ整備事業、実際に瓶、缶とか自然ご

みが扱われておられます。新型コロナウイ
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ルスの影響があったのか、また、感染しな

い対策、どういうふうな対策を取られてた

のか、お聞かせをいただきたいと思います。 

 同じく、ごみ収集処理事業、これも新型

コロナウイルスの影響があったのか、もし

くは対策を取られていたのか、お聞かせを

いただきたいと思います。ごみ収集車に入

れるときに、ごみ袋が破れて中から空気が

出てくると、中に入っている空気ですね。

それを浴びると、もしコロナに感染してた

ものがごみ袋に入っているとそれを浴び

るわけですよね。その点、どういうふうな

対策を取られていたのか、お聞かせをいた

だきたいと思います。 

 併せて、ふれあい収集、先ほど答弁でも

ありましたけども、１１３件の方が申請し

ているという答弁がありましたけれども、

私の近所で見ても摂津市全体で１１３件

というのは、人数的には少ないのかなとは

思うんです。で、うちの近所でもふれあい

収集の対象になるような方というのが数

名おられて、その方へのアプローチという

のは実際にできているのかというところ

と、戸別収集というか一戸建てであったら

玄関の前で収集ですけども、例えば集合住

宅であったら、まとめてということになり

ますけれども、例えばその方に対してはど

ういうふうな対応を取られているのかお

聞かせいただきたいと思います。 

 それから、１０８ページ、し尿収集事業

ですけれども、件数など状況についてお聞

かせをいただきたいと思います。 

 ごみ処理維持管理事業、広域廃棄物埋立

処分地の整備委託料、この部分というのが

大阪湾フェニックスセンターだと思うん

ですけれども、その点、現状どうなってい

るのかお聞かせいただきたいと思います。 

 １１２ページ、産業振興費ですけれども、

生産緑地の部分に関して、現状どういうふ

うになっているのかお聞かせをいただき

たいと思います。 

 続いて、１１６ページ。産業振興課のほ

うへ行きます。企業立地等促進事業ですけ

れども、大企業と中小企業という先ほどか

らもありますけれども、市として企業立地

等促進事業の効果についてどのように考

えておられるのかお聞かせをいただきた

いと思いますし、実際にその成果というか

その点もお聞かせいただきたいと思いま

す。 

 １１６ページ、スクラッチカード発行事

業ですけれども、これは評価をどのように

考えているのかと。それと、今回コロナに

よって子育て世帯への応援商品券を出さ

れてますけれども、評価というか、その辺

はどう考えておられるのかお聞かせいた

だきたいと思います。 

 消費生活相談ルーム事業、相談中身と、

それと対応の状況と相談を受けた後のフ

ォローというのは行われているのか、お聞

かせをいただきたいと思います。 

 以上です。 

○香川良平委員長 それでは、答弁を求め

ます。 

 丹羽部参事。 

○丹羽生活環境部参事 それでは、１番目

のご質問にご答弁させていただきたいと

思います。 

 １番目のご質問でございますが、総務使

用料に関わるもので、生活環境部、私ども

が所管している施設と文化スポーツ課の

ほうが所管している施設とあると思いま

すが、自治振興課を先に答弁させていただ

いて、引き続き文化スポーツ課から答弁さ

せていただきたいと思っております。 

 自治振興課が所管しておりますコミュ
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ニティ施設に関する状況は、先ほど委員の

ほうからもございましたけども、令和元年

度、令和２年度の歳入の状況につきまして

は、令和２年度の使用料は令和元年度に比

べ、コミュニティプラザは３３６万９，８

１２円、別府コミュニティセンターについ

ては６２万９，０５５円の減額となってい

るところでございます。また、同様に市民

ルームフォルテの利用料については８８

万１００円、正雀市民ルームの使用料につ

いては９７万４６０円の減額となってい

るところでございます。 

 これは、新型コロナウイルスの影響で、

貸館停止や夜間貸館停止など、新型コロナ

ウイルスの影響で利用に制限を設けたた

めということになってございます。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 松本課長。 

○松本文化スポーツ課長 それでは、私の

ほうからも決算書３３ページ、総務使用料

の文化スポーツ課が所管いたしておりま

す文化施設、体育施設の部分についてお答

えさせていただきます。 

 施設ごとに申し上げますと、令和２年度

の使用料は令和元年度に比べて文化ホー

ルは３３５万５，７１５円、くすの木公園

テニスコートは１９万４，７２０円、スポ

ーツ広場は１２万８，０２０円、山田川運

動広場は３万６，３８０円、正雀体育館は

１７万８，５６３円、鳥飼体育館は６３万

６，２５４円、味生体育館は２０３万７，

３１８円の減額となっております。 

 新型コロナの影響につきましては、先ほ

どの自治振興課と同じ内容でございまし

て、結果的にコロナによって施設の利用に

大きな制限を行うこととなり、減額につな

がったと分析しております。 

 一方で、青少年運動広場は１８０万４，

０５０円、柳田テニスコートは８８万５，

１８８円の増額となっています。青少年運

動広場につきましては、令和元年度に改修

工事を行ったことによりまして、半年間閉

鎖しておりましたので施設の開場日数が

令和２年度のほうが多かったということ

で実績が伸びたと思っています。 

 あと、柳田テニスコートについては、開

場時の稼働率が令和元年度よりも１２．

３％、実はふえてまして、指定管理者から

は利用者がコロナ疲れにより体を動かす

機会を欲していたのではないかと聞いて

おります。実際に、文化スポーツ課のほう

にも「何とかテニスコートを開けれないか」

という要望も多数受け付けておりました

ので、以前であれば使用の少なかった平日

の夜間などにも予約が入り、そこの実績が

伸びたものだと考えております。 

 以上です。 

○香川良平委員長 森口課長。 

○森口市民課長 そうしましたら、市民課

に関わります歳入、二つの質問についてお

答えさせていただきます。 

 まず、斎場の使用料について、前年度比、

令和元年度比でふえているが、逆に葬儀会

館の使用料は少し減っているところの関

係性でございます。斎場の使用料は火葬料

金になりまして、主なものは大人の火葬料、

子どもの火葬料、死産時の火葬料、病気・

ケガ等で切断した体の一部の火葬料、出産

に伴う排せつ物等の火葬料になります。 

 令和元年度と令和２年度の歳入状況に

ついては、令和２年度は令和元年度と比較

して２５３万８，８７０円の増となってお

ります。これらは火葬件数が令和元年度の

９１１件に対して令和２年度９６９件と、

５８件増加したことに伴う増となります。 

 ５８件のうち、市外の大人が５４件の増
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となっておりまして、ほぼその分に伴う使

用料の増となっております。市外の方は葬

儀をする際は摂津市の葬儀会館ではなく、

地元の葬儀会館ですることが多いと思わ

れますので、葬儀会館の使用料は増につな

がらなかったということになります。 

 続きまして、墓地の使用料がふえている

ことと、墓じまいの考えについてでござい

ますが、墓地使用料の主なものは新規募集

があった際、当選者が支払う永年使用料と

なります。新規募集は墓地の返還等で空き

が出た場合にその都度行うもので、年度に

よってばらつきがございます。令和元年度

と令和２年度の歳入状況につきましては、

令和２年度は令和元年度と比較して２０

３万円の増となっております。これらは、

墓地の新規募集が令和元年度はなかった

んですが、令和２年度は４件あったため、

前年度比、大幅な増となっております。墓

地の面積によって使用料が異なりますが、

令和２年度の募集は４件とも最も面積の

広い一津屋西墓地であったため、前年との

差が大きくなっているものでございます。 

 墓じまいの考えについては、墓じまいや

改葬する前提として、改葬許可書や火葬証

明書の発行が必要となってきますが、発行

状況を見ておりますと年度によってばら

つきがございますので、一概にふえている

減っているということの判断は非常に難

しいとは思いますが、近年の少子高齢化や

単身世帯の増加、社会情勢の変化など墓地

においても多様なニーズがあると認識は

しております。 

 実際に墓地の移転や墓じまいに必要な

改葬許可申請も今申し上げたように一定

数ございます。複数の焼骨を合同で埋葬す

る合同式墓地については、近隣市の取り組

みなども踏まえて情報収集を図ってまい

りたいと考えております。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 丹羽部参事。 

○丹羽生活環境部参事 ４番目のご質問

にご答弁させていただきます。 

 決算概要５４ページ、５５ページの都市

交流費並びに中国蚌埠市友好交流事業に

ついて、まとめてご答弁させていただきた

いと思います。 

 令和２年度は新型コロナウイルス感染

症の影響により蚌埠市、及びバンダバーグ

市との直接的な交流の機会を持つことは

できませんでした。ただ、新型コロナウイ

ルス感染症や災害等の状況について、市長

同市での連絡、また、担当者においてもメ

ールによる連絡等は続けておりまして、コ

ロナウイルスの状況を見て交流を再開で

きる関係性は保っているところでござい

ます。 

 次、５番目の質問でございます。 

 決算概要５８ページ、自治会の加入率等

に関してのご質問にご答弁させていただ

きます。 

 先ほどもご答弁させていただきました

ように、自治会の加入率は４７．７％でご

ざいます。自治会の活動につきましては、

１０の小学校区に９の地区を入れまして

１２の地区、校区で比較等行っております。

この中で、最も加入率が高くなってござい

ますのは摂津小学校区で６５．３％となっ

ております。逆に、加入率が低くなってい

るのは三宅地区でございまして２７％と

なってございます。 

 ただ、１２の校区、地区全てで減少傾向

にあることは間違いございません。三宅だ

け令和２年度、令和３年度僅かに上がって

おりますけれども、これも０．４％程度で

ございましてほとんど横ばいかなと考え
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ております。 

 先ほど委員のほうからは地域格差とい

うようなことでご指摘があったところで

ございますが、先ほど申しましたように一

様に加入率が下がっておりまして、活性化

に向けて自治連合会のほうでプロジェク

トチームをつくられて検討を進められて

いるところでございます。 

 検討内容を大きく分けますと、先ほどご

答弁させていただきましたように依頼事

項の精査によって効率的な自治会運営を

目指すということと、全国的に実施されて

おります自治会の加入促進条例等々の条

例関係の検討をしていただいているとこ

ろでございます。 

 また、あと府下の各市町村で各自治会、

地区等にされている支援状況についても

情報提供させていただいて、ご検討をいた

だいているところでございます。 

 また、補助金についても、府下、北摂７

市を中心にどのような支援があるか、情報

を提供させていただいてプロジェクトチ

ームで検討をしていただいているところ

でございます。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 森口課長。 

○森口市民課長 そうしましたら、市民課

に係ります質問番号６番についてお答え

させていただきます。 

 各システム関連の件でございます。市民

課には幾つかシステムがございますが、ま

ず大本の住基システムにつきましては情

報政策課で契約をしており、市民課では戸

籍のシステムであったり、コンビニ関係の

システムを契約しております。住基システ

ム、戸籍のシステム、コンビニのシステム、

それぞれが三者連携をしている形で運用

をしております。 

 契約先のシェアが多いかどうかという

ところでございますが、市民課で契約して

いる分につきましては日本電子計算、いわ

ゆるＪＩＰと言われる会社と契約をして

いますが、正直シェアにつきましては把握

しておりません。大体大手５社あたりの契

約でどこも結んでいるような形になって

いるのかなとは思います。摂津市が契約し

ている事業所については、その５社、６社

ぐらいの中には含まれているという形に

なります。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 松本課長。 

○松本文化スポーツ課長 それでは、文化

スポーツ課に係ります２点のご質問にお

答えいたします。 

 決算概要７４ページ、スポーツ推進委員

の活動状況と定数、人数というお問いであ

ったと思います。 

 まず、令和２年度の活動状況につきまし

ては、やはり新型コロナウイルスの影響で

５月、１１月に予定しておりました市民ハ

イキングですとか、８月、１２月、２月に

予定しておりましたニュースポーツの体

験会が中止となりました。そんな中、７月

１２日に鳥飼体育館でスティックリング

大会、１１月２３日にスポーツ広場でゲー

トゴルフ大会を開催いたしました。どちら

の大会も、参加者理解のもとマスク着用や

マイスティック、マイボール制にするなど

工夫をしまして、感染症対策を行いながら

実施に至りました。 

 人数についてですけども、定数は３４人

以内に対しまして、令和２年４月１日では

定年や転居によって２５名からのスター

トとなりましたが、令和２年度末には２９

名となっております。なお、本日現在では

３１名となっておりまして、３名の欠員と
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なってございます。 

 続きまして、決算概要７６ページ、味舌

地区の体育館の件です。残額と、あと摂津

市での位置づけというご質問だったと思

います。 

 残額が発生いたしました要因といたし

ましては、一つ目の要因として入札の折に

金額が下がり、その落札率が８４．６５

２％であるため、その差額が発生したこと、

二つ目の要因といたしましては、当初予算

では実施設計を作成いたしました株式会

社ニュージェックによる出来高予測をも

とに令和元年度に算出しておりますけれ

ども、令和２年度の工事請負契約の締結後、

施工業者作成の出来高予測では、当初の見

込みよりも少なくなったということによ

るものです。結果として、一つ目と二つ目

の要因を足した１億１，７０６万９，００

０円が残額となっております。なお、工事

自体は施工業者作成の出来高予測のとお

り進んでおりますので、契約の工期内に工

事は終了するという状況でございます。 

 あと、摂津市での位置づけということで

すけれども、委員もご承知のとおり、この

場所、もともと旧味舌小学校が開校してお

りまして、そこが開校されていた当時は学

校の体育施設としてこの体育館というの

は市民に開放されていたという状況がご

ざいました。その後、旧味舌スポーツセン

ターですけれども、スポーツ施設として開

設しておりましたけれども、都市計画法に

定める用途地域の関係で、スポーツ施設と

しては使えないということで一旦閉じる

形になっております。 

 こうした中、地元からの要望も非常に高

く、スポーツ推進はもちろんのこと健康で

すとか、防災の観点から建設を進めておる

ところでございます。 

 市内各体育館は８０％を超える稼働率

でもありますのでこうしたことも踏まえ

まして、スポーツ施設としてやはりこの地

域に体育館というのが必要であると、公共

施設としての避難所としての機能を有し

たということが求められておるというこ

とで、しっかりと避難所を有した地域の体

育館であると考えております。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 山本課長。 

○山本環境政策課長 犬の飼い方に関す

るご質問でございます。 

 モラル向上に向けまして、さきに注射時

でご説明した内容と少し重なるところが

ありますけれども、お許しをお願いいたし

ます。 

 通年の取り組みといたしまして、飼い犬

の新規登録に来庁された際や、注射の交付

済み書をお取りになられるために窓口に

来られた際に、本市作成のチラシと大阪府

が作成しておられますパンフレットをお

渡しいたしております。集合注射時のご案

内時は、マナー向上の標語等々を記載させ

ていただいております。 

 自治会の回覧等々でございますけども、

例年１０月と３月に自治会回覧で犬のマ

ナー向上についてということで回覧をお

願いいたしております。広報誌への記載で

ございますけども、令和２年度は１月号で

犬のマナー向上についてという掲載をさ

せていただきました。 

 犬のしつけにつきましては、基本的には

大阪府が担当していただいております。大

阪府がしつけ教室を実施する際には、市の

広報にそのご案内をさせていただいてい

るというところでございます。 

 また、ふん尿でということで困っておら

れるというご相談がございます。その際に
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は、犬のマナー向上についてというご案内

をさせていただいているということをご

説明させていただき、また、犬のふん迷惑

という看板がございますということで、お

一人２枚まででございます、また自治会等

におかれましては６枚までを上限に配布

をさせていただいております。その看板に

つきましては、配布させていただいた市民、

自治会の管理で対応をお願いいたしてお

るところでございます。 

 次に、ＰＦＯＡの関係でございます。

我々、基本的に今、頂戴しているのは、国

が基本的に対応していくようにという対

応のマニュアルがございます。その中で、

健康に関する視点等々については国がこ

れから知見を集めると。水の調査について

は、権限がございます本市の場合であれば

大阪府が定点を決められて、継続監視をし

ておられます。 

 我々については、もし飲み水がおありで

あればということでそれは水道水に切り

替えていただきたいということのご説明

をいたしております。特に、お電話等が入

るのは、全国調査なりが新聞に掲載された

後、幾つかのお電話がありました。その際

につきましては、先ほど申し上げました基

本的な内容を含めてご説明をさせていた

だいているというところでございます。た

だ、まだ環境基準にはなっていないと、暫

定的な目標値であるということも併せて

ご説明をさせていただいております。 

 カラスへの対応についてでございます。

鳥獣法の観点からカラスに対する苦情と

か、ご相談について、駆除についてはなか

なか対応は難しいとご説明をいたしてお

ります。特に、問い合わせが多いのが、カ

ラスが子育てをしている時期でございま

す。特に、ひなが巣立ちをする際に非常に

カラス自体が警戒をいたしますので、ある

一定距離に入りますとカラスが少し低空

飛行をされるというようなお話がござい

ます。そういうお話があった際には、まず

は近づかないでいただきたいということ

と、カラスの場合は、どちらかといえばカ

ラスを注視しながら後ずさりをして下が

ってくださいと。振り返って、カラスから

目をそらしますと、何かその瞬間、カラス

が低空飛行をして人間のすぐそばに寄っ

て来るというパターンが多いので、そうい

う説明をさせていただいております。 

 また、ごみ集積場辺りの関係でカラスが

ごみを荒らすというようなお話も我々の

ほうに飛び込んでまいります。そういうお

話が飛び込んでまいりましたら、収集を担

当しておられる環境業務課と情報共有を

して対応をいたしておるというところで

ございます。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 安田部参事。 

○安田生活環境部参事 それでは、環境業

務課に係ります３点のご質問にお答えさ

せていただきます。 

 １点目と２点目のリサイクルプラザ整

備事業とごみ収集処理事業につきまして

は、コロナの影響と対策というご質問でし

たので合わせてお答えさせていただきま

す。 

 まず、令和２年度のごみの状況でござい

ますが、令和２年度は前年度に比較しまし

てごみの総排出量は減少となっておりま

す。ここにつきましては、コロナ禍による

影響というところが大きく見られており

ます。特に、家庭系のごみは家庭で過ごさ

れる方の時間が多くなっているというと

ころで家庭系のごみが増加、逆に、事業系

のごみというのがテレワーク、飲食業の時
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短とこういったところで減少と。中身で申

しますと、家庭系のごみがふえて、事業系

のごみが大幅に減少していると。総量とし

ましては減少ということになっておりま

すが、なかなか私ども減量化の取り組みと

いう部分で頑張ってごみが減ったとはい

えないと感じております。ここにつきまし

ては、他市とも情報交換している中で同じ

ような状況と聞いております。 

 それと、対策というところでございます。

こちらにつきましては、作業上の対策とい

うことでのご答弁になりますが、こちらに

つきましてはリサイクルプラザ、ごみの収

集職員につきましても、国のガイドライン

を基に作業時につきましては、長袖の作業

着の着用、マスク、手袋、こういったもの

は必ず着用した中での作業としておりま

す。また、パッカー車、収集車におきまし

ては、車両の運行時においては窓開け、換

気モードというところは徹底した中で車

内での感染防止に努めているところでご

ざいます。 

 あと、市民への周知としまして、先ほど

のパッカー車の投入時に袋が破裂という

ような事例もご指摘いただいているとこ

ろでございます。確かに、そういった事例

も発生はしております。そういった中で、

広報誌、ホームページにおきまして、家庭

ごみを出すときに心がける五つのことと

いうことで環境省のチラシを掲載させて

いただいているんですけども、そこでごみ

袋はしっかり縛って封をしてください、ま

た、ごみ袋の空気を抜いて出してください。

生ごみは水切りをしてください。あとは、

ふだんからのごみの減量、分別、収集ルー

ルを確認してくださいと、こういった周知

をした中で収集時における感染対策を呼

びかけているところでございます。 

 続きまして、ふれあい収集に関するご質

問でございます。 

 まず、アプローチができているのかとい

うご質問でございます。アプローチにつき

ましては、ホームページ等で制度の周知等

を図っているところでございます。また、

高齢介護の担当課や社会福祉協議会、こう

いったふれあい収集の対象となるような

利用者との接点があるような課とか、会に

対して連携を図った中で周知を行ってい

るところでございます。 

 利用者の申請におきましては、介護のヘ

ルパーからの申請というところも多いこ

とから、市民への周知と、利用事業者等へ

の周知というところに努めているところ

でございます。集合住宅等への対応につき

ましては、先ほど増永委員のところでもご

答弁させていただいたんですけども、面接

をする中でできる限りその方に応じた対

応を取るようにはしているところでござ

います。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 山本課長。 

○山本環境政策課長 し尿の収集状況と

いうご質問でございます。 

 し尿につきましては、公共下水等々の切

り替えがございますので、年々対象者は減

少にあるというような状況ではございま

す。令和元年度４月現在は３８４人でござ

いました。令和２年４月１日現在では３４

６人という状況でございます。 

 ただ、やはりコロナ禍が影響しているの

か、し尿の量で申しますと令和元年度は家

庭系のし尿につきましては４５５．５トン、

令和２年度におきましては４６０．８トン

ということでふえてはおります。それと、

会社でございますとかイベント等の仮設

のトイレ、こちらのほうはやはりコロナ禍
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でイベントも減っているのかなというこ

とで、減少をいたしております。令和元年

度は３３３トン、令和２年度は２９１．５

トンという状況になっております。 

 収集されている職員におかれましては、

対策をきちんとしながら収集をしておら

れるということも確認をいたしておりま

す。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 三浦環境センター長。 

○三浦環境センター長 それでは、質問番

号１７番、広域廃棄物埋立処分場整備委託

料に係るご質問にお答えいたします。 

 大阪湾フェニックスセンターの令和２

年度の状況ということでございますが、大

阪湾フェニックスセンターは近畿２府４

県、１６８の市町村から発生する焼却灰な

どを受け入れる最終処分場でございます。

現在、尼崎沖、泉大津沖、神戸沖、大阪沖、

四つの埋立処分場がございます。それぞれ

の埋立処分場における計画の進捗率につ

きましては、令和３年３月末現在、尼崎沖

で９８．８％、泉大津沖で９７．２％、神

戸沖で７７．９％、大阪沖で４２．５％と

なっております。 

 近年３Ｒの推進やリサイクル技術の発

展に伴ってごみの減量化が進んでおり、ま

た、民間最終処分場の成長等の影響もあり、

大阪湾フェニックスセンターへの廃棄物

の搬入量が減少しております。また、大阪

湾フェニックスセンターそのものの延命

化も図られていることから現在は令和１

４年度まで受け入れることができるとさ

れており、令和１４年度以降の延命化につ

いても現在検討されていると聞いており

ます。 

 なお、今後の大阪湾フェニックスセンタ

ーの計画にはなりますが、現在第３期の計

画として神戸沖に埋立処分場を建設する

ための調査や設計等が行われております。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 辻局長。 

○辻農業委員会事務局長 それでは、質問

番号１７番、決算概要１１２ページ、生産

緑地の現状のご質問に対してご答弁させ

ていただきます。 

 生産緑地制度につきましては、所管が都

市計画課になりますので、知り得る限りの

状況を農政担当の立場で答弁させていた

だくことになることをあらかじめご了承

ください。 

 まず、生産緑地につきましては、平成４

年から平成７年にわたりまして当初の指

定が４回なされております。そのうち、平

成４年に生産緑地の指定を受けられた農

家、土地が約９０％に上ります。したがい

まして、その９０％の農地が令和４年に生

産緑地の当初指定を受けたときから３０

年が経過するということになります。 

 また、特定生産緑地、当面１０年間延長

できるという特定生産緑地の申請期限が

過ぎると二度と申請ができないというこ

とになりますことから、市といたしまして

は、平成３１年２月から３月にかけまして

市内４か所で対象農家に対する説明会の

実施をしたりでありますとか、都市計画の

ほうから対象者へダイレクトメールの送

付をしたりでありますとか、はたまた農業

委員による未申請者への訪問であります

とか、訪問いただいて意思確認を行い記録

に残していただいたという取り組みをや

ってまいりました。その結果、全対象者に

対して周知は全て行えております。 

 大阪府下の直近の状況で申し上げます

と、今年の８月末時点の数字にはなります

けれども、筆数ベースで大阪府下の平均は
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６６．６％でありますところ、８月末現在

の摂津市の指定割合につきましては８５．

４％ということで、これまで順調に推移を

してきた結果、最新の本市の数字を申し上

げますと、対象の農地２３０筆のうち申請

済みが２０６筆、割合にして８９．６％が

特定生産緑地の申請をしていただけまし

た。なお、申請しないという意思表示をさ

れた方、農地が２３筆ございます。そして、

申請するしないの意思決定に至れなかっ

た農地が１筆ございます。 

 以上です。 

○香川良平委員長 吉田部参事。 

○吉田生活環境部参事 それでは、産業振

興課に係ります３点のご質問についてお

答えさせていただきます。 

 企業立地等促進事業の効果について、ど

のように考えているのか、またその成果に

ついてでございますが、毎年企業立地の奨

励金を活用した企業にアンケートを取ら

せていただいております。まず、企業立地

等促進事業の一つの目的としては、市外か

ら市内へ移転される企業に来ていただく

ということでございまして、令和２年度で

したら５社の企業がアンケート、市外から

市内に来ていただいたということで、その

ときにこの補助金を重視したかというこ

とで６割の企業、３社が一定考慮に入れた

と、重視したというご回答をいただいてま

す。もちろん、奨励金のみではなくて、も

ともと摂津市の交通のアクセスのよさな

ども考慮には入れていただいてはおりま

すが、市の補助金があるということで選ん

でいただいたと。近隣市でこの奨励金をし

ていない市はございませんので、やはりな

いということは、選択として非常にマイナ

スになるのではないかと考えております。 

 また、市内事業所に関しまして、約８割

の事業所が新たな設備投資のきっかけに

なったとご回答をいただいております。や

はり、産業振興としてより事業を更新して

いっていただいたりとかというためには

設備投資というのは必要なことでござい

ますのでそういう意味でも有効ではない

かと考えております。 

 また、６割の事業所は、新規に雇用を雇

うことができたとご回答いただいており

まして、具体的に就労数とか採用人数とか

もご回答していただいておりまして、一例

ではございますが、令和２年度の正規雇用

者５，５４５名のうち摂津市の方が４３４

名、７．８％が摂津市の方なんですけども、

過去５年間で採用した方、４９１人の方の

うち１２３名、２５％が摂津市の方という

ことで、やはり市内に事業所があるという

ことで市民の方が雇われやすくなってお

るという具体的な成果も出ているのでは

ないかという内容でございます。 

 主な内容としては、そのような三つの視

点で事業を進めさせていただいて、一定成

果が出ているのではないかと考えておる

状況でございます。 

 引き続きましては、スクラッチカード発

行事業で、そのスクラッチカードの評価で

ございますが、スクラッチカードは小規模

の事業所を対象にさせていただいており

まして、５００円を買い物していただくと

１枚のスクラッチカードをお渡しすると

いうことで、当たり券は３００円とかいう

ことなんですけれども、市で負担するより

もより大きな買い物の購買、売り上げが上

がるということが一つと、やはり市民の方

が楽しんでいただく。それと、このスクラ

ッチカードは外れ券というのが当然出て

くるんですけれども、それを事業所の方が

活用して、独自のサービスにつなげていた
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だいているということも非常に効果があ

るのではないかと考えております。そうい

う形でしていただくことで、小規模な事業

者の消費喚起につなげていただいている

と考えておるので、事業者にとってはいい

のかなと考えております。 

 商品券との比較でございますが、どのよ

うに考えているかということですが、令和

２年度にも子育て応援商品券を配布させ

ていただきましたが、９４％が比較的大き

な事業所に商品券が行ってしまうんです

ね。やっぱり、比較的大きな予算を使わせ

ていただいてますが、小規模な事業所に行

くのは６％ほどということでございます

ので、もちろん市民の方にとっては使いや

すさとかということがございますので、商

品券事業も市内の消費喚起ということで

は有効とは考えておりますが、やはり小規

模事業所支援という形になってきますと、

スクラッチカードのほうがより効果があ

るのではないかと考えておる状況でござ

います。 

 続きまして、消費生活相談ルームの相談

の中身と対応の状況とフォローでござい

ます。 

 消費生活相談ルームの令和２年度の相

談状況でございますが、５６９件の相談で

主な事務報告書の中にございますが、契約

の解除ということが主な相談内容になっ

ています。ほとんどがやっぱり電話相談と

いう形になっておりまして、一例で挙げさ

せていただきますと、４回の定期購入のと

ころの１回目を非常に安くで購入できる

ということで申し込まれたんだけど、２回

目以降、申し込むつもりもなかったけども

どうしたらいいんやということで、途中で

解約できるのかとかいうご相談なり、あと

ＳＮＳに突然「あなたの１０年前の何々、

お金が払い込まれてないので明日までに

払ってくださいよ」という弁護士事務所を

名のるところから来て、これどうしたらい

いのかというようなご相談なりがよくご

ざいます。 

 なかなかそういうことに慣れてない方

にとったらどうしたらいいのかというこ

となんですけれども、そちらの相談、例え

ば定期購入の場合でしたら、どういう画面

で申し込まれたのかということを相談員

が確認させていただきながら、契約の内容

とか、例えば解約の仕方ということをお伝

えして、ご本人に解約していただくという

ような助言をさせていただいております。 

 また、そういうＳＮＳなんかの請求の場

合は、まず詐欺ということでございますの

で、もう気にされずにそのままにしていた

だいて、電話番号なりというのは相手の方

が分からないで皆さんに送られていると

いうことで、不安の解消なりをして助言さ

せていただいたりというような形をして

おります。 

 電話相談でございますので、特に性別等

や年齢、年代ということはお聞きしていま

すが、名前まではお聞きしていませんので、

もし何かあったら再度お電話いただくと

いうことでございますが、なかなか中には

そういう手続が難しい方は、場合によって

は来所していただいたりとか、お名前を聞

いて再度折り返しかけさせていただいた

りということで、対応させていただいてい

るケースもございます。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 森西委員。 

○森西正委員 ご答弁いただきまして、多

くは要望に終えたいと思いますので。 

 それでは、まずコミュニティプラザの使

用料から様々な影響をお聞きしました。コ
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ミュニティセンターの件もありましたが、

地域の公民館をコミュニティセンターに

と考えていく、公民館であるか、コミュニ

ティセンターであるかとかというのは担

当所管で考えるところではないのかなと

思うんです。市全体でやはり考えていく、

計画、方向性というのは。市全体の考え、

協議する場、そこの地域だけのコミュニテ

ィセンターとか公民館ではなくて、摂津市

全体でどこの地域は公民館で、どこの地域

はコミュニティセンターでというところ

を考えていかなあかんと思うんですけれ

ども、今のところではその考えというのは

あるのかお聞かせいただきたいと思いま

す。 

 それから、斎場と葬儀会館の部分に関し

てですけれども、斎場の部分に関しては市

内の方と市外の方とでは使用料が３倍も

高い。これは、他市でも３倍も違うんです

よね。市内の方の利用料が幾ら設定してい

るかによって、市外の人の利用料というの

が変わってくるわけですよね。私個人とし

ては、そこのところは市外の方というのは

別に３倍の違いがなくてもいいと思って

いるんですよ。市内の人が必ず優先して斎

場が利用できる、仮に例えば市外の方が市

内の方よりも早く予約をしてしまったと

きには、市内の方が後に回ってしまうとい

う可能性が出てくるわけですよね。市外の

方はそこのところ３倍ではなくて、仮に５

倍でも１０倍でもええと、私個人としては

思っているんです。 

 別に答弁はいいですけれども、また検討、

考えていただきますようにお願いします。 

 葬儀会館、せっつメモリアルホールです

けど、前にも質問させてもらったときには、

せっつメモリアルホールの利用件数を、市

民の税金で負担をして建てている部分が

あるわけですから、市民の方が多く利用し

てもらうという考えを持つべきだという

ことで質問させてもらったら、市民にとっ

ては様々な民間の会館があって、選択がた

くさんあるから市民にとってはいいんで

すというようなご答弁だったんですけれ

ども、これも私個人の考えですけれども、

やっぱり民間というのは市の部分を補完

をしていただくというような形のスタイ

ルのほうがいいのではないかと思ってい

るんです。民間の部分をせっつメモリアル

ホールが補完をしているような形になっ

ているのではないかなと思ってて、仮に、

極論ですけれども、全ての市民が民間の葬

儀会館に行って、せっつメモリアルホール

の使用者がゼロになったということにな

れば、それは市にとって困るわけですから、

やっぱりそのせっつメモリアルホールを

利用していただくように考えてもらいた

いです。家族葬というか小さい葬儀ができ

るようにというようなことでは考えられ

て対策は取られていますけれども、今以上

にもっと利用者をふやすように考えてい

ただきますように要望としたいと思いま

す。 

 それから、墓地の件に関しては説明で分

かりましたので結構です。 

 都市交流費に関しては、長年市長同士で

はやり取りがあって、事務レベルではメー

ルでということでありますけれども、ずっ

と長い間、話することなく会っていなかっ

たら、本市もそうですし、向こうもやっぱ

り担当者が代わってくると連絡が取りに

くくなったりということになりますので、

その点は密に連絡を取っていただきます

ようによろしくお願いします。 

 恐らくこれからの都市交流というのは、

どういうふうな目的を持って都市交流を
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するかということが大事になってくると

思うんです。もともと蚌埠市と結んだとき

には、日本と中国だったら日本のほうが経

済的に発展してて、中国のほうがまだこれ

からというところだったと思うんです。そ

れで、摂津市に来て、先進的な部分を持っ

て帰ってというようなことだったと思う

んですけども、今はもう中国はどんどんど

んどん進んで、そのときの状況と違います

から、今後どういうふうに都市交流を持つ

目的、意義、どういうふうなメリットを求

めていくのかとか、そこを考えていただき

ますようによろしくお願いします。 

 次に、自治会の件ですけれども、ご答弁

いただきまして、前から話はさせてもらっ

てますけれども、自治会への加入促進にな

るような条例をということは、まあそこの

ところは恐らく自治連合会でもそういう

声は上がっていると思うんですけれども、

その点は、質問でどういうふうな流れにな

っているのかというのをご答弁いただき

たいと思います。 

 その次、個人番号の交付等のシステムの

件ですけれども、マイナンバーカードの紛

失があって、第三者委員会での報告があり

ましたけども、答申があって、その部分に

関しては、実際に答申のあったことに関し

て執行されているのかどうか、実際に答申

があって、これを改善しなさいとかいう部

分というのが示されているわけですね。担

当課としては答申を受けて、こうしなさい

という部分を実際にされているのかどう

かというそこのところを教えていただき

たいと思います。 

 それと、大手のシステム会社は５社だと

いうことで、例えば会社が替わったときに

どうなるのか、例えばソフトだけを替えた

らいけるのかとか、その辺を教えていただ

きたいと思います。 

 スポーツ推進委員の件ですけれども、こ

れは実際のところ、行政で探すんではなく

て、地域のほうでこういうふうな方がいて

ますよとか、この方はスポーツ推進委員に

なっていただいたらすばらしいんじゃな

いかということで探していただいている

というのが現状やと思いますので、行政と、

また地域と推進委員とその辺はコミュニ

ケーションを取り、密な連絡を取りながら、

定員確保ができますようによろしくお願

いしたいと思います。 

 次に、新味舌体育館の建設の仮設工事の

件ですけれども、先ほど体育館の位置づけ

ということでご答弁いただきました。総合

体育館の部分に関して、鳥飼スポーツ広場

でというふうなことでありましたけれど

も、担当課としてはどういう考えなのか教

えていただけますか。 

 次に、飼い犬の件ですけれども、この点、

あまりにもマナーがひどければ、私個人と

しては、例えばペット税とか、そういうふ

うな部分も課すとかということも必要に

なってくるかと思いますので、その点も協

議、研究をしていただきたいと思いますの

でよろしくお願いします。 

 それから、次は大気水質等調査事業、Ｐ

ＦＯＡの件ですね。ご答弁いただきました

けれども、市民の皆さんが、数値が出ると

やっぱり不安に思われますので、その不安

の解消をするにはどういうふうにするの

か、直接、例えば問い合わせなりあった方

はその方にはお返しはできるんでしょう

けれども、ただ不安を持ちながら生活をし

ている方もおられると思いますので、また

そういうふうな方の不安をどういうふう

に解消するのか、その点を考えていただき

たいと思います。 
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 委員長にお願いなんですけれども、ＰＦ

ＯＡの件の視察が緊急事態宣言で延期に

なっていますが、緊急事態宣言も解除にな

りましたので、早期に視察ができるように

お計らいをお願いしたいと思います。 

○香川良平委員長 そうですね、ダイキン

工業への視察の件ですけれども、それ事務

局と調整中ですので、１１月末か１２月に

なるか時期は未定ですがちゃんと検討し

ているので、また、報告させていただきま

す。 

 森西正委員。 

○森西正委員 よろしくお願いします。 

 それでは、次、カラスの件ですけれども、

ごみの部分に関しては、これは市民の方が

おのずから対応されていることであって、

市としてやっぱりそこのところは、行政と

してカラスの問題に関しては何らかの対

応、市民任せではなくて行政として何らか

の対応をして考えていただきますように、

これも要望とさせていただきます。 

 そしたら、リサイクルプラザ、ごみ収集

の件、コロナの件に関しては答弁をお聞き

をしました。予算を検討する前段階で、事

業者のほうから声を聞いた上で必要なも

のとかを予算化しないといけないと思い

ますので、声を聞く場を設定されるべきだ

と思いますのでその点よろしくお願いし

ます。 

 し尿の収集に関してですけれども、ほぼ

ほぼ全市で下水道の本管が通っています

ので、あとはそこの個別の下水管とつなげ

るかどうかというところになってくると

思います。件数が減ってますけれども、そ

こは下水道事業課と連絡を取りながら、１

件でも、し尿の収集箇所を減らしていく努

力をしていただきますように、これも要望

とさせていただきます。 

 ごみ処理施設、大阪湾フェニックスセン

ターですけれども、答弁で分かりましたの

で結構です。 

 次、農業振興です。生産緑地に関してよ

く分かりました。農業振興の鳥飼なすがあ

りますけれども、鳥飼なす、午前中の答弁

の中で一般市場に出荷にというようなこ

ともありましたけれども、ぜひとももう少

したくさん生産、出荷できるような努力を

お願いしたいと思います。 

例えば、鳥飼なすを摂津市ではふるさと

納税の返礼品というものにしていません

が、その返礼品とか、もしくは摂津優品（せ

っつすぐれもん）を、ふるさと納税の返礼

品とするなど、摂津市の中ですばらしいも

のをＰＲできるように検討をお願いした

いと思います。 

 それと、企業立地の件ですけれども、正

直これは恐らく自治体間競争にもなって

きているんだろうと思います、企業、事業

所を取り込むために。他市よりもいい中身

の内容で、事業所が摂津市にと思ってもら

えるようなことを考えていただきますよ

うに、これも要望とします。 

 スクラッチカードですけれども、商品券

との比較で説明をいただきました。私は以

前から職員が商品券を購入してはならな

いということを聞いてましたけど、私は職

員も購入してもいいとずっと思ってたん

です。摂津市外に住まれている職員が、商

品券で摂津市の中でそれを使用すると。そ

うすると、やっぱり地域の活性に、いうた

ら商店の活性化につながると思ってて、調

べたんですけれども、それを給与でもって

商品券をということでどうだろうとか、調

べたら労働基準法、第２４号１項でその点

は労働組合との間の取り組みが必要とい

うふうなことがあったので、給与に商品券



- 69 - 

 

を出すというのもどうなのかなとは思っ

てて、そういうふうな部分も検討、考えて

いただけたらと思いますのでよろしくお

願いします。 

 消費生活相談ルームに関しては、中身は

分かりましたので、困ってご相談される方

が少しでも安心ができるようにこれから

もよろしくお願いしたいと思います。 

○香川良平委員長 答弁を求めます。 

 丹羽部参事。 

○丹羽生活環境部参事 コミュニティセ

ンターの設置に関してのご質問にご答弁

させていただきたいと思います。 

 先ほどの増永委員のご質問と重なるよ

うな部分があるかと思いますけど、ご了承

ください。 

 全体的、全市的にこうしたらコミュニテ

ィセンターにするというようなルールは

現在ございません。ただ、公共施設再編の

計画等がございますので、その中で、例え

ば公民館がなくなる、集会所等がなくなる

というところで、各地域のニーズがあって、

その中の検討項目の一つとしてコミュニ

ティセンターが上がってくるんだろうな

とは考えているところではございます。 

 ただ、コミュニティセンター設置という

形になりますと、先ほどもご答弁させてい

ただきましたが、やはりコミュニティセン

ターによって、例えば料金が違うとかとい

うのはなかなか考えにくいところでござ

いますが、地域の特性に合わせて施設の特

徴を出すところもあるかと思いますけれ

ども、やはりコミュニティセンターとして

一定平等性も保って設置していくことが

必要ではないかと思っているところでご

ざいます。 

 それから、質問番号の５番でございます。

自治会加入促進の条例化についてでござ

います。 

 条例化につきましては、今自治連合会の

プロジェクトチームのほうでも活性化の

一つの手法として検討をしていただいて

いるところでございます。自治会の加入を

規定する条例は、目的から見ますと大きく

四つのタイプに分けることができると考

えております。一つは自治会の加入を主眼

に置いた直接的な条例、２点目としては地

域コミュニティの推進や活性化に関する

条例、３点目は自治基本条例や住民参加条

例とかでございます。また、４点目として

は建築事業者の責務として自治会加入、町

会の加入の協力を規定する条例がござい

ます。この四つに大きく分けたタイプの条

例、様々にプロジェクトチームの皆様には

資料提供をしていただいて、本市ではどの

ような条例が活性化に結びついていくか、

また、条例をつくることが必要かというと

ころも議論になってくると思いますけれ

ども、今、このような条例を資料提供させ

ていただいて、ご検討いただいているとこ

ろでございます。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 森口課長。 

○森口市民課長 そうしましたら、質問番

号６番、市民課に係るご質問にお答えさせ

ていただきます。 

 ２点ございました。まず１点目、マイナ

ンバーカード、第三者委員会後の取り組み

でございますが、マイナンバーカードの紛

失事案以降、マイナンバーカードの取り扱

いについては課内において厳格なルール

を設定しております。具体的には、日中の

保管場所の変更、カードを取り出す職員の

限定化、毎日の在庫枚数の確認、月１回の

在庫全数チェック、そういったことを新た

に導入しております。ほかにも、市職員及
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び会計年度任用職員との職務の割り振り

の見直しや、職員間コミュニケーションの

充実を図っております。カード紛失や誤交

付等の緊急時において、速やかな対応が図

れるよう課内での情報共有については今

後も継続をしてまいります。 

 また、第三者委員会では、被害届の提出

について速やかに提出を行うべきである

というご意見をいただいておりました。課

で上席を交えて検討した上で提出すべき

と判断いたしまして、令和３年７月１日、

摂津警察に被害届を提出し、受理していた

だいております。今後は、捜査機関に委ね、

捜査に協力してまいりたいと考えており

ます。 

 続いて、システムについてです。システ

ムを替えた場合、すんなり移行できるのか

どうかというところでございますが、シス

テムの移行費というのは非常に高くつく

と思っております。新たなシステムを構築

する必要がございまして、すぐに替えれる

ようなものではないと思っておりまして、

現実的には機器の交換、機器の更新になる

と思います。もしも業者を替える、システ

ムを替えるということになりましたら、業

者間引き継ぎなどで支障のないようしっ

かり対応してまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 松本課長。 

○松本文化スポーツ課長 それでは、文化

スポーツ課に係ります総合体育館のご質

問にお答えいたします。 

 スポーツ広場に関することにつきまし

ては、過去に実質的に断念せざるを得ない

という状況になりましたのは、委員もご承

知のとおりだと思います。現在も総合体育

館の可能性というのは探ってはおります

が、具体的に何か進展をしておるわけでは

ございません。 

 本市におきましても、なかなか様々な施

設の集積というのは簡単ではなく、建築費

用ですとか、あるいはランニングコストと

いう多額の費用も必要です。他市におきま

しては、またビルドアンドスクラップの観

点から総合体育館を建設すれば、また地域

の体育館を閉鎖するというようなことも

されておられるところも多くございます。 

 このような課題は見つかっております。

いずれにいたしましても、鳥飼のまちづく

りに関連することもあると思いますけれ

ども、慎重に引き続き検討してまいりたい

と考えております。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 森西委員。 

○森西正委員 要望にしたいと思います。 

 全般的に、今ご答弁いただいて、何より

も言いたいのは、内部で今要望させてもら

った部分に関しては、検討よろしくお願い

したいと思いますので、以上で質問を終わ

ります。 

○香川良平委員長 森西委員の質問が終

わりました。 

 本日の委員会はこの程度にとどめ、散会

いたします。 

（午後４時５５分 閉会） 
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